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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「小さいころの記き憶おくが、ないそうだな」




　朝から真っ青に晴れた空を背景に、香ばしく焼けたパンを思わせるこげ茶色の金きん髪ぱつを持った男にたずねられ、堂どう島じまコウはうなずいた。

「妹……本当の妹が、宇宙人にさらわれたらしくてね」急いで付け足す。「……つまり、それが本当にあったことかどうかはともかくとして、それでおれ、ちょっと変になったらしくて、それで、気がつくとその当時から以前のことはもうぜんぜん思い出せないんですよ。事件のことはもちろん、妹のことも、自分のことさえ」

「まったく思い出せない？」

「ええ。まぁ、科学的に説明のつくことなんだそうですけどね。いやな記憶を封じ込めることで自分を守る、精神の防衛機き構こうとやらで」

「そうか」

「ま、それもしかたないかな、と。確かにおれ、本当にやばかったらしいですから。中学に上がってからもしばらくは、夜外そとを歩けなかったですし。いまだに医者が怖いですし」

「宇宙人に妹をさらわれたら、それもやむをえないだろうなぁ」

　髪に負けない輝きをその茶色い瞳に浮かべ、コウの言葉を揶や揄ゆするでもなくランドール・コーンウォークは微笑ほほえんだ。

　頭を振り、コウの背後に目をやる。

　遠巻きにこちらを見ている舞まい原ばる家の面々、そして堂島アトリの姿を眺ながめつつ、まるで独り言のように、言う。

「……だがその過去が、経験が、堂島コウをタフにした」

「タフですか」コウの口もとが、ゆがむ。「おれがたとえタフだとしても、それはおれが望んだことじゃない」

「……」

「傷つけば傷つくほど人はやさしくなれる、なんて、うそだ。……少なくともおれは、傷つけられれば傷つけられただけ、相手を傷つけ返したくなる。それが無理なら、別のだれかを──弱いだれかを傷つけたくなる」

「それが分かっているなら、おまえは大丈夫だよ、堂島コウ」

「……」

　ランドール、と呼ぶ声に、コウとランドールはともにそちらに目を向けた。

　遠く、小型飛行機の前に、松まつ葉ば杖づえをついた縹はなだ──旧姓三み束つか──元もと生なりと、たたまれた車椅い子すを持った美み樹き、そしてこちらに向かって大きく手を振っているランドールの妻、撫なでし子この無む邪じや気きな姿が見える。

　しあわせにあふれた表情。

　向こうの準備はできたらしい。

　出発のとき。

　左手──トウモロコシのたばをかかえていない方──を妻に向かって振り返すと、ランドールはあらためてコウに向き直った。

「なぁ堂どう島じまコウ、神とはなんだと思う？」

「……へ？」

「おまえにとって、神とは？」

「いや、神って言われても、日本人ですし……」少し考え、答える。「……強いて言うなら、運命、かな」

「運命……か」ランドールは笑った。

　なぜです？　というコウの問いには答えず、視線を宙にさまよわせ、言う。

「おれはな、堂島コウ、最近はこう思うよ。神とは、これではないか、と」

　ランドールの手が周囲を示す。

　コウは辺りを見渡した。

「……自然ですか？」

「いや」

「……地球？　宇宙？」

「いや、これだよ」手を広げる。「おれたちを取り巻くこの現実。この現実そのものさ」

「……現実？」

　ランドールは言った。

「現実は、残ざん酷こくだ。多分、おまえが考えている以上に」

「……」

「……ああ、悪魔の目的についても、その『夕日を連れた男』とやらのことについても、おれから言えることは何もない。おれが元『代行者』として、おまえの先せん輩ぱいとして言えることはただひとつだけ──

　現実は、残酷だ。だから。

　タフになれ、堂島コウ。どんな現実とも向き合えるように」

「……」

「一度『代行者』を選んだ以上、おまえはもう、前に進む以外に道はない。それは、おれが一番よく分かっている」

　ぽん、と軽く、コウの肩を叩たたいて。

「生き抜けよ、堂どう島じまコウ。そして《Ｉｔ》に、悪魔に打ち勝て。おまえなら、やれる」

　ランドール・コーンウォークは、堂島コウに背を向けた。

「──待って！　ちょっと待って──！」

　もっと、もっと話を──




　　　２




「──うわぁ？」

　目を覚ました瞬間、全身から汗が噴ふき出た。

　見慣れたリビング。ちゃぶ台のうえ。首が痛い、どうやら眠りこんでしまったらしい──高いところから落ちる夢を見たときのように心臓が激しく脈動しているのを意識して、堂島コウは大きく息を吐いた。

　落ち着けよ、心臓。

　──それとも《Ｉｔ》か？　《Ｉｔ》なのか？

　自分のせりふに苦笑して、深しん呼吸、動どう悸きを整えつつ、コウは周囲の様よう子すをうかがった。せみの声は外よりかすかに、電動の羽根の回る音、心臓の音が一番大きい。リビングは、驚くほどに穏おだやかだった。静かなコウのリビングは、正直リビングというほど家具はそろっていない。コウの前にちゃぶ台があり、座ざ布ぶ団とんがあり、夏は午前、朝の涼りよう気きがかすかに残った空気のなかを扇せん風ぷう機きが首を振っている以外は何もない。さらに言えば窓もなく、光を抑える白いレースのカーテンを抜ければ部屋からそのままベランダに行ける。ベランダにはついたてがあり、そのかげ、コウの位置から見えないところに犬用のケージとトイレとトイレ紙が置いてあるのだが、その使用者はと言えば、コウのかたわらですぅすぅ寝息を立てている。

　コウの妹、アトリと一緒に。

　この朝を穏やかにしている一番の原因。

　座布団を枕まくら代がわりに、光よけのつもりか顔に新聞紙を載せて、さらにはＴシャツと短パンというラフな格かつ好こうで堂々とおへそを出して寝ているアトリのだらしない姿に、コウは大きく息を吐いた。

　ちゃぶ台のうえに広げられた宿題を見て、さらに大きくため息をつく。

　ああ、畜ちく生しよう、寝ちまった。

　だいたい、横でこんなに気持ちよく寝息を立てられて、宿題なんかやってられるか！

　ランドールは、今ごろ故郷にいるのだろうか──今までに出会ったたった一人の先せん輩ぱいのことを思い出し、ため息をつき、コウは極ごく楽らくにいるかのような寝息を立てている少女を見た。

　ぽんぽんと、むき出しのおなかを叩たたく。

「おい、アトリ、起きろ。寝るんだったら向こうで、ベッドで寝ろ。また腹はら壊こわしても知らないぞ？」

　寝息が止まる。

「……アトリ？」

　返事はない。

　新聞紙に阻はばまれ見えないアトリの顔をじぃっと眺ながめ、コウは口の端を持ち上げた。

　こちょこちょっとおへそをくすぐる。

「アトリちゃん？」

　かすかに身じろぎが起きるが、しかしやっぱり返事はない。

「ア・ト・リ？」

　おへその周囲に五つの指先を置き、右に左に、広げたり、すぼめたり、蜘く蛛もの足のごとくじわじわ動かす。触れるか触れぬか、かすかな指先のその感かん触しよくに従って、時々ピクリと波が起きる。反応がある。が、それでもやっぱり頑かたくなに、アトリの身体からだは動かない。

　コウは大きく息を吸い込んだ。

　身をかがめ、アトリのへそに口をつける。
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「ぴ？」という声が上がると同時。

　ぶぶるるるるるるるる！

「うぴゃあああああああ？」

　コウの口から一気に噴ふん出しゆつした息にへそからおなかをぶるぶる震わせられ、アトリはぴょんと飛び起きた。

　枕まくらにしていた座ざ布ぶ団とんをコウに向かって投げつけ叫ぶ。

「ななな、何するですか！　び、びっくりするじゃないですか！　びっくりしたら心臓止とまるんですよ？　心臓止まったら死んじゃいますよ？」

「寝たふりなんかするからだ」

「寝たふりじゃありません。あたしは、ゆるやかに起きていたんです」ぶぅ、と口を尖とがらせる。「知っていますか？　急な目覚めは身体からだに悪いんです。自然に起きるが一番なんです。だからあたしは、ゆるやかに起きていたんですのに！」

　なんか最近こいつ生なま意い気きになったなぁ、と息を吐きつつ（そしてそんな生意気なやつにはほおに新聞の印刷が移っていることなど教えてやらないぞ、と思いつつ）、コウは謝った。

「分かった。悪かった。だから寝るならベッドで寝ろ。腹はら壊こわすぞ」

「ここでもいいじゃないですか」また、ぶぅぅ。

「あのなぁ……ていうか人が宿題やっている横ですやすや寝ているんじゃない。迷めい惑わくだ。だいたい、だれのためにおれがこんなに苦労していると思っているんだ？」

「……だれのため、ですか？」

「おまえが山に行きたいって言うから、だったら山に連れて行ってやろうと思って仕方なく、いつもなら、いや本当なら夏休みの終わりにやるべきものであるはずの宿題を、泣く泣く今、せっかく涼しい夏の午前を台だい無なしにしてこうして片付けているんだろうが！」

「……ははぁ」アトリは首をかしげた。「ええと……とにかくあたしのためなんですね？」

「そうだ」

　だったら、とアトリがうなずく。力強く。

「やっぱりあたしはコウにーさんのそばにいて、その支えにならなければ！」

「……寝ててなんの支えになるんだ」

「実はあたしはさっき、寝ていなかったのですよ」えっへん、と胸を張る。「ちゃんと起きて、コウにーさんを見守っていたのです！　その証しよう拠こに、コウにーさんがあたしのおなかを触っていたのにもちゃんと気づいていましたよ？　このえっち！　えっちにーさん！」

「……おまえは本当に最近、『ああ言えばこう言う』よなぁ……」もう新聞の跡はおろか、よだれの痕こん跡せきが残っていることも教えてやらないことにする。「分かった分かった。だったらせめて、ちゃんとタオルケットを持って来い。腹を冷やすな」

「だから寝ませんってば」

「……」

　大きくため息をつくと。

　コウはちゃぶ台の前に座り直し、再び数学のプリントと向き合った。

　シャーペンをカチカチノックしつつ、言う。

「……やめんか」

　ぴとっとコウにくっついて、アトリははにかんだ。「えへへ」

「えへへ、じゃない。もう何も言わないから腹出して寝ようがケツ出して寝ようが何も言わないからせめて邪じや魔まはするなって」

「だって、うれしいんです」

「何が」

「だってコウにーさん、ずっと家にいるんですもの」

「……」

「夏休み前はほとんど学校にいましたし、たまの休みは舞まい原ばる家に行っちゃうし、夏休みに入ったとたん入院しちゃうし──その間、あたしほとんど一人で……」

　……静せい寂じやくのあと。

「ひまだったわけだ」コウはアトリの頭をなでた。

　ひまとかじゃあないですよぅ！　と抗議しかけるアトリにかまわず頭をぽんぽん叩たたいて言う。

「でもな、来月からはおまえも中学校に行くんだ。そしたらちゃんと友だちもできて、……ひまなんかなくなるよ」

「だから、ひましてたわけじゃないです！」

「分かった分かった。だから夏休み中は、ちゃんと相手をしてやるって。山でも海でも連れてってやるから。だから、とりあえず今は課題を終わらせさせてくれ」

「どうぞ。お構いなく」

「……離れろって言ってんだ。暑あつ苦ぐるしい」

「減るもんじゃないでしょうに……」

　ブツブツ言いながらも離れるアトリ。

　そのままバタンと横になり、顔に再び新聞を載せる。寝るつもりか？　まぁ無理もない。昨日は寝るのが遅かった。何しろ一昨日おととい、コウの友人にして『みすてりいサークル』の部長三み束つか元もと生なりの結婚式が行われたばかりであり（ちなみに彼は十八歳さい、いまだ高校生である）、その興こう奮ふんが冷め切らず、昨日も部長やランドールを送り出した興奮のそのままに夜中までみークルで騒いでいたのだから。

　夜ふかしに慣れていないアトリにはきつかったのだろう。

　まだ子犬のＢＯＳＳなどは、なんかもう朝からずっと、本当に死んだように眠っている。

　立ち上がり、寝室に行くと、ベッドからタオルケットを取ってきてコウはそれをアトリのおなかにかけた。そのまま扇せん風ぷう機きを足で押さえて首の振り幅を調整し、ちゃぶ台に戻る。うぅ、腰が曲がるぅ、なんてため息をつきつつ、プリント上の数式をにらみつけ。

　ふと、かたわらに目をやって。

　タオルケットを蹴け飛とばしてこれ見よがしにおへそを出したアトリの姿に脱だつ力りよくする。

「……なんだおまえは。けんか売ってんのか？」

　答えはない。

　唇を曲げ、耳を澄ませ、不自然に抑えられた呼吸音を聞きながら言う。

「アトリィ。またおなかが出ているぞォ？」

　沈ちん黙もく。

「おーい、アトリ。起・き・ろォ」

　やっぱり、返事はない。

　頭を搔かき、シャーペンを置くと。

　コウはがばっとアトリに覆おおいかぶさった。

　おなかに抱きつき唇を当て、ぶぶぅ、と強く息を吹き出す。おなかが震えるくすぐったさにきゃらきゃら笑ってアトリは身をよじったがそれでもやめずに息を吹く。吹き続ける。一瞬で息を補給しぶるぶるぶると白いおなかを震わせ続ける。止まらぬ振動に息も絶たえ絶だえにして笑い続けるアトリの姿にたまらぬいとおしさを覚え──

　動きが、止まる。

　冷水を浴びたような感覚に、全身が、凍りつく。

「……コウにーさん？」

　コウの動きが止まったことに不ふ審しんを覚えたのだろう、したからアトリが心配そうに、コウを見上げた。笑いすぎたのだろう涙にうるんだアトリの瞳を、コウはただ、じっと見つめた。心のなかで思いつつ──

　──こいつはおれの、本当の妹じゃない。

　こいつは、アトリ。

　コウの本当の妹、堂どう島じま亜あ鳥とりの姿を完全に再現し、妹のふりをしているだけの存在。そう、本物の堂島亜鳥はここにはいない。そして本物の亜鳥は、宇宙人にさらわれたにしろ変へん質しつ者しやにさらわれたにしろ、少なくともこんなふうに笑えたりはしていないだろう。それなのに、そんな亜鳥の実の兄は、真実を知る兄は、偽にせ物ものの妹を相手に──

「……コウにーさん？」再び声がした。

　コウは意識を戻し、再びアトリの瞳を見つめた。

　その瞳をうるませているのは、もはや笑いすぎの涙ではない。

　怯おびえたような、声。

「……あ、あの、怒りました？　もしかしてあたし、調子に乗りすぎたなら──ぴ？」

「ばーか」コウは両手で、アトリのほおをつまんだ。

「ひた？　こーひーひゃん？」

「別に怒っちゃいないよ。ただ心配になっただけだ。おまえみたいなバカを中学校に入れて、本当に大丈夫だろうか、と」

「ひ、ひつれいな──ひたたた？」

　むぃと引っ張り、放す。

　赤くなったほっぺたを押さえ、うう、とアトリはコウをにらんだ。

「……ちょっと、痛かったです。今の」

「……そっか」痛かったか。「……悪かったな」

　コウはアトリを抱き寄せた。

「……きゃ？　……コウにーさん？」

「ごめんな」

　やさしく、その小さな頭をなでる。

　子猫のような頼りなげな、細い身体からだを壊れ物のように、そっと、しかし強く胸に搔かき抱く。絹のようになめらかな髪に、顔をうずめるようにして、繰り返す。

「……本当に、ごめん」

「……コウにーさん」

　わけが分からないながらもアトリもそっと、コウの背中に手を回し、おどおどと、コウを抱きしめ返した。




　　　３




　しばらくして。

「さてと、それじゃ」

　身体を離し、あくびのまねをし目め頭がしらをぬぐい、コウは立ち上がった。

「じゃ、アトリ、本当に悪いが、しばらく留る守す番ばん頼むな」

「ええ？」目を見開くアトリ。「留守番？　いったいどこに行くんです？」

「舞まい原ばる家」答えながら寝室に向かう。「やっべやっべ。用事があったのすっかり忘れてたよ」

「そ、そんな、今日はプールに連れて行ってくれるって」

「ちゃんと連れていくって。山でも海でもプールでも。約束しただろ？」

　そう、前の事件で褒ほう美びをやるって約束したから連れていく──それ以外の理由はない。

「いえ、あの、それは疑っていませんが」

「昼までには帰るからさ。頼む」

「……課題はどうするんです？」

「夜もあるし。ひょっとしたらハナちゃんが写させてくれるかも」

　簡単に身み支じ度たくをすませ、

（おっとこいつを忘れちゃいけねぇ）

　片方だけの指なし手袋を取り、コウはリビングに戻った。

「じゃあ、アトリ──」

「あ、あの、あたしも行っちゃだめですか？」

「悪い。だめ」

　アトリはうつむいた。

「……コウにーさん」

「ん？」

「本当に、怒ってないですよね？　怒って、それで出て行くわけじゃ──」

「違うって」アトリの頭を足で押す。「ガラでもない心配してんじゃないよおまいさん。すぐに──昼には戻ってくるからさ。お願い！」

「……分かりました。行ってらっしゃい」

　よしよしとアトリの頭をやさしくなで、コウは玄関に向かった。

　靴ひもを結びつつ、

「鍵かぎはちゃんとかけとけよ！」送りに来ないアトリに叫ぶ。

　しばらくして。

「……歯は磨きましたか」アトリの小さな声が届いた。

　リビングの方角、こちらからは見えないアトリの姿をじいっと見つめ、

「……朝、磨いたし」小さくつぶやいて、コウは外に出た。暑さに早さつ速そく汗を噴ふき出させ、だれかと一緒に暮らすって、それが妹だとしても、本当に大変だなぁ、なんて思いつつ。




　　　４




　舞まい原ばる邸の裏門を通り、裏庭に出る。

　林というには明るい裏庭の林道を、くだる。高く、そしてまばらにそびえるアカマツとかいう木々が少なくなるにつれ、雑多な木々が混じりだし、林道もゆっくり暗くなる。アカマツという木は一般にマツタケが生はえることで知られているが、植物にあまり興味がないコウがアカマツという名を覚えていたのは、この林道の（事実上）持ち主、舞原イハナによるその木の説明が印いん象しよう深かったからだった。

「アカマツは」かつて、コウを初めて『あの部屋』に案内する途中、イハナは言った。「パイオニア・ツリーなのだそうです」

「パイオニア・ツリー？」

「やせた土地にまず生え、林を形成する木です。その葉で土地を肥ひ沃よくにし、しかし土地が肥沃になって他の種の木が生えるようになると、生せい存ぞん競争に負けて枯れてしまうという」

「……そりゃあ切ない木だなぁ」

　前を歩いていたイハナは振り返り、コウを見、無表情に聞いた。

「……ゾウの墓場の話を？」

「ゾウ？　それってアレ？　森の話？」

「……はい」

「それなら知ってる。ゾウの死体が見つからないのは、ゾウが死ぬと、その身体からだが肥料になって、いろんなところでくっつけた木の実や花の種が芽め吹ぶいて森になっちゃうから、ってやつだろ？」コウは笑った。「考えてみればおかしな話、だよな。そんなに早く森ができるかってぇの」

「確かに、まったくでたらめな話です」

「だよなぁ」

「何しろあなたの創作ですから」

「……は？」

　イハナはまったく無表情に言った。

「子供のころ、私があなたにパイオニア・ツリーの話をしたら、張り合いたかったのでしょうか、あなたはすぐに、『ゾウの墓場』の話をしてきたのです」

「……」

「ですが、私たちが感心しているのを見て、だましたことを悔くいたのでしょうか、あとで白状してきました。『ゾウの墓場』の話は、アカマツの話を聞いて思いついたでたらめだったと」

　コウは押し黙り、イハナを見つめていた。

　イハナはしばらくコウを見ていたが、やがて背を向けた。

「……ハナちゃん」

「うちのアカマツにも、マツタケは生はえます。味はよくないですが」

　秋にはご馳ち走そうしましょう、そう言うと、何事もなかったかのように歩き出し──




「……コウ？」




　コウは振り返った。

　片手にバスケットを提さげた、服装こそ記き憶おくと違えど顔は変わらずいつも通りの無表情、舞まい原ばるイハナの姿を認め、笑う。

「なに？　祭りでもあるの？」

「……着物は私の普ふ段だん着ぎです」

　ぼんやりとした青せい灰かい色しよくの、流水模も様ようの入ったちぢみの着物にとんぼの模様の半はん幅ぶくの帯おびをいわゆる文ぶん庫こ結むすびに締め、足もとは下げ駄た、いかにも涼しげな格かつ好こうをした人形のような整った顔と無む機き質しつな雰ふん囲い気きを持つ黒くろ髪かみの少女は起き伏ふくのない表情で言った。

「もうあの部屋に着いているかと思いましたが」

「ちょっと、考え事をしてて」笑い、イハナが提さげたバスケットを見る。「そのバスケット、お茶ちや道具？」

「はい」

「持つよ」バスケットを受け取り、大げさにコウはよろけた。「うわ、重て」

　そのまま、前に立って歩き出す。

　後につき従いつつ、イハナがたずねる。

「……何か、あったのですか」

「なんで？」

「……」

　コウは笑った。

「……実はね、ちょっと、思ったんだ」振り返り、イハナの瞳を見つめて言う。「おれは、イハナ──舞まい原ばる依い花はなのことを何も知らない」

「ですが私は」表情をまったく変えず、しかしどこか挑ちよう戦せん的に、イハナは応えた。「堂どう島じま昴こうを知っている」

「その差は、きついよな。……しかもおれは、堂島昴？　そいつのこともよく知らないし」

「……」

　コウは辺りを見回した。

　手ごろな岩を見つけて、そこにバスケットを置く。そしてうん、と伸びをする。いちに、いちにとストレッチをしつつ──

「妹の……亜あ鳥とりの事件のことは、当然ハナちゃんも知っているよな？」

「……ええ」

「どう思う？」コウの口もとがゆがむ。「ハナちゃんはおれの妹、宇宙人にさらわれたって思う？　それともおれの勘かん違ちがいだと？」

「そ、れは」

「うん。答えなくていいよ。意い地じ悪わるな質問なのは分かっているから。日ひ奈なにも同じこと聞いて、傷つけたことあるし」

「……私は、コウ」

「いいって」首を振ってイハナを制し、続ける。「おれが言いたいのは、つまり、こういうことなんだ。……おれは結局、もう何も覚えていないにもかかわらず、そして何も思い出せないにもかかわらず、それを信じている。亜鳥は宇宙人にさらわれたって、やっぱり無条件に信じている。それどころか、心のどこかでそれを拠より所にしている──良くも悪くも、その事件が今のおれを作ったわけだから。それを信じていることが、おれの存在の始まりだから。……おお、なんか文学的じゃん」

「……」

「だから、おれは、よかったんだ。昔の記き憶おくがなくても。何も思い出せなくても。確かに時々気持ち悪いし、不安になったりもするけれど、逆に言えば、ほとんど十三年もの記憶を封じ込めてしまわなければやっていけないような事件が、そんなとんでもない事件が、実際におれの身に起きたってことで、それはひとつの証明に──証しよう拠こになるから。

　だから、おれは、無理して記憶を取り戻そうとは思わなかった。

　いいや、多分、無意識にそれを避けていたんだと思う」

「……ですね」

「ああ、やっぱりハナちゃんもそう思うか」ため息をつき、コウは空を仰いだ。「……だよなぁ。やっぱり。情なさけねぇよな、おれは」

「……」

「そう。おれはやっぱり、逃げていた。本当のことを知るのが怖くて。実は宇宙人の仕し業わざじゃない、なんてことが判明するのが怖くて、正しい兄あに貴きとしてまず最初にするべきことから逃げていた。妹は宇宙人にさらわれた！　なんて、叫ぶだけ叫んであとは耳をふさいで逃げていた。無意識に、ってんならまだしょうがないけど、気づいちゃったらもうこれは逃げるわけにはいかないよな。だから──」

　空を仰ぐのをやめ、イハナの顔に視線を戻す。

　夏の着物に身を包んだ人形のような少女の、氷のように涼しい瞳をじっと見つめ、その言葉を口にする。

「……当時の、亜あ鳥とりの事件の資料が欲しい。

　ちゃんと、自分の手で調べたい。自分の頭で考えたい。宇宙人のせいにするまえに、ちゃんと、状況を知って──宇宙人以外の可能性も、考えて。

　事実を──過去を、受け止めたい」

「……」

「……いや」何を語るわけでもないイハナの視線にあわてて手を振り、コウは照れたように付け足した。「別に急いでないから、ゆっくりでいいからさ。おれだってすぐにどうこうできるとは思わないし、だいたい今は『悪魔のミカタ』で手て一いつ杯ぱいだし。それにおれ自身、やっぱり急に変われるわけでもなし、ゆっくり心構えをしたいし……ただ」

「……ただ？」

「……頭のなかで考えてんのと、言葉にするのとじゃぜんぜん違うから。だから一応、言葉にして、だれかに持っていてもらおうと思った。

　……今はまだ、それだけだよ」

　イハナから視線を逸そらし、笑う。

　イハナはうなずいた。

「分かりました。あなたがいつでも読めるよう、ファイルにまとめておきましょう」

「ありがと。頼む」

「……ただ、本当に、すぐにどうこうできるとか、劇的に解決できる、なんて期待はしないでください」

「分かってるって」

「何しろ舞まい原ばるの警察はもちろん、あの冬ふゆ月つきですら解けなかった事件なのですから」

「ああ」

「冬月によればこの事件には、大事なピースが欠けているとかで──」

「分かってるってば。だからおれだって、本当に、すぐに解決できるとは思ってないよ」コウは微笑ほほえんだ。「……でも、ま、ただ」

「……ただ？」

「日ひ奈なが解けなかったからって、おれが解けないとは限らないよな？」

　沈ちん黙もく。

　どこかでちちちと鳥が鳴く。

　広こう葉よう樹じゆの木こ漏もれ日びのした。

　口もとを斜めに、コウはイハナに笑いかけた。

「……あれ？　おれ何か、変なこと言った？」

　しばらくして。

　かすかに口もとをほころばせ、イハナは答えた。

「いいえ。堂どう島じまコウ。……あなたなら、いいえ」

「……本当に、余よ計けいなこと言っちゃったかな」

「いいえ。です」
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　天気もいい、ということで。

　野のだ点てとしゃれ込むことにし、二人は『あの部屋』に行くのをやめた。

　林道をはずれて林に入り、適当な場所を見つけて座る。夏は緑の林の木漏れ日のなか、バスケットを開き、敷しき布ふを広げ、水筒を取り出しお茶の準備を始める。

「……いい時間だな」

　遠くからかすかに聞こえる（奇き妙みようなことに、これだけの木がありながらここらには一匹もいない）セミの声と、ぼぼぼとお湯が沸き始める音を聞き、きれいにそろえて置かれた赤い下げ駄たからイハナのひざのうえまで広がる木漏れ光の模も様ようを眺ながめつつ、コウはだれともなしにつぶやいた。

「涼しくて」

　軽く湯のみをゆすぎながら、イハナが応える。

「昼からは暑くなりそうです。ところで、今日の用件はそれだけだったのですか？」

「うん。……ま、あと、久しぶりってのもあったし」

「……ですね」

　昨日も会ったけど、なんてことは二人とも言わない。

　沸いた湯を別の水筒から取ったぬるま湯で鎮しずめ、慣れた手つきでお茶を点たて始めるイハナの所しよ作さをぼんやりとながめつつ、コウは口を開いた。

「それじゃ、せっかくだから話してもらおうかなぁ。ハナちゃんに」

「……何をです？」

「昔のおれ──堂どう島じま昴こうのこと。洋よう平へいを除けば、ハナちゃんが一番おれのこと、知っているんだろうし」

「葉は切ぎりにだって負けていません」

「ほほう」

「何を聞きたいですか？」

　ううむ、とコウはしばし考えた。

「そうだなぁ、たとえば……どんなことして遊んでた？」

　かすかにイハナの動きがにぶる。

「……そう言えば、今していることとそれほど変わりませんね」

「へ？」

「もっともあのころは、架か空くうのお茶に架空のお菓子でしたけれど」

「……ああ」

「今は本物です」差し出される緑に濁にごった湯。「どうぞ」

「……ども」受け取り、飲む。

「おいしいですか？」

「……うん」

　なめらかなお湯の感かん触しよく。

　鼻び腔こうに昇る、香ばしい匂におい。

　さほど熱くないそれを一口飲み、二口飲み、三口目で一気に飲み干して、コウは空からになった湯のみをイハナに戻した。

「まだ飲みますか」イハナがたずねる。

「ん。……次はもうちょっと、熱くてもいいかな」

「分かりました」

　自分の分は見ようともせず、次のお茶を点たて始めるイハナ。

　コウはぼそっとつぶやいた。

「……きついよな、実際」

「何か？」

「ああいや、こっちの話」

「では、他に聞きたいことは？」

「……ああ、ええと……その」そうだ、とコウは手を打った。「ああそうだ、これ聞いとかなきゃ。話は変わるんだけどさ、……ジィ・ニーのことで変なうわさを聞いたんだけど？」

「ジィ・ニーの？」

「なんでも、ジィ・ニーが人を斬きりたがっているとかいう」

　イハナはまじまじとコウの顔を見た。

　しばらくして、口を開く。

「どこで、そんな話を？　話題を変えるためのでたらめにしてはあまりに」

「そんなんじゃねぇよ。別に。失礼な」

「とにかく、どこで聞いたにしろ、それはまったくのでたらめです。ジィ・ニーは人を斬れる人間ではありません」この少女にしては珍しく、大きく強く頭を振る。「ジィがやさしい人間であることは、コウ、あなたも知っているはずです」

「それはまぁ、そうだけど」

「だいたい、なんでジィが人を斬りたがるのです？　ジィには斬りたくなるほど憎んでいる人間などいません。……あなたはともかく」

「ほほう。……なんでも、強くなりたいから、とか聞いたけど」

「人を斬ることと強さになんの関係があるというのです？」

「さ、さぁ……。おれも、耳にしただけだし」

　沈ちん黙もく。

　黙ってお茶を点てるイハナ。

　なんか居い心ごご地ちの悪い静けさのあと。

　コウに新たなお茶を差し出して、イハナはようやく口を開いた。

「コウ、私が頼んだジィの師し匠しようは、天才と言われた男です」

「はぁ」

「その男に直々に、ジィは『斬らぬ剣』──捻ねん式しき居い合あいを叩たたき込まれました。子供の時分からの修練──戦うことはできても、性格以前のレベルでジィは人を斬れないのです」

「……」

「だから、どこで聞いたにしろ、それは根も葉もないうわさです。……おそらく、あなたとジィの仲がいいことをよく思わない者の誹ひ謗ぼうでしょうが、そんなものに惑わされないでください。ジィの手は、何にも汚れていない。

　……ジィは舞まい原ばる家のことだって、よく知ってはいないのです」

「……」

「ジィはとてもいい子です」イハナは言った。「お願いですから、妙なうわさに惑わされないよう──」

「分かってるって」コウは微笑ほほえんだ。「んで、ハナちゃんもいい子だ。だけど、おれが聞いたのはそうじゃなくて……つまり、ジィが人を斬きった、じゃなくて、斬りたいと思っているらしい、という話なんだけど。本当に聞いてないの？　なんか、ほら、《インヴィジブルエア》のとき朝あさ比ひ奈なを切れなかったことでショックを受けているみたいで──」

「それはいつの話ですか。どちらにせよ──」

　──突然イハナの動作が止まる。

「ど、どうかした？」

「失礼します」イハナは左の袂たもとから携帯電話を取り出して耳に当てた。「……何事です？　今は……」

　無表情を常とするイハナの顔色が、くもる。

　背せ筋すじを何かが走るのを感じ、コウは湯のみを取り一いつ服ぷく、確かに熱いが熱湯というほどでもないそれをそのまま一気に飲み干した。
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「ん、おいしい。絶ぜつ品ぴん」イハナが携帯を切るのを待ち、湯のみを置き、コウはたずねた。

「で、なんか事件？」

　イハナは首を振った。

「まだ、分かりません。使いに出していた『鳥とり船ふね』──飛行船からの定時連れん絡らくが、ないと」

「……それは、おおごとなん？」

「分かりません。その可能性はありますが、ただ遅れているだけかもしれませんし……使いの指し揮きをとっているのはいんですから、大丈夫だとは思います」

「いんが？」数日前電話したときは、アメリカはニューイングランドにいるとか言っていたが。「……そう言えば結婚式に出ていなかったけど、件くだんのジィも一緒に？」

「はい。他にうちのスタッフ四名」

　いんとジィ・ニー、舞原家の私し設せつ部隊の隊長と副隊長が、二人そろって──

　イハナの顔色をうかがいつつ、コウはたずねた。

「それって……どんな使いか、聞いてもいい？」

「ええ。とあるＶＩＰを、迎えに行ってもらったというだけです」一いつ瞬しゆん言葉を止め、しかし淡たん々たんと続けるイハナ。「ただ、何しろ敵の多い存在で、だからうちでもっとも信頼のおけるいんとジィに行ってもらいました」

「……ほう」

　イハナは空からになったコウの湯のみを取り、水筒の湯で軽く注そそぎ、懐ふところから出した袱ふく紗さで水分をぬぐってバスケットにしまった。結局使わなかった自分の湯のみもしまい、水筒の栓せんを空あけて中身をこぼす──帰り支じ度たくを始めたイハナを眺ながめつつ、つぶやくようにたずねるコウ。

「……よほどのＶＩＰらしいけど、どんな人か、聞いてもいい？」

「……私の、『対策班』は知っていますね？」

「ああ」

『対策班』──それぞれの分野に秀でた人材で構成された、舞まい原ばる家の知ち恵え袋ぶくろ的集団。実際に会ったことこそないが、コウも悪魔のミカタの事件でいろいろお世話になっている。

「……ＶＩＰって、その『対策班』？」

「正確には、『対策班』の中心的人……存在です。そして」

「そして？」

「仮設名『キングダム』──その仮説を作成し、名づけた張ちよう本ほん人にんでもある」

「！」

　王国キングダム。

　それは悪魔のミカタに対する仮説の名前であると同時に、ランドールの言動から察するに何か『代行者』に関わる重要なキーワードであるらしき言葉。

　コウは笑い声を上げた。

「偶然、じゃ、ないよな。そいつは『代行者』について、何か知っているかもしれないわけだ。なんだよ、やっぱりおれ関係？」

「もちろんそのことについてたずねるつもりでもいますが、それだけの理由で招いたりはしません。だいたい、使いを出したのはランドール事件より前ですし、それに……個人的な理由で呼ぶにはあまりに危険な存在ですから」

　危険な存在。

　そして現在、飛行船『鳥とり船ふね』は行ゆく方え不明。

　コウは黙り込んだ。

　イハナが言う。

「まだ事件とは限りません。何か事情があって遅れているだけかもしれません。指し揮きを執とっているのはいんであり、そして彼女には臨りん機き応おう変へんにやる許可を与えてあります」

「でもあのプロフェッショナルないん隊長が、定時の連絡を怠おこたったりするかな？」

「……」

「さっき、敵が多い、とか言ったよな」冷静な、何も語らない瞳を見つめ、聞く。「危険な存在、とも。『代行者』のことを知っているっぽい……そいつはいったい何者なんだ？」

「……」

「イハナ？」

　コウにたずねられ、沈ちん黙もくののち、イハナは言った。




「その人物は、吸きゆう血けつ鬼きなのです」




「……ほほう」コウはうなずいた「なるほどねぇ……って、今、なんて？」

「吸血鬼、と言ったのです」

「吸血鬼」繰り返す。「ほう、吸血鬼。うん、吸血鬼。そりゃ、悪魔がいるんだから吸血鬼だっていたっておかしかないよな、うん」

「……」

「……比ひ喩ゆ的な意味で？」

「いいえ」イハナは首を振った。

　コウはイハナを凝ぎよう視ししたが、そこには冗じよう談だんを言っている様よう子すはかけらもない。

　思わずつぶやく。「……吸血鬼」

「そう、吸血鬼です」

「ま、ものにはいろんな定義があるしな」

「少なくとも、血を養よう分ぶんとし日光に弱いのは確かです」

「うわ、確かにそいつは吸血鬼だよ」

「ええ。国こく籍せき──所有はアメリカとなっていますが、日本をはじめ各国政府にも共有財産として認にん知ちされています」

「共有財産？」目を丸くする。「……知らなんだ」

「もちろん、公おおやけにはされていませんし、吸血鬼であることの価値を認められたわけでもありません。齢よわい二千を数えるというその知識と経験に対してのものです」

「……そりゃ、まぁ、二千年も生きているなら、確かに『代行者』のことを知っていても不思議はない、な……」

　沈黙。

　軽く振って水気を飛ばすと、イハナは空からにした水筒をバスケットに収め、立ち上がった。

　そろえて置かれた下げ駄たに、素す足あしを通す。とんとんとつま先で地面で打って履はき心地を調整し、いまだ怪け訝げんな表情を浮かべているコウに向き直って言う。

「それでは、私はこれで失礼します」

「え？」

「『鳥とり船ふね』に何かが起きたとしたら、時間的に考えて、帰き途と途中──おそらく海上でしょう。そして、事故であれ事件であれ、何かが起きたとすれば、私は最悪に備えなければなりません」

「……最悪に」

「海のうえ──人間はともかくも、流水に弱い吸きゆう血けつ鬼きはまず助からない」無表情にコウを見る。「そして、世界に唯ゆい一いつの吸血鬼を失ったとなれば、この事件は政治的に大おお事ごとになる可能性がある……コウ？」

「あ、ああ」イハナにうながされ、コウは敷しき布ふから下りた。

　敷布をたたんでいるイハナの横で靴くつ紐ひもを結びつつ、たずねる。

「……じゃあ、おれも一緒に行こうか。何か手伝うことでもない──」

「あなたに手伝えるようなことなど何もありません」

「──ですか。ですよね」ため息をつき。

　靴紐を結び終え、立ち上がる。

「……じゃあさ、せめて、何か進展あったら連絡してくれない？　いつでもいいから」

「はい」

「頼む。じゃあ……また」

　イハナに背を向け、歩き出す。

「──コウ」

　呼び止められ、コウは振り返った。

「ああ、そっか。こっちか。なんか混乱しているなぁおれ。……だって吸血鬼だぜ？　飛行船だぜ？　ジィやいん隊長、スタッフのみんなも心配だし」

「どうも」

「本館に戻るんだろ？　なんだ、途中まで一緒じゃん。一緒に行こっか。持つよ、それ」

　イハナからバスケットを取り、前に立って歩き出す。

　だがイハナは歩き出さない。

　──再度の呼びかけ。

「堂どう島じま、コウ」

　足を止め──

（さて、ここからだ……）

　──唇を舐なめ、うるおすと。




　コウはイハナのまえに立った。





（続く）









[image: 『多分、出会ってなかったね』]
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「恕じよ宇うさま、真ま嶋じま綾あやさまがお見えです」




　みゆきの声に、閉じたふすまの向こうからどったんがっしゃんとけたたましい音が響ひびいた。

「ちょ、ちょっと待ってくださいね！」

　恕宇の声の合間に響く、何やら開けたり閉めたり物を引っ搔かき回す音。

　手持ち無ぶ沙さ汰たに、真嶋綾は隣に立つ純白の白はく衣いに腰板のない行灯あんどん袴ばかま（ただし水色）、いわゆる巫み女こ装しよう束ぞくをまとった女性にたずねた。

「そう言えばみゆきさん、いつ戻ったんですか？」

[image: ]

「ええと、一週間ほど前ですかね」みゆき、と呼ばれた女性は微笑ほほえんだ。「ほら、コウさんのボクシングの前日です。試合も陰から見させていただきました。……まだ、あごにギプスを？」

「はい。あと、右手と肋ろつ骨こつにも。最低でも三週間は外せないそうで」

　一週間ほど前、コウは高たか虎とら穂ほ波なみという後こう輩はいとボクシングの試合をし、あご、肋骨そして右腕と心に損傷を受けた。

　簡単には癒いやせぬ傷を。

　いまだ続くばたばた音。

　みゆきは肩をすくめた。

「おおかた、エッチな本でも隠かくしているのでしょう。いいですか？　綾あやさま」首を振り、値ね踏ぶみするように綾を眺ながめつつ、言う。「たとえ同性だからって安心してはいけません。恕じよ宇うさまの性せい癖へきと、やりたい盛りの年とし頃ごろだということを決してお忘れなきように」

「……はは、なんか男の子みたい」

「そう考えていただいて差し支えありません。万一のときは大声を。すぐにかけつけますから」

「聞こえているぞ！　みゆき！」

　それではあとで冷茶をお持ちしますね、としずしず去っていくみゆきの後ろ姿を、綾はぼんやりとながめた。長くつややかな黒くろ髪かみの束ねられた先端が動きに合わせて揺れるさまは、どこか猫じゃらしを思わせる──

「お待たせしました！」

「わっ」開いたふすまに思わず身体からだを震わせて、綾は照れた笑みを浮かべた。

「……おはよ、小鳥遊たかなし」

　綿めんは薄地の深ふか藍あい色いろの作さ務む衣えに身を包み、明るい笑顔を見せる神社の娘、小鳥遊恕じよ宇う。

「おはようございます。さ、どうぞどうぞ」

　きれい、というよりさっぱりしている、恕宇の部屋に入る。

　三方をふすま、縁えん側がわに面した方を雪ゆき見み障しよう子じで外から区切った恕宇の部屋は、和風な神社内にあってそこだけ異質な空間だ。いや、絨じゆう毯たんが敷いてあり、ベッドがあって机があって贅ぜい沢たくにもエアコンまである、部屋だけ見れば綾の部屋とそれほど変わらない（まぁ女の子した小物はぐんと少ないが）まったく普通の高校生の部屋ではあるのだが、しかしここは神社の敷地内、他がすべて純然たる和風のなかではむしろ『普通の高校生の部屋』の方が異質となる。何しろふすまを全て外せば畳たたみ敷じきの大広間となるはずの空間で、そこだけいきなり絨毯の敷かれた洋風なのだから。ちなみに、何かこだわりがあって洋風にしたわけではないらしく、綾が初めて恕宇の部屋を訪れたとき、やっぱり和風には飽きているのかと聞いたらあっさり否定した。

「いいえ。本当は和風──畳に布ふ団とんが好きなんですけどね」

「じゃあ、どうしてベッドを？」

「だって、布団は寝る前に敷かなければならないじゃないですか。でもベッドなら、寝ようと思ったらすぐに寝られる。考え直す暇ひまさえ与えない。でしょう？」

　なんてことを言う小鳥遊恕宇は、実は女の子が好きな女の子だったりする。しかも恋人が六人もいるらしく、見かけは理知的でクールな感じなのだが中身はかなり──

「どうしました？」綾に座ざ布団を勧めつつ、いたずらっぽくたずねる恕宇。「何か探し物ですか？」

　無意識に部屋のなかを見回していたことに気づき、綾あやはほおを赤くした。

　差し示された座ざ布ぶ団とんに、ベッドを背もたれに座り、目の前のちゃぶ台に参考書を広げつつ照れ隠かくしに言う。

「いやぁ、どこに隠したのかな、と思って」

「だから、Ｈな本なんて隠してませんて」

「本当に？」視線をめぐらし──

　綾の視線に気づき、ああ、と恕じよ宇うは前まえ髪がみをかき上げた。

　手を伸ばし、机のうえから写真立てを取って綾に渡す。

「片づけしてたら、昔の写真が出てきましてね。ちょっと飾ってみたんです」

「昔の？」

　てっきり冬ふゆ月つき日ひ奈なの写真かと思ったのだが、違った。いや、確かに冬月日奈も写っているのだが──

「これって、小鳥遊たかなしが小学生のとき？」

　写真に写っているのは四人の子供。

　何かのマスコットだろうか、ヒトデのような頭をした一つ目の大きなお化けを背景に、巫み女こ装しよう束ぞくに身をつつんだ女の子が四人、写っている。群を抜いて背が高く、一番後ろでそっぽを向いていながらも人ひと目めを引かずにはおれない容姿とライオンのようなすさまじい長髪、この子は明らかに恕宇だろう。その横ではにかんでいるのが、髪こそ長いが太い眉まゆがまさしく冬月日奈のもの。だが、その前の二人はみークルのなかでも見覚えがない。一人は右耳にだけ青い石を飾り、それを見せつけるようにしていかにも活発に笑っている。もう一人の子は活発な子とは対照的にどこか冷めた目をしてカメラから視線を外しているが、その手はしっかり活発な少女の手を握っているのが微笑ほほえましい。

　ちなみにそちらの少女は、ボブカットにした頭に緑色した小さな帽子（それとも芋いも虫むしのぬいぐるみ？）を乗せている。

　綾の視線に、恕宇は首を振った。

「先せん輩ぱいは知らないでしょうね。小学生のころの友だちですから」

「……」

　小学生のころの友だち──今はどうしているのだろう、綾は恕宇を見つめたが、すぐに視線をそらした。かすかに笑みを浮かべた、薄く緑がかった恕宇の黒い瞳はどこか、拒絶の意志をたたえていた。

　再び写真に目を戻し、言う。

「そっか。でも、小鳥遊も写真を飾ったりするんだね。ちょっと意外」

「……懐なつかしくてね」

　笑って、恕宇は綾から写真を取り上げた。

　自分でも眺ながめながら、言う。

「私にも、子供のころがあったんですよ」

「大人おとなびた子だったんでしょ。なんか想像できるなぁ」

「……ま、確かに大人ぶってはいましたけどね。いやぁなガキでしたよ。今思い出しても本当にもう、恥ずかしい……あのころの私は、とにかくいやなやつでした」

「本当に？　想像つかないな」

「いやもうこれが本当に……」写真を眺め、微笑ほほえむ。「こいつらに会わなかったらどんな人間になっていたかと思うと、自分で自分にぞっとします。そういう意味で、私の教師たちです。本当に、いろいろなことを教わった」

「ふうん」

「ちなみに」前に写った二人のうちの片方を示す。「女が女を好きになってもおかしくない、ということを教えてくれたのも、彼女」

「……へぇ」

「んでもって」立ち上がり、いきなりふすまを開く。

　ちょうどお盆ぼんにお茶を載せて立っていたみゆきを指して言う。

「別な意味で教えてくれたのが、彼女」

　一いつ瞬しゆん盆を取り落としかけ、滝のような汗を流してみゆきはほほほと言った。

「いやですわ、恕じよ宇うさまったら。何を人聞きの悪い。誤ご解かいされたらどうするんです？」

　だって本当のことだろう？／いやだからあれはですからつまりその脳の──と何かとんでもない会話を始めた二人をまさしく微び妙みようなまなざしで眺めつつ、しかし綾あやは視界のすみに、恕宇が写真立てをさりげなく机のうえに伏せてしまうのをとらえる。そして思う。美人で頭もよくて性格だって悪くない（いや確かに難はあるけれども）、判断力も行動力も人並みはずれて綾から見ればほとんど無敵の小鳥遊たかなし恕宇にも、やっぱり他人に触れられたくない過去や、弱い部分があるのだろうか。

　こんな小鳥遊にもやはり、弱いところがあるのなら。

　だったら、強いとはいったいどういうことだろう？
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「えと、ここはこれでいいのかな？」綾の問いに、

「はい。そうです。全部、この公式でまとまるんです」答えつつ、小鳥遊恕宇は綾の視線がノートに注そそがれているのをいいことに、無ぶ遠えん慮りよにじっと一学年上の先せん輩ぱいの姿を眺めていた。

　もう何度目だろうか、

　きれいだなぁ、と心のなかにつぶやきつつ。

　女性が女性を好きだからと言って、それは必ずしも『＝心は男』とはならない。世のなかには女性の身体からだを持ちながら男性の心を持って生まれてくる人間もいて、そういうのをいわゆる『性せい同どう一いつ性せい障害』と呼んでそれはなかなかシリアスな悩みだとは思うのだが（だって本当は男なのにあるべきものがないわけで、それは確かに深しん刻こくだろう）、しかし恕じよ宇う自身は自分を男と感じることはなかったし、病気のごとくに深刻に考えたこともない。自分は女であり、女としてかわいい物やきれいな物に目がなく、そしてかわいいものはかわいがりたい──恕宇にとって自分の嗜し好こうはただそれだけの話なのだ。確かに女の子は好きだし、自分でも惚ほれっぽい方だとは思うが、でもそれはただそれだけのことで、本当の意味で好きなのは、好きになったのは、男でも女でもなく、性別とかは関係なく、ただ一人──

「小鳥遊たかなし？」綾あやの声。

「……ああ。はい」恕宇はすぐにノートに目を走らせ、綾が何をたずねているのか推測し、答えた。「……もうちょっと、ここを考えてみましょうか」

　素直に走るペンの先。

　受験生は大変だなぁ、と思いつつ、恕宇は再び観賞に戻った。今日の綾は、……あれは確かきゃみそーるとか言うのだったか、夏らしく露ろ出しゆつの高い服装をしている。おしゃれにうとくフアッションにも大して興味のない恕宇（何しろ普ふ段だん着ぎ代わりに作さ務む衣えとか着ているぐらい）だが、女の子の姿格かつ好こうを見るのは大好きだ。世の男はもっと女性が自分を磨くのにどれだけの時間をかけているのか知り、それに敬意を払うべきなのだ。しかも恕宇の場合は楽しみ方も二倍だし。いいなぁ、と、綾の、肩から鎖さ骨こつに連なるなめらかな起き伏ふくを見つつ、思う──なんかいろいろと。それはもちろん、思うだけ。実際に行動に移したらそれはもう大変なのだろうけど、その辺は男と女の脳の違いというか、想像だけでそれなりに満足できるわけで、そして頭のなかだけならばなんの罪にも問われないわけで──

「小鳥遊？」

「あ、はい」すかさずノートに視線を戻し、恕宇は一瞬で状況を見て取り言った。

「正解です。お見事」

「……じゃなくて」

「え？」

「気になる？」照れた笑みを浮かべて綾は傍かたわらのジャケットを取った。「着ようか。これ」

「いやまさかとんでもない突とつ然ぜん何を言うんです？　どうしてそんなそら恐ろしいことを」

「恐ろしいって……。でも、やっぱり、見つめられると恥ずかしいなぁ」

「ああ、……すいません」ばれてたか。

「まぁ、いいんだけどね。見られるための格好だし、小鳥遊なら」

「……？」え？

「うわ、集中力が切れちゃったかな。ちょっと休んでいい？　センセ」

「……ええ、どうぞ。もちろん」

　ベッドにもたれ、うん、と伸びをする綾あや。

　クーラーから聞こえてくる送風の音。

　しばらくして。

　そうだ、と思い出したように恕じよ宇うを見、綾が聞いた。

「そう言えば、小鳥遊たかなし、聞いてる？　ジィ・ニーのこと」

「ジィの？　いえ、最近は舞まい原ばる家にはあまり行ってないですし。なんです？」

　そう、とうなずき、綾は恕宇に向き直った。

「あのさ、『人を斬きれば初段の腕』って、本当？」

「ええ？　いや、それは、剣は胆たん力りよくが重要、ということを表した言葉です。剣の実じつ践せんにおいて言うなら、大事なのは技術よりもむしろ胆力であり、人を斬るほどの胆力を持った人間はまず初段の実力を持っていると見なしていい、ぐらいの意で、本当に初段となるわけでは……。それが、何か？」

「人を斬ったら胆力がつくの？　人を斬って、それで強くなるなんてこと、あるわけ？」

　恕宇は、少し考え、うなずいた。

「……あくまで実践剣けん術じゆつにおいて、と言うことなら、ないとは言い切れません」

「……そうなんだ」

「人を斬るのは、そう簡単ではありません。練習ではいくら剣を振れても、いざ人を斬るときに同じように振れるとは限らない。剣の強さをその実践に求めると言うなら、人を斬ることで強くなる、ということはないとは言えない。少なくとも、斬っておくに越したことはない」

「……」

「でも、それはあくまで戦国時代とか、そういう時代の話です。今の世のなか、剣を実践する機会なんてないでしょうし」

「……でも、ジィ・ニーはそうは思ってないみたいなの」綾はため息をついた。「つい最近、休暇から帰ってきたんだけど、それからずっと、変なのよね。コウの見舞いに行こうともしないで、本とか読んでは言うのよ、『私は人を斬らねばならない』とか」

「うわぁ、危ない」

「なんかね、大おお真ま面じ目めな顔をして言ってるのよ。『私は人を斬って、初段の腕になる』とか」

「初段って……あいつは初段どころか、捻ねん式しき居い合あいの奥おう伝でん者しやですよ？」

「……でも、ジィが言うには、『自分が奥伝まで届きながらいまだ皆かい伝でんをもらえないのは、人を斬ったことがなく、初段の部分が抜けているから』なんだって」

　うわぁ、と恕宇は再度嘆たん息そくした。

「どこのバカだ？　あの単純なやつにそんな危険な言葉を教えたのは」

　綾もため息をつき、首を振る。

「まぁ、そんな言葉を知っちゃったせいもあるかもしれないけれど、やっぱり、ほら、任務が失敗続きだったせいもあるんじゃないかな。『マリア・ドール』を護ご送そう中に盗まれちゃったことから始まって、《インヴィジブルエア》の事件でもコウくんを傷つけ大事な刀をダメにしてしまい、でも結局『マリア・ドール』は取り戻せなかったし……挙あげ句くの果はては和わ歌か丘おかで、コウくんを守るはずが目の前で……」

「……ああ」

「あれは、あたしもショックだったもの。いくら助かったとはいえ、ジィのショックはすごかったんじゃないかなぁ」

　テーブルのうえからコップを取り、綾あやは麦茶を一口飲んだ。

　多た少しよう沈んだ瞳は、あのときのことを思い出しているのかもしれない。

　恕じよ宇うは黙って、自分も麦茶でのどをうるおした。

　続ける綾。「だからさ、ジィがね、何がなんでも強くなりたい、そう思う気持ちはなんとなく、分かるのよ。ほら、なんだかんだ言ってあたしも、結局は同じようなこと考えていたわけだし」

「……今もまだ、舞まい原ばる家で？」

「うん。時々撃うたせてもらってる。もちろん、人を撃つためなんかじゃないよ？」綾は微笑ほほえんだ。「今は、なんか、趣味というか……スポーツに近いかな」

「はは、スポーツね」

「とにかくそういうわけで、あたしからはあんまり強く言えないのよ。説得力ないし。もちろん、いくら人を斬きりたいとか願っても、そんな機会があるわけがないんだけど、ほら、ジィって純粋だからさ、あのエネルギーがどこに向かうか心配で……」

　恕宇はこくん、とうなずいた。

「分かりました。今度、私が話してみましょう」

「本当？」綾の表情が明るくなる。

「はい。……あの単純が聞いてくれるか分かりませんが、話すだけは話してみます。

　……ところで、イハナはその話を？」

「ううん。知らないみたい。ジィってイハナのお気に入りだから、みんな機き嫌げんを損そこねたくないみたいで。それに今、イハナもちょっとおかしいし」

　だろうな、と恕宇は心につぶやいた。何しろイハナの思い人、堂どう島じまコウは、《グレイテストオリオン》事件のせいで現在あごにギプスをはめて、しかも悪魔のミカタの続行について迷っている。もしもコウが悪魔のミカタをやめれば、イハナとの接点はなくなる──少なくともイハナはそう思っているだろう。しかも折おり悪あしく（まさに折悪しく、とにかく折悪しく──もっとも恕宇的に言えば折りよいときなど決してないのだが──）、綾がコウに自分の気持ちを告白なんかするものだから──

　恕じよ宇うはため息をついた。

「私は、どちらかと言えばそちらのほうが心配ですね。コウが悪魔のミカタをやめたときの、イハナの出方のほうが」

「け、権力で何かするとか？」

「昔のイハナはともかくも、今のイハナなら、決してありえない話ではありません」何しろ悪魔のミカタに協力する代わりに、コウに無理やりキスさせるような輩やからだ。「……恋は人を狂わせますよ、本当に」

　綾あやは微笑ほほえんだ。

「イハナも、もっと自分に自信を持てばいいのにね。自意識過か剰じようなんだよ。あの子。あたしとは違った意味で」

「……」

「イハナならさ、きっと冬ふゆ月つきさんにも勝てると思うんだ、あたし。そう思わない？　けっこうかわいいし、本当は優しいし、……相手は死人なんだし。変にひねくれないで、もっと素直になれば、きっかけがあれば、もしかしてコウも──」

　……変にひねくれなければ、か。

　恕宇はふと、綾はイハナがコウにキスさせていることを知っているのだろうか、と思った。

　いやそのまえに、今の言いようはまるで──いやでも綾は、コウに告白しているわけで……

「ごめんね」綾が言った。

「ええ？」恕宇はあわてて聞きなおした。「な、なんですいきなり？」

　綾はうつむいた。

「あたし、小鳥遊たかなしに頼ってばかり、だよね。なんかあるとすぐ、小鳥遊に頼って。ジィのことも、イハナのことも、……大学受験のことまで。小鳥遊、後こう輩はいなのに」

「……別に、私は」

「ごめんね。でももう少し、我慢してね。あたし、きっと、強くなるから。逆に小鳥遊が頼れるぐらいに……きっと、もっと強くなるから」

　恕宇は微笑んだ。

「それこそあまり気にしないでくださいよ。先せん輩ぱい。使ってこその力、ですから」

「え？」

「これは、まぁ、うちのバカ義父おやじの言い草なんですけどね」こほん、とのどを鳴らして言う。「どんな力を持っていても、使わなければ意味がありません。先輩は私に、力を使う機会を与えていてくれているんです。だから気にしたり、ましてや謝ったりする必要はないんですよ。本当に」

「……でも」

「ですが、どうしても気になると言うのなら、そうですね」いたずらっぽく笑って言う。「そうだ！　報ほう酬しゆうとして、キスの一つももらっちゃおうかな？」

「いいよ」

「はっはっは……は？」

　冗じよう談だんですよ言ってみただけですよう、と言いかけ口を笑った形に開けたまま、恕じよ宇うは綾あやを見た。

　こちらを見て、綾は嫣えん然ぜんと微笑ほほえんでいる。

　ええと。

「あ……あの……」

「次は、英語かな」綾が言った。

「え？　あ、そ、そうですね」恕宇は急いで答えた。「……そ、その前に、本格的に休憩入れましょうか。集中してやったほうがいいですし」

「そうだね」

「何かないか見てきます」立ち上がる恕宇。

「あ、じゃあ、ちょっと窓……じゃなくて障しよう子じ、開けていい？　身体からだ冷えちゃった」

「え、ええ、どうぞ」

　ふすまを開け、廊下に出る。

（な、なんなんだ？　どうした？　私）

　なぜか妙にどきどきしているのを意識して、恕宇は大きく深しん呼吸、台所に向かって歩き出した。

　──と。

「恕宇姉ねえさま恕宇姉さま！」傍かたわらから小さな声。

　廊下の角から呼びかけてくる小さな巫み女この四人組に、恕宇は唇を曲げた。

「なんだ、おまえたち。どうした？　この時間は……」ふと気づき、ねめつける。「まさかおまえら、のぞいていたんじゃないだろうな？」

　四人組のなか、年かさのリーダー格の少女が抗議の声を上げる。

「あー、ひどい、違いますよう。そろそろおやつの時間だと思って持ってきてあげたんですよう。はいどうぞ。飲み物とお菓子です」

　少女の合図で差し出されてくる、盆ぼんに載ったジュースと麦茶とポットと紅茶のセットとチョコレート。

「チョコレートか。甘いの苦にが手てなんだが」

「大丈夫です。勉強する頭には、糖とう分ぶんですよ。ここは絶対チョコレートですよ。ねー？」

　ねー、とうなずく少女に、たちまちねー、ねー、ねー、と無数の同意のねーが挙がる。

「そ、そうか。とにかく、ありがとう。いただくよ」

「ドウモイタシマイマシテ。……それより、恕宇姉さま」少女がこちょこちょ手招きする。

　なんだ、と近づけた耳に入る、ささやくようなしかし元気いっぱいの声──

「チャンス、ですね！」

　きょとん、と恕じよ宇う。「な、何が？」

「何がって……やだなぁ。照れちゃって。恕宇姉ねえさま。かわいい！」

「……いや、本当に分からないのだが」

「だって、ねー？」

　ねーねーねーと同意の声。

「だって恕宇姉さまの部屋まで来て、あんな格かつ好こう」

「しかも二人きり！」

「綾あやさま絶対誘さそってるよね」

「ねー！」

　恕宇の目が点になる。

「お、おまえら何を言っているんだ？　先せん輩ぱいはコウが好きで、実際先せん日じつ告白したばかりで──ていうか先輩女おんなだぞ？」

「きっと、振られたんでしょう？　だから、チャンスです！　恕宇姉さま！」

　次々と上がる巫み女こたちの声。

「振られて……いいえ、きっと分かっていて、でも告白したのです。綾さまは」

「それはきっと、確かに前に進むため」

「自分にけじめをつけるため」

「恋の傷は、新たな恋で癒いやすもの──」

「本当に、自分を癒してくれるのは、ああ、それはいったいだれなのか──」

　くるくる回る巫女さんたちに、恕宇は言わずにはいられなかった。

「おまえら、何か練習してるのか？」

「とにかく、恕宇姉さま、チャンスです！」巫女の一人がこぶしを握る。「チャンスというより──ここで綾さまの気持ちをむげにしたら、そんなの男じゃないですよ！」

「最初から男じゃないわい」

「とにかく、これはチャンスなのです。恕宇姉さまも正直に。ゴーですよ、ゴー！」

　ゴーゴーゴーと、巫女さんたちが唱しよう和わする。

　恕宇はため息をついた。

「……分かった分かった。分かったから、気がすんだら道場に戻れ。もういいだろう？

　ていうか聞き耳立てているんじゃない！」

　きゃーきゃーわーとクモの子を散らすように去っていく巫女さんたちを眺ながめ、恕宇は再度、大きく息を吐いた。

　そりゃあ確かに、先輩のことは好きだけど、先輩が好きなのは（またも）堂どう島じまコウなのだ。

　……まったく、興味本ほん位いなことばかり言いやがって……
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　チョコレートと温かい紅茶で休憩を取ったのち、綾あやは英語の勉強を始めた。

　時折構こう文ぶんと熟じゆく語ごについてたずねつつも、基本的には辞書を手に、独力で進めていく。数学ほど質問が上がるわけでもなく、ために必然、恕じよ宇うの観賞時間も長くなる。

　すぐ横は斜めの後ろから綾のうなじを眺めつつ、とりとめもなく思う恕宇。

（……確かに、いつもに比べて露ろ出しゆつが多いよな……って、あんな子供の言うことを、本気にするなよ、私）

　だいたい、あの先せん輩ばいが？　いやたとえば恕宇が異性だったとしたらその可能性もあるかもしれないが……いやいや、綾は恕宇の嗜し好こうを知っているわけで、そう考えると……いやいやいや。

（だいたい、もし誘っているんだとしたら、ズボンはないだろうズボンは）

　身体からだを露ろ骨こつに傾け、視線を綾の腰へと落とす。へそが見えていることに今さらながら気づき、喜びというより戸と惑まどいがますます大きくなる。ああこれは、確かに、『あの』真ま嶋じま先輩にしては露出が過ぎるような気も……

「小鳥遊たかなし？　おーい？」綾の声。

「え？　ああ、なんでしょう」

「気が散る？」ジャケットに綾の手が伸びる。

「いえいえいえいえお構いなく」恕宇は急いで首を振り、ジャケットを取り上げた。「ただ……なんというか、その……いつもより激しいなぁ、と」

　かすかにほおを染め、綾はうなずいた。

「まぁね。自分でもそう思う。……でも、最終目標は水着だからね。まだまだよ」

「……は？」

「毎年泳いでたんだから、今年の夏も、絶対泳ぐわ。じゃないと負けたみたいじゃない」

　……ああ。なんだ。そういうことか。

　元来聡さとい頭を持つ恕宇はすぐに理解し、納なつ得とくした。昨年の事件の影えい響きようで、綾は自じ称しよう『自意識過か剰じよう」に陥っている。今の綾にとって、人ひと前まえで水着を着る、というのはたとえワンピースにパレオでひざまで隠かくした普ふ段だん着ぎのような格かつ好こうでもやはり拷ごう問もんのようなものなのだろう。だが性格上、負けたみたいな気がしてそれをよしとできず、言わば水着の前ぜん哨しよう戦せんとしてわざと露出の高い格好をしているのだ。ああ、何が誘っている、だ。種たねを明かせば簡単な話じゃないか……とがっくりし、しかしなぜか微び妙みように安あん堵どしつつ、恕宇は言った。

「まぁそんな、あまり無理しないでください」

「だよね。じゃあやっぱり、着ようかな」

「しかし努力できるところでは努力する、その姿勢は立りつ派ぱです。うん。私も及ばずながら力になりましょう」ジャケットを遠ざけながら、深々と綾あやにうなずく。「誠せい心しん誠せい意い、見つめさせていただきます」

「はは……」

「なんだったら、うちの水場なら、うちの巫み女こさんたちしかいませんけど……？」

「うん。ありがと。でもね、それじゃ意味ないのよ。普通の場所で、普通に泳がなきゃ」

　……本当にタフな人だなぁ……

　そう、一度始まってしまった事件は、きっと死ぬまで終わらないのだろう、そう恕じよ宇うは思う。たとえ世間的には終わっていたとしても、当事者たちにとって、事件は決して終わらない。人はだれでも事件を背負い、それと付き合って生きていくのだ。墓に入って全てを忘れるその日まで。いや時にはそのあとまでも。

　だれも逃げることはできない。

　立ち向かい、戦うしかない。

　恕宇はつぶやいた。

「……本当に、無理しないでくださいね。先せん輩ぱい。あせらずゆっくりで、いいんですから」

「うん」笑う綾。「……自分のペースで、ね」

　そのまま英語の構こう文ぶんに戻る。だから恕宇も観賞に戻る。なんかもう遠えん慮りよも呵か責しやくもなく。舐なめるように。そしてもう、多分その視線に気づいてはいるのだろうが、かすかに赤くなりながらも綾は抗議をしなかった。穏おだやかな時間が過ぎていく。どこかで聞こえるセミの鳴き声。セミの声よりペンの走る音が大きい、静けさに満ち、しかもそれが重荷ではない緩やかな時の流れが六畳に満たぬ空間にゆっくりゆっくり満ちていく。開けた障しよう子じから入り込む夏の午前の暑しよ気きに汗ばむ肌はだの質感に想像の指を走らせつつ、しばらくしてふと、恕宇は気づく。たとえ綾の動機がどうであれ、そしてその動機を恕宇が理解したとしても、結局綾の露ろ出しゆつ度の高さに何かの変化が起きるわけではなく、そして恕宇の気持ちも何も変わらない、ということに。

　時間の流れが変わったような静けさのなかで、ようやく恕宇は気がついた。

　自分の心臓が、ずっとどきどきしていることに。

「小鳥遊たかなし。そこの参考書、取って」

「え？　ああ。……はい」

「……ど、どうしたの？　小鳥遊。関節が曲がってないよ？」

「どうも油が切れたようです。お構いなく」

　参考書を渡すとき、かすかに肌が触れた。

　ほおが熱くなるのを感じ、恕宇はさりげなく視線をそらした。

　いったん視線を外してしまうと、今度はなかなか戻せない──

　──と。

　廊下から、大きくもほがらかな声が聞こえてきた。

「何？　真ま嶋じまの綾あやさんが来ておられるのですか？」

　ふすまなどものともせずに響ひびいてくる恕じよ宇うの義ぎ父ふ、小鳥遊たかなし無む玄げんの元気な声に、二人は顔を見合わせた。

　聞こえてくる声──

「……ほう？　勉強を教わりに？　それはそれは。是ぜ非ひともご挨あい拶さつしなくては」

　よく聞こえないみゆきさんの声に、さらなる男の大音声が重なる。

「なぜです？　娘が日ごろお世話になっている方に礼を言うのは父親として当然のことでしょう？　まだ綾さんとは正式にお会いしていませんし、ここは私がお茶の一杯もお出しして……ああ、なんです。なぜ私の耳を引っ張るのです。どこにつれていくのです？　コリャイテエヤ。私が義父だからですか？　養よう父ふだからですか？　あるいは歳としの差などものともしないナイス・ガイだから……」

「静かに！」今度ははっきり聞こえる、それでも抑えているつもりらしいみゆきの声。「とにかく、今はだめです！　もしもふすまを開けて、恕宇さまが綾さまを組み敷いていたらどうするんです？」

「そりゃあ当然、……恕宇のほっぺにビビビとビンタし、次に綾さんに叩こう頭とうして」

「それは確かに、綾さまが悲鳴を上げたりしていたら、そうすべきでしょう」ささやいているつもりらしいが丸まる聞ぎこえなみゆきの声。「ですが合意のもとだったら……それを邪じや魔ましたりしたら、無玄さま、恕宇さまに嫌われるだけじゃすみませんよ？　下へ手たすれば命を支払う事態にも」

「いや、し、しかし……無理やりならともかく、そんな可能性、あるのですか？」

「あたしの見立てでは、ええ、ありますね。綾さんの服装といい、態度といい……その可能性は存ぞん分ぶんに」

「ぞ、存分に？」

「ええ存分に。だから邪魔したりしたらだめです。分かりました？」

　だんだんと赤くなっていく綾の顔を視界にとらえ、恕宇は自分の顔も赤くなっているのだろうかと思った。そしてさらに、互いの尊そん重ちようというものを自主性に置きプライベートなど結局無きに等しい日本家屋の構造を呪のろった。そしてどこぞとも知れぬ神に祈った。頼むからこれ以上、あの二人をしゃべらせるな、お願いだから黙らせてくれ、と。だがそんな、神への願いごとにしてはささやかな恕宇の祈りもむなしく、これ以上ないというくらい明確に、無玄たちの内ない緒しよ話は、続く。

「で、では、父親としてこういう場合、私は何をすべきでしょう。……こっそりムーディーな音楽でもかけますか？」

「ああそれはいいですね。あくまでもサブリミナル的に。実はあたしも、ほら、ムーディーなお香なんぞを焚たこうかと」

「うわぁアダルト！　さすがはみゆきさん！　どこでこんな？」

「あのですね無む玄げんパパさま！」突然加わる小さな巫み女こさんたちのきんきん声。「あたしたちも今、お風ふ呂ろを沸かしてきました！」

「ええ？　お風呂を？　……ああ、あなたたち。私の娘のために、なんと細こまやかな気配りを。きっと恕じよ宇うも泣いて喜ぶことでしょう」実際に娘が涙を流しかけているとも知らず、感かん極きわまったように声が言う。「あなたたち……それに自ら恕宇の毒どく牙がにかかってくれようという綾あやさんも含め、恕宇は本当に周囲の人間に恵まれている」

「……思い出しますわね、日ひ奈なさまのときのこと……」ええ、とこちらはしんみりと、みゆきが言った。




「あのとき恕宇さまは、嫌われるのが怖くて、結局日奈さまに告白できなかった……」




　しかし今度はその心配はありませんね、と無玄が言う。何しろ綾さんがその気なわけですから。そうです、とみゆきが答える。だからみんな、邪じや魔ましちゃダメですよ？　はーい、という巫女さんたちプラス無玄の声とともに、ばたばたとした音が巻き起こる。

　それまでずっと綾から視線を外し、霊れい感かんのある猫のごとくに部屋の隅すみを凝ぎよう視ししていた恕宇だったが、なんか安っぽいストリップバーにでもかかっていそうな音楽がかすかに聞こえ出し、さらには奇き怪かいな匂においが漂い出すに及んでついに、肩を震わせ立ち上がった。

　綾を見る。

「え？　何？」顔を真っ赤に、綾は笑った。「あ、あたし、勉強に集中していたから何も聞いてなかったよ」

「それは良かった」恕宇は微笑ほほえみ返した。「ではすいませんがもう少し、勉強に集中していてください。ちょっと騒がしくなるかもしれませんが──」

　恕宇は部屋を出た。

　もちろん、部屋に飾ってあった修学旅行の定てい番ばんのベタアイテム、『木ぼく刀とう』を持っていくことは忘れなかった。
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「失礼しました」

　人に見せたら警察を呼ばれるであろう物で汚れた木刀は置き、代わりにチョコの補充を持って戻った恕宇は、部屋に入ってすぐに、障しよう子じが閉められていることに気づいた。

「ちょっと暑くなったから」恕じよ宇うの視線に綾あやが答える。「汗かいちゃった。湿気もあるし……本当にお風ふ呂ろ借りちゃおうかなぁ」

「どうぞどうぞ。うちのお風呂は下へ手たな銭せん湯とうなんかよりずっと広くていいですよ？」

　よかったら一緒に入ります？　と出掛かる言葉を急いで飲み込み、クーラーの効き出した部屋に座る。

（……個室）恕宇は頭をぶんぶん振った。

「ど、どうしたの？」

「いえ別に。ちょっと休憩入れましょうか」

　うん、とうなずき、そのまま伸びをし、恕宇のベッドにもたれかかる綾。

「……こんなに勉強したの、生まれて初めてだな、あたし」

「まだまだこれからですよ」

　そう、綾は受験生。

　体育教師となるために体育科のある大学を受験する──冬には日ひ炉ろ理り坂ざかを出て行く人間。

　冬にはもう、いなくなる。

（……なのになぜ、コウに告白なんかしたんだ？）

　決まっている。

　それが彼女の、正直な気持ちだから。

（なのに……私は）

「そう言えば、……葉は切ぎりくん、いつ東京から帰ってくるんだろ」綾が聞いた。

「……さぁ」

　沈ちん黙もく。

　セミの声が聞こえない──障しよう子じを閉めて初めて分かる、意外に多い外の雑音。

　本当の、静けさ。

「先せん輩ぱいは」気がつくと、恕宇はそれをたずねていた。「……葉切は先輩のこと、好きだと思いますか？」

「ええ？」綾のほおがわずかに染まる。「それは……正直、分からない、よ。ときどきは、そうなのかな、とも思うんだけど、葉切くんって、確かに無ぶ愛あい想そうだけど、あたしだけじゃなくて女の子ならだれにでもやさしいような気もするし」

「ま、確かに」

「勘かん違ちがいは恥ずかしい、し、……他人のことならさ、分かるかもしれないけど、自分のことになると、やっぱり断定はできないよ。葉切くんがあたしのこと、好きかどうか、なんて。はっきりと気持ちを伝えられたわけでもないし」

「ですよね」だから、綾はコウに伝えた。

　多分、コウは驚いたろう。コウはきっと、綾は告白などしてこないと思っていただろうから。日ひ奈なに似すぎている以上、綾あやとコウがうまくいくことなどまずない。綾を見るたびに、コウは日奈を思い出し、彼女の状態を思い出し、そして自分の状態に罪ざい悪あく感かんを覚えるだろう。ちょうど、コウとアトリと亜あ鳥とりの関係のように。だからコウと綾がうまくいくことはまずない。それを綾も分かっているだろうから──

（それでも、先せん輩ぱいはコウに告白した。うまくいくとかいかないとか、そういうことは関係なく、ただ自分の気持ちを伝えた）

　正直な気持ちを──

「あのさ、小鳥遊たかなし」綾の声。「前から聞きたいと思っていたんだけど……ううん、答えたくなかったら答えなくていいんだけど」

「……なんですか？」

「小鳥遊は、どうしてコウを手伝ってるの？」

「日奈を生き返らせたいからですよ、もちろん」恕じよ宇うは淡たん々たんと、答えた。

「……そう」淡々と、綾もたずねる。「でも、生き返らせた、そのあとは？」

「……そのあと、とは？」

「そのあとも、冬ふゆ月つきさんが死ぬたびに、生き返らせるの？」

「……」

「あたしが死んだらどうする？　あ、ううん。今のは無し」

「……先輩」

「あたしはやっぱり、冬月さんを生き返らせるのは間違っていると思うんだ」綾は笑った。

「たとえどんなに好きだったとしても、愛していたとしても、死人を生き返らせるのは間違っている。だってそうでしょ？　生き返らせて──そのあとは、どうするの？　冬月さんを生き返らせたって、そこですべてが終わるわけじゃない。それからだって人生は続くし、そしてまた死ぬかもしれない。そのたびに生き返らせる？　冬月さんだけを？　そんなことできる？──ううん、それで終われる？　最後には大事な人ひと全員、生き返らせなきゃすまなくなっちゃうんじゃないの？

　……永遠に死を否定し続けるなんてこと、だれにもできるはずがない。

　たとえどれほど好きだったとしても、取り戻したいと思っても、受け入れなければならないのよ。コウくんだけじゃない、みんな」

「……」

「……ってことあたしが言っても説得力ないけどね。恋人に死なれたわけじゃないし」綾は乾いた笑みを浮かべた。「でも、あたしはやっぱり、できればコウくんにはあきらめてほしい。やめてほしいよ。悪魔のミカタを」

「……先輩」

「小鳥遊だって本当は、それが分かっているんでしょう？　でもやっぱり、冬月さんのこと、好きで……だから」恕じよ宇うの瞳に何を見たのか、口を閉じ、顔を振る。「……ごめん。余よ計けいなお世話、だよね」

「……いえ」

「そう、結局決めるのは本人。だから、無理やりやめさせる、なんてこと、できないし、だったらできる限り力になりたいと思う。けど……、もしも……

　……ま、あたしが手伝えるのは冬までだけどね」

　そうだ、先せん輩ぱいは冬までしかいない。

　綾あやが心配げに言った。

「あのさ、小鳥遊たかなし。……怒ってる？　やっぱりこんなの、聞くのいや？」

「……え？　いや別に。なぜです？」

「なんか目が笑ってないし。黙りこくっているし」

　恕宇は微笑ほほえんだ。

「別に怒ってはいないです。ちゃんと、ニュートラルに聞いていますよ」

「……」

「寒くないですか？」よく効いた冷房のなか、寒そうな肩に話しかける。

「うん……ちょっとね」綾はうなずいた。「開ければ暑くなるし、閉めれば寒くなる。現代の夏は複雑だあ」

「ジャケット着てもかまいませんよ」

「本当に？」

「ごめんなさい。うそです」恕宇は笑い、立ち上がった。

　今さらながら、気づく。

　私は本当に、先輩のことが好きなんだ。

　いつのまにか、こんなにこんなに、好きに──

　曲がらない関節で、ぎくしゃくと綾の傍かたわらに寄り、綾の腕に自分の腕をくっつける。

　温かい──いや、熱い。

　綾の身体からだはしっとりと、汗ばんでいた。

　特に抵抗はなかった。

　落ち着いた声。「小鳥遊は、六人も恋人が、いるんだよね」

「……ええ」

「でも本当は、まだ冬ふゆ月つきさんが好きで」

「……」だからこそ、綾はきっと思っているだろう、たとえ恕宇が綾のことを好きだとしても、告白してくることはないだろう、と。綾が日ひ奈なに似ているからこそ。

　でも、私の正直な気持ちは──

　いたずらっぽく綾が言う。

「でもそういうのって、その六人に悪いと思わない？」

　恕じよ宇うは笑った。

「ええ本当に。私ももう、どうしてこんなになったんだか。まったく──先せん輩ばいがどう思っているのかは分かりませんが、私だってそんなに強くはないんです」

　だから、日ひ奈なには告白できなかった。

　自分の嗜し好こうを知られ、嫌われるのが怖くて──いいやそんなの理り屈くつだ。ただ、壊したくなかっただけだ、それまで構こう築ちくしてきた関係を。だからいろいろ理屈をつけて、逃げてしまった。そしてその結果、小学生のころから好きだった大事な人をどこの馬うまの骨ほねとも分からぬバカに奪われて──

　あんなつらい思いをしたのに、今またそれを繰り返そうとしていた。

（そうだ、先輩がコウに告白しようが冬には日ひ炉ろ理り坂ざかから消えようが、あともうすでに六人も恋人がいようが、そんなことは重要じゃない）

（大事なのは、自分の気持ちだ。正直な）

（なのに私は、あんなつらい思いを味わっていながら、またもそれを繰り返そうというのか？　今の状態を保つために、またもいろいろ理由をつけて、自分の気持ちから逃げ出そうと言うのか？）

　いいや、この小鳥遊たかなし恕宇は、同じ失敗を繰り返したりはしない。そうとも、きっと、綾あやには拒絶されるだろう。何しろ綾はコウに告白しているわけだし。またまたぁ、と笑い飛ばされるか、それとも悲しげな笑みを浮かべられ、ごめん、とか言われるか。でもそれでもいい。たとえゴールまでたどり着けないとしても、だからってスタートラインにすら立てないような臆おく病びよう者にはなりたくない。もう二度と。

　玉ぎよく砕さい上じよう等とう。

　告白するんだ、小鳥遊恕宇。

　自分の正直な、気持ちを。

　体内に湧わき出て脈打ち始めた熱い想いのそのままに、恕宇は立ち上がり、綾を見た。

「先輩……立っていただけますか？」

「え？　あ、うん」戸と惑まどいつつも立ち上がる綾。

　恕宇より低い綾の背に、なぜか体中を奇き妙みような歓喜に沸き立たせつつ、恕宇は咳せき払ばらいし、自分の髪を後ろに払った──正確には、払う仕し草ぐさをした。それは昔からの癖くせ。だが、かつて腰まで届いていた髪は、今はもうない。とはいえ、冬ふゆ月つき日奈の死を知った日にばっさりと切り落としたそれも、今は肩に届くぐらいに伸びている。

　いつまでも止まってはいない──人は前へと進むもの。

　そうだ、これは私の新たな前進、本当の意味での前進だ。……いや、今までの六人だって、確かに本当に好きだったんだけど──一いつ瞬しゆん六人の顔を思い出し、それを振り切るように首を振り、恕宇は両手を綾の肩に置き、真正面からその瞳をのぞきこんだ。

（さぁ、いくぞ、告白するぞ！）

　……ああでもやっぱりその前に、まず六人に連絡し、びんたの六発も食らっておくべきかもしれない。というよりそれが人として当然取るべき道ではないか？　……って、いいや、だめだ！　理り屈くつをつけて逃げるんじゃない！　心のなかで自分を叱しつ咤たし、綾あやの肩に手を置いたままぶんぶんぶんと首を横に振る。そして次に、こくこくこくと縦たてに振る。そうだ、もちろん、綾に本気で告白する以上、その結果がどうあれ六人とは別れる。自分をごまかしてきた今までならともかくも、正直になると決めた以上は当然だ。こんな気持ちを抱えたまま六人と付き合えたりするはずがない。ごめんなさい、キョウコさん、アケミさんにマドカさん、リンさんランちゃんそしてベッキー……ああでもこの前みんなで会ったとき、思った以上に意気投とう合ごうしてたよなぁ。なんかあのあとも私の知らないところで会ったりしているみたいだし。六人だし、趣味一いつ緒しよだし、きれいにカップルできたりして……それはそれで泣いちゃうなぁ。だが仕方ない。だれだって過去は清せい算さんしなければならないわけで、今までいい思いしてきたわけだし、これから泣かなきゃいけないのは当然で──

「……小鳥遊たかなし？」

　綾あやの声に、恕じよ宇うは意識をそこに戻した。

　綾は、なんか顔を真っ赤にして歯を食いしばり、なんでこいつはこんな至し近きん距離で百ひやく面めん相そうをしているのだろう、みたいな瞳で恕宇を見つめている。

　だが当然、恕宇にはそんな瞳も気にならない。むしろいとおしいぐらい。

　さぁ、告白するんだ──さぁ！

　恕宇は口を開き、閉じた。

　さぁ、行くぞ！　と思いつつ、

　口を開き、閉じ、

　それを幾いく度どか繰り返し──

「あ、あの、小鳥遊」

　なかなか何も言わない小鳥遊に耐え切れなくなったのか、顔を紅こう潮ちようさせ明らかに力をこめて、綾は息も切れ切れに、言った。

「……す、すごく、重たい、ん、だけど……？」

「……え？　……あ！」

　そこでようやく、恕宇は自分が綾の肩に置いた両手で綾を押さえつけるようにしていたことに気づき、さらに綾の足がプルプル震えていることに気づいて、あわててぱっと手を離した。そして、恕宇がいきなり手を離したために、ずっと恕宇の手が加えてきた圧力に抵抗していた綾は突とつ然ぜん押さえがなくなり勢い余ってばねのように突っ張った。わっと声を上げつつそのまま後方に倒れていく綾を守ろうと恕宇はあわてて手を伸ばし──

　──気がつくと。

　綾あやをベッドに押し倒し、そのうえでマウントポジションを取っている。

　沈ちん黙もく。

（──うわあああああああああああああああああああああああああああああああああ？）

　先せん輩ばい違うんです私はただ告白しようとしただけでいきなりここまでする気はなくていや押し倒すつもりなんて最初からなくてただ告白したかっただけなのにうわあぁぁ！　と果てのない混乱に見舞われもうどうすればいいか分からずに、ただベッドとベッドの似に合あう洋装の部屋を呪のろうことしかできず。

　恕じよ宇うは固まって、綾を見つめた。

　見つめていた。

　その吐と息いきを、温かさを全身で、感じつつ。

　固まった恕宇の目の前で。




　綾はゆっくりと、目を閉じた。
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　心臓が、早はや鐘がねを打つのが分かる。

　世界のすべての音が消え、ただ自分の心しん音おんのみが響ひびくなか、恕じよ宇うは綾あやの閉じられた目を、そしてその下方に息づく、白はく桃とうのようにみずみずしい唇を見た。そして思った。綾はなぜ目を閉じたのか？　目にごみでも入ったか？　それとも勉強疲れで眠たくなったのか──

（ああ、まさか、まさか、そんな──）

　拒絶されるとばかり、思っていた。

　正直、これは想そう定ていしていなかった。振られるとばかり──でも、まさか──

　心臓が、早はや鐘がねを打つ。

（目をつぶった、先せん輩ぱいは）

（これは、つまり──）

　体重をかけないよう身体からだを支え、その目でしっかり確認しつつ、少しずつ、震える顔を近づける。近づけていくにつれ、だんだんと、大きくなる胸の内側の鼓こ動どう──いいや、いまや世界の音は、恕宇の鼓動だけではない。恕宇にも分かる。聞こえる。綾の心臓の、滝のように激しく打つ音が。顔を、唇を近づけていくにつれ、だんだん動どう悸きが大きくなる。肌はだから昇る人の体温。かすかな震え。汗の匂におい。鼻び腔こうに感じる甘い、匂い──

　──目を閉じた、顔。

　あまりにも日ひ奈なに似た、姿──




（……日奈？）




　時が、止まる。

　固まった恕宇の脳内に、心が語りかけてくる。結局おまえが好きなのは、いまだに日奈なんじゃないのかと。だからよく似た先輩で、代用しているんじゃないのかと。

（──いや、違う！　私は確かに──）

　だいたい、もし綾が日奈に似ていなかったら、こんなに好きになったのか？　こんな短い間に。そうだ、おまえは本当に、この想いが真ま嶋じま綾へのものだと言えるのか？　手に入らないものの代わりを綾にさせているのではないと？

（──身代わりになどしていない！）

　あまりにも日奈に似た、姿。

（──身代わりになど──）

　日奈が死んで、まだ一年も経たってはおらず──そして子供のころからの、想い。

（私が、私が本当に、好きなのは──）

　ずっと、ずっと、好きだったのは──ただ一人。

　目を閉じて待っている、少女の姿。

　あと少し進めば触れる唇の先で、無限のような時が過ぎる。

　そして。

（私は──）




　すさまじい、破は壊かい音おん。




「ぐえっ！」「みゃっ？」突然ふすまを破り倒して降ってきた巫み女この集団に押しつぶされ、恕じよ宇うと綾あやは同時にうめいた。そして、いきなり動き出した時間のなかで、恕宇は見た。それまでの静せい寂じやくな時間を文字通り押しつぶしたのは、ベッドに面したふすまだけではなかった。恕宇の部屋を成り立たせている三方のふすまはおろか縁えん側がわに面した障しよう子じまでが、小さな巫女の大たい群ぐん（およそ三十人弱）に押し倒され、破られている。いや小さな巫女さんだけではない、大きな巫女さんであるみゆきの姿、さらに左目にアイパッチをした片目の男──義ぎ父ふの無む玄げんに至っては、なんと片手にビデオカメラを持って倒れこんでいるのが見える。

　四方を巫女さんに囲まれて、恕宇は、震えた。

「……き、貴き様さまら……」よ、よくもこんな、お約束な……

　恕宇と視線が合い、無玄はふっと表情に陰を落とした。

「ああ恕宇、わが娘。断だん絶ぜつを恐れるばかりにこのような形でしかコミュニケーションを取れない不ぶ器き用ような義父を許してください」

「……」

「ああ、いや、分かっています。ああ分かっていますとも！」急いで立ち上がり、手を叩たたく。「さぁ、みなさん！　急いで！　早くしなければムードが冷めてしまいます！」

　はい！　と小こ気き味みよくそろった返事とともに、無玄の号ごう令れいのもと、一糸乱れぬチームワークでふすまを立て、元に戻し、障子をはめ込んでいく巫女の集団。

　──次の瞬間には、

　部屋は完全に元の状態へと戻り（障子は穴だらけ、ふすまが破れていたり折れ線がついているのをのぞけば）、無玄と巫女さんの集団も消えている。

　どこからかムーディーな音楽が流れてくるのを聞き、どこか赤ん坊を思わせるジャコウのようなにおいをかすかに鼻び腔こうに感じつつ、恕宇はわなわなと震えながら、ふと、綾を見た。

　綾はいつの間にかベッドから降り、しかもジャケットを着ていた。

　すがるような恕宇の視線にいやいやし、顔を耳まで赤くして、言う。

「……ええと、次は国語にしよっかな。どちらかと言えば得とく意い科目だけど、古こ文ぶん、苦にが手てで……」

　恕宇はため息つくのを必死で耐え、うなずいた。

「……じゃあ、あの、始めていてくれますか？　私はちょっと、血祭り……もとい、お祭りの、準備を」

「うん」

「何か……祭まつり囃ばや子しでも聞こえてくるかもしれませんが、勉強に集中していてくださいね」

　部屋のなかを見回したが適当なものがなく、仕方なく机の前からキャスターつきの椅い子すを持ち上げる。

　そのまま部屋を出ようとする恕じよ宇うに、綾あやが言う。

「ごめんね」

　恕宇は振り返った。

　恕宇を見ようとせず教科書を広げながら、繰り返す綾。

「……ごめんね、小鳥遊たかなし」

「……」

「あたし……弱いね。……弱すぎる、よね。……本当に……」

　ああ、そうか。

　恕宇は微笑ほほえんだ。

「……多分、お互いさまですよ」

「……小鳥遊」

「私だって……ただ温かさを感じたい、そう思う、ときがあります。いいです、それでも。ただ抱きしめて、抱きしめられる、それだけで。生き物ですから」

「……」

「……コウを、好きなんですよね。先せん輩ぱいは」

　かすかにうなずく綾。

　微笑んで、恕宇は手に持った椅子を見る。それを恕宇に持たせたものは──今いま胸のうちに渦巻くのは、怒り、恥ずかしさ……そして、安あん堵ど。

　そう、安堵。

　認めたくはないけれど、私は告白できなかったことに、ほっとしている。

　──私はまだ、気持ちの整理をつけられていないのだ。あまりに日ひ奈なを好きすぎて。

　でも、いつかは、そう、冬までには、きっと──

「じゃあ、いってきます」

「いってらっしゃい。気をつけて」

　あ、なんかいいなぁ、と思いつつ、恕宇は手に持つまでは椅子だった物を抱えて部屋を出た。

　絶ぜつ叫きようが聞こえ出したのは、それから間もなくのことだった。
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　夕方。

「本当に、すいませんでした」

　玄関口ぐちでこれでもう七度目になる謝罪の言葉を口にして、恕じよ宇うは七回目の頭を下げた。

「……今日はなんかもう本当に、身み内うちの恥ずかしいところばかり、見せて」

　あの後もいろいろあったのである。

「いいよ、そんな」顔を耳まで赤くして、綾あやは答えた。「多分それは、お互いさまだし……ね？」

「はは……」

　二人は笑い合った。

「じゃあ、あたし帰るね」

「あ、駅まで送ります。図書館教おしえておきますよ。ちょっとしたもんですよ？　大ゆ城め跡あとのは」

　夕焼けのなか、一緒に石段を降り、朱しゆ色いろの鳥とり居いをくぐらず脇を通って外に出る。

「あのさ、小鳥遊たかなし」

「なんです？」

「あたしね、やっぱり、冬ふゆ月つきさんに似ているのは、つらいけど」先に立って歩きつつ、綾は言った。「でも似ていなかったら、多分、出会ってなかったよね、あたしたち。きっとコウや、イハナとも」

「……それは」

「だから、似ていてよかったよ」笑顔を浮かべて振り返る。「プラスマイナス……ちょっとプラス？」

　恕宇は微笑ほほえみ返した。

　いつか自分も本気で、そう思えればいいなと思う。

　そして綾が、本気でそう思ってくれればいいな、とも。

　今はまだ言葉だけだとしても──







　綾が電車に乗ったのを見届けて、恕宇は携帯を取り出し電話をかけた。

「……あ、もしもし？　キョウコさ……アケミさん？　あれ？　一緒？　みんな？　……なんだよ、ずるいなぁ。……いや、いいですけど。これから会えます？」

　会う約束をし、電話を切る。

　さてと。

「修しゆ羅ら場ば、だなぁ……」

　仕方ない。自分でまいた種なのだから、自分の手で刈り取って前に進まなければ。

　自分のほおをぱちんと叩たたき、恕宇も駅内に入っていった。







[image: 『アウグーリ！』]
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「朝あさ比ひ奈なさん？」




　日ひ炉ろ理り坂ざかは夕方の駅前で浴衣ゆかたの少女を見かけたとたん思わず声をかけてしまい、木きの下した水すい彩さいは早さつ速そく後悔を始めた。うわぁ、あたしは何を気軽に声などかけているのだろう。そりゃ、同じクラスだし、時々は会話したりしているけれど、そのときはいつだって周りに他のクラスメイトがいたし、片かた隅すみからそれに参加していただけで、考えてみれば彼女と一いつ対たい一いちで話したことなどなかったのに。多分、彼女はあたしがだれかも分からないだろうに。

　変へん質しつ者しや？　とか思われるかもしれない。

　人ひと違ちがいであってほしいと、願う。

　だがしかし、月が満ちていくように現れ始めるいまだ幼いしかし確かに輝く未来の萌ほう芽がが見られるその横顔は、明らかに彼女のクラスメイト、朝比奈菜な々な那なその人のもの。だいたいあれほど見事な赤毛を持った少女がこの日炉理坂に他にいるとでも？　ああどうしよう、だれか友だちが通りかかってくれないか、と水彩はきょろきょろ周囲を見回した。が、夏休みの夕方の駅前は、友だちどころか帰宅途と中ちゆうのサラリーマンの姿もない。人ひと影かげすらないこの状況で顔を合わせればだれが呼びかけたかは一目瞭りよう然ぜん、ごまかしようもない──

　ペットボトルの自動販売機を見て、そのかげに隠かくれられないかと一いつ瞬しゆん本気で迷った瞬間、真っ赤な髪を頭に戴いただき白い浴衣をまとった少女と目が合った。

　なんか世界が凍りつき──

「ああ、キノシタ」赤毛の少女は微笑ほほえんだ。

　水彩はわが耳を疑った。

「あ、あたしのこと、知ってるの？」

　きょとんと、菜々那。

「知ってるのって、知ってるよ？　ふるねーむはキノシタ・スイサイ」

　水彩は喜びのあまり死にそうになった。

　まさか覚えていてくれたなんて！

「そう、その水彩！」こぶしを作り、水彩、に力をこめる。

　沈ちん黙もく。

　夕暮れのなか、ぼんやりとした影の形に固まったまま、水彩はああどうしようと考える。何を話そう、つまらないことを話してこの魅み力りよく的なクラスメイトにつまらないやつだと思われたくない。ああ、でも、つまらなくないことって何？　いったい何を話せば──

　ほとんど条件反射的に、言う。

「あ、あの、あたし、水すい彩さいって言うの」

「うん。だから知ってる・て」

「……」

「……」

　またも沈ちん黙もく。

　あてがはずれ、水彩は思わず涙が出そうになった。そしてようやく、気づく。いつもならここで相手が「水彩って変わった名前だね」と聞いて、そこで水彩が「うん、お父さんが絵を描かくの好きでね。だからあたしも絵描くの好き！」と答えてはははと笑って話の接つぎ穂ほになるのだが、考えてみれば菜な々な那なはちょっと前までイタリアに住んでいた日にち伊い合作のハーフなわけで、日本名を持ちどれほど日本語を流りゆう暢ちように話せたとしてもそこはやっぱり外国人、水彩、という名前が日本では多少異い質しつ、ということなど分かるはずもない。

　そう、外国人。

　幼稚園から高校までずっと日ひ炉ろ理り坂ざか系に通っていた水彩が、初めて見た『転入生』。

　もちろん、水彩は菜々那がたとえ『外国人』ではあっても『外の人間』ではないことは知っている。何しろ彼女はあの舞まい原ばる家の姫さまが直々にこの土地に連れてきた人間であり、認められた人間であり、それはつまり朝あさ比ひ奈な菜々那はたとえ生まれが違っても共にこの土地に暮らす一員だということなのだから。

　だが、頭ではそれが分かっても、感情ではそうはいかない。

　こういうとき、水彩は自分がどうしようもなく温室育ちなのを感じる。もちろん、生せい来らい気が小さく人ひと見み知しりする自分の性格に因よるところも大きいだろう。だが、自分が日炉理坂育ちだということも決して無関係ではないだろうと水彩は思う。

　日炉理坂──それは巨大な温室。

『外の世界』から住民を守ってくれる、優しくて、そしていびつな巨大な温室。『外の世界』がどれほど不況に見舞われようが、日炉理坂では関係ない。石油がショックを受けようがバブルがはじけてどこかで戦争が起きようが、日炉理坂は変わらぬ平和を約束してくれる。実際、この不況下の日本にあって日炉理坂は失業率〇パーセント、就職率百パーセントを保っているし（もちろん本人が望むのであれば、だが）、たとえば事故や事件にあってどん底に落ちてしまっても心配いらない。必ずだれかが助けてくれる。そう、日炉理坂はまさしく助け合う世界。かつて日炉理坂近きん辺べんに公立学校を建てようとやってきたどこぞの省の役人は、この土地のことをこう呼んだ。巨大な『しあわせ大家族』と。それはまさしく言いえて妙だと水彩は思う。日炉理坂の人間は、助け合う。この『しあわせ大家族』を続けていくために、助け合い、そして『外の世界』を排除する。もしもあなたが旅人なら、日炉理坂を訪れてもなんの心配もいらない。この土地ほど旅人に親切な土地はない。なぜなら閉じた世界の住人にとって、新たな刺激を与えてくれる旅人マレビトはまさに天からの恵みなのだから。人はみんなあなたにやさしく、力になってくれるだろう。だがそれを勘かん違ちがいして、この土地に住もうと考えてはいけない。とたんに土地は、もう一つの姿を見せる。この『しあわせ大家族』を守るために徹底的に『外の世界』──異物を排除しようとする巨大な怪物の姿を。かつて日ひ炉ろ理り坂ざかの近辺に公立学校を建てに来た役人は、十五年ここでがんばり、胃と精神に重傷を負って帰っていった。国の金で建てられた公立学校は、結局一人の生徒も得ずに廃はい校こうとなり、現在は舞まい原ばる家の『私立大ゆ城め跡あと小学校』となっている。

　日炉理坂。

　われらが『しあわせ大家族』。

　そういう土地において、燃えるような赤毛を持ち明らかに異国の風ふ情ぜいを漂わせながらしかし日炉理坂を統すべる姫さまのお墨すみ付つきである朝あさ比ひ奈な菜な々な那なという存在は、実に難しいものだった。何しろ水すい彩さいを始めとする日炉理坂の生徒は、まず『転入生』というものを受け入れたことがない。だから、外部から来た人間、しかし仲間──そういう存在をどう受け入れればいいか分からない。小学校ならともかくも、なまじっか大人おとなな反応ができる高校生ともなると──

　拒絶は、簡単だ。

　心を開かず、ただたまに顔を突き合わせるだけの存在と割り切るのなら、付き合うのは簡単だろう。だが友だちに、単なる知り合いではなく苦く楽らくを共にしたいと思うような友だちになりたいと思うと、水彩はもう、菜々那とどう接すればいいか分からない。

　嫌われたくない。

　拒絶されたくない。

　友だちに、なりたい。

　だが、それにはどうすればいい？

　こういうとき、水彩は自分が果てしもなく温室育ちなのを感じる。

　せめて入学時から一緒にいたのであれば、同じ新一年生、お互い初しよ対面かつ初めての状況という境きよう遇ぐうは同じなわけで、きっかけもつかみやすかっただろうと思うのだが、菜々那は家庭の事情で入学式にも出席せず、みんなから一月近く遅れて登校してきた。

　加えていかにも日本人離れした赤毛に個性。

　明らかに、水彩が十五年の人生で初めて出会った『外の人間』。

　友だちになりたいけれど──

　いったいどう接すればいい？

「……え？」菜々那が何か言ったことに気づき、そして自分がそれを聞き逃したことに気づいて、水彩はあわてて声を張り上げた。「ご、ごめんなさい！　あ、あの、ちょっと、ぼぉっとしてて！」ああ、無礼なやつ、とか思われたらどうしよう……

「……あのね」水彩の気迫に多少気け圧おされつつ、菜々那は繰り返した。「スイサイって呼ぶのがいい？」

「……うん！」

「ん。分かった。じゃあ、スイサイ」周囲を見渡す。「スイサイはこの辺に住んでるの？」

「ううん」

　最初のころはどこかたどたどしかったのがいまや日本生まれと言っても差し支えないほど流りゆう暢ちようになった（たまに妙な文ぶん語ご表現が入ったりするが）菜な々な那なの日本語に聞きほれつつ、水すい彩さいは首を振って答えた。

「昔は日ひ炉ろ理り坂ざかに住んでたんだけど、中学生のとき、引っ越して、今は和わ歌か丘おかにおうちがあるの」

「ふぅん。じゃあ、用事すませて、これから帰るの？」駅を見る菜々那。

「うん」

「……ボクの家はね、日炉理坂にあるんだ」

「うん知ってる。向こうの山すそだよね」言ってから水彩はあわてて付け足した。「別に調べたわけじゃないよ？　あそこは、前は姫さまの『人形の家』があったところで──」

「そこ、今はボクのアトリエになってる。そう言えば、スイサイも美術部だったね」

　水彩は驚いた。「知ってるの？」

「……一応ボクも美術部だから」

　それはもちろん知っている。絵を描かくのが趣味である水彩が絵画部ではなく美術部に入ったのは、菜々那が美術部に入ったからだ（もっとも菜々那は同好会『みすてりいサークル』にも所属していて、ほとんどそっちに入り浸びたっているため美術部で会ったことは一度もない）。まさしく後を追うようにして……うわぁ、と水彩は思った。よく考えたら、これってストーカーっぽくない？　同じクラスで同じ部活に入って、家も知っててこんな夕暮れに偶ぐう然ぜん出会う、なんて。尾び行こうしてたんじゃないか、とか思われてたらどうしよう？

　菜々那にどう見られているんだろう、そんなことが頭をよぎったとたん菜々那の顔が見られなくなり、水彩は視線をそらした。

　視線を菜々那の顔から全身に、移す。

　煌こう々こうと、まさに燃え立つように輝く赤毛に、清せい純じゆんな、でもどこか色っぽい、白色地に花火柄がらの浴衣ゆかた。すそからのぞく真白いくるぶし、赤い下げ駄た。じっと眺ながめているうちに、きれいだ、という感情が身体からだの内から地じ響ひびきのように湧わき起こる。そう、水彩の目は、朝あさ比ひ奈な菜々那を美しいと思う。確かに一般的な観点から見れば、菜々那は美人というよりむしろ『かわいい』部類だろう──少なくともまだ今（十四歳さい──菜々那は十四歳で中学を卒業しているため、水彩よりひとつ年下）の時点では。だが水彩は、菜々那を美人だと思う。顔の造ぞう作さくやスタイルではなく彼女の自信のにじんだ態度をこそ美しいと思う。朝比奈菜々那は他の凡ぼん百びやくな美人のように、自分がきれいだと思っていながら謙けん遜そんするようなことはしない。隠かくすようなことはしない。そのくせひけらかすようなこともしない。ただそこにいて、あるがままに、自分はきれいだと思うし実際きれいなんだからおまえもきれいだと思え！　そういうオーラを発している。しかもそういうオーラは、確かに多少の欠点など軽く吹き飛ばしてしまうのだ。そして不思議な話だが、菜な々な那なのその自信にあふれたオーラを受けていると、水すい彩さい自身もなんだか容よう姿しにかかわらず自分だってきれいになれるんじゃないか、なんて思っちゃったりする。

　そして多分、と水彩は思う。

　躍やく動どう感とか生命的な美しさ、というのは、そういうところにあるのではないだろうか。あたしが描きたい、と思うのは、朝あさ比ひ奈な菜々那のそういう美しさなのではないだろうか──

　そう、描きたい──

　頭のなかに色が渦うず巻まくそのままに、水彩はじっと菜々那を見た。ああ、夏の、まだ明るい夕方の、でも電気のついた駅の構内、漏れる光に照らされて、たゆたう空気、浴衣ゆかたの白、白は透明、透明の色は消えていく空色の青、水の色──真っ赤な髪は、ポニーに結われてふるふる振られるその髪は──

「……金魚」水彩は思わずつぶやいた。

「え？」首をかしげる菜々那。「キンギョ？」

「え？　いやあの、……こっちの話」

「キンギョって、何？」

「……あ、あの……」観かん念ねんし、かわいい魚だよ、と前置きをして水彩は説明を始めた。「かわいい、赤くて小さなお魚でね、だから、朝比奈さんの、その白い浴衣と赤い髪を見てたらなんとなく……」われながらベタな発想だなと、思わず顔を赤くする。

「ふぅん」にこやかに笑い、菜々那は赤毛の髪をふわふわ揺らした。「これが、キンギョ？」

「あ……うん」

「キンギョって、どう書くの？　どんなお魚？」

「ええと……あの、ゴールドフィッシュ？」

「おう、ごーるどふぃっしゅ」

「そのなかでも朝比奈さんは、えと、あれね。真っ赤ななかに、金色のペンで輪りん郭かくとかうろことか描いたようなやつ……」何わけの分からないことしゃべっているんだあたしは、変なやつだと思われたらどうするんだと、だんだん声が小さくなって──「……ごめんなさい」

「なんで、あやまったの」菜々那がたずねた。

「……だって、魚だし……」

「ボクはお魚好きだよ。それに、褒ほめてくれているのは分かったし」ひらりん、と浴衣の袖そでをひるがえす。「どう？　似に合あってる？」

「うん！　すごく！」

「スイサイは？　浴衣とか着ないの？」

「……持ってるけど、お祭りのときぐらいしか……着ないかな」

　そう、と菜な々な那なはうなずいた。

　にこにこと、水すい彩さいを見ている。

　怒ってないことにほっとし、ああ会話が切れそうだ何かないか何かないかと視線をさまよわせてようやく、水彩は菜々那が右手にケーキ屋の箱を提さげていることに気がついた。

「ああこれ？」水彩の視線に気づき、箱を掲げて見せる菜々那。「けーきだよ。そこで買ったの」

「わぁ、『醍だい醐ご』のケーキ？」

『醍醐』は日ひ炉ろ理り坂ざかでも有名な酒屋であり、酒屋でありながらなぜかケーキを売っている店である。何しろ酒屋であり、しかもホールケーキしか売ってくれないため高校生が気軽に買えるものではないが、味の評判はよく、誕生日やクリスマスの定てい番ばんとしている家庭も多い。

　かつて（最近ではクリスマスに）食べたケーキの味を思い出し、水彩はため息をついた。

「ああ、『醍醐』はモンブランがおいしんだよなぁ」

「そうなの？　ボク、ちょこれいとを買ったんだ。甘くないのがお勧めだって」

「いや、チョコのもおいしいと思うよ？」

　じっと『醍醐』の箱を眺ながめて思う。そうか、朝あさ比ひ奈なさんもケーキとか買うんだ。あたしたちとおんなじ店で。そりゃそうだよね。当たり前……

「スイサイ。よだれが出てる」

　ぶっ、と吹き出し、水彩はあわてて唇を拭いた。

　手の甲こうを見るが別によだれはついていない──だがそれはどうでもいい。問題は、菜々那に見られたということだ。じっと箱を見つめていたところを。たちまち顔が熱くなる。きっと赤面しているだろう、と水彩は菜々那の髪に負けないほどに真っ赤になった自分を想像してみた。ああそうだ、赤面しているんだ、まるで図ず星ほしをつかれたみたいに。それを見て、菜々那はきっと思っただろう、なんて意い地じ汚きたないやつだ、と。あるいはこうも思っているかもしれない。もしかしてこいつ、ケーキが欲しくて声をかけたんじゃないか？

　真っ赤になった水彩に、案あんの定じよう、菜々那は言った。

「食べたい？」

　恥ずかしさのあまり、水彩は死にそうなった。

　ああ、やっぱりそう思われている！

　死にそう──というか死んでしまいたい！

　違う、違うの！　あたしはただ──

「もしひまがあるならうちに来る？　ボクね、今日──」言いかける菜々那をさえぎって。

　水彩は声の限りに叫んだ。

「あたし、ダイエットしているの！」

「へぇ？」目を丸くする菜々那。「でもスイサイ、ちっちゃいと思うけどな」

「で、でもあの、その、体重じゃなくて、見えないところがすごいの！　たるたるなの！　とにかく、だからケーキは食べられないの──」

　言いながら、あああと後こう悔かいの嘆なげきを上げる。つい寸すん前ぜん、朝あさ比ひ奈なさんはあたしを家に招待してくれようとしたんじゃないのか？　それなのに、断るなんて！　きっともう、二度と誘ってくれないだろう。せっかく誘ってやったのに断るなんて無礼なやつだと思っているだろう──

「じゃ、じゃあ……」ほとんどかすれるような小さな声で、水すい彩さいは言った。「あたし、そろそろ……帰るから」これ以上恥はじを重ねて印いん象しようを悪くしないうちに。

「……うん」菜な々な那なの顔に微笑が浮かぶ。「じゃあ。また、どこかで会えるといいね」

「うん……じゃあ、本当に、……またね」

「チャオ！」

「……チャオ」

　手を振って。

　とぼとぼと、駅に向かって歩き出す水彩。

　心のなかは、もう暗あん雲うんが土ど砂しや降り状態。ああ、せっかく、最初は調子よかったのに。あたしの名前を覚えていてくれて、初めて一いつ対たい一いちの話ができて、なのに、なのに、『醍だい醐ご』のケーキのせいで──うわぁぁん、と後悔の念が消えてくれない、そこへ。

「スイサイ！」後ろから菜々那の声。

「──えっあっハイ！」

　急いで、可能な限りのスピードで振り返った水彩に、菜々那は大きく手を振り、言った。

「スイサイは、スイサイって名前が好きだ・よね！」

「……うん？」

「ボクもね、菜々那って名前が好き！　だから今度会ったら、菜々那って呼んでね！　アサヒナサンじゃなくって！」

「……うん！」

「そしてね！　ボクはごじらじゃないんだから、そんなに怖がらなくていいから！」

「うん！　……え？」

　菜々那は微笑を浮かべた。

　そして叫んだ。「アウグーリ！」

「えっ？　ああ、アウグーリ！」

　菜々那の言葉の意味も分からず、それでも多分さよならという意味だろうと見けん当とうをつけて、水彩は手を振りながら叫び返した。

　それを聞いて大きくうなずき、最後にもう一度手を振って、菜々那は背を向け歩き出した。

　ふわふわと、赤い髪を揺らしつつ。

　それを名残なごり惜しげに見つめながら、それでも水彩はしあわせだった。

　しあわせのあまり死にそうだった。

　最初の後こう悔かいも忘れて思う。

　ああ、本当に、話しかけてよかったなぁ──




　　　２




「よーへ！」

　夕方のぼんよりとした雰ふん囲い気きを切り裂いてなおはばからないその声を聞いたとき、葉は切ぎり洋よう平へいは自転車から降りて自動販売機に向かっていたのだが、呼ばれたショックに思わずボタンを押していた。

　がたん、と自動販売機が音を立てるのにもかまわず振り返る。

　道路の向こう側からうれしそうにこちらに向かって手を振っている、赤毛の少女──朝あさ比ひ奈な菜な々な那なの姿が視界に入った瞬間、手が無意識に自転車のハンドルをつかみ、逃げモードに入っている。

　手を振っている赤毛の目立つ少女の姿に何を勘かん違ちがいしたか、走行中の車が止まった。

　と、こちらも何を勘違いしたか、軽く礼をして、菜々那はガードレールを越えて道路に飛び出した。軽く頭を下げつつ止まった車の前を通り、待つ。次の車線の車が止まるとまた礼をして前に出る。あっけに取られて声も出せない洋平の見ている前で、まるで紅こう海かいを割って海を渡ったモーゼのように四よん車線の車を次々止めて、こちらに渡ってくる。

「おぅわ」洋平は声を発した。

　すそを割らないように浴衣ゆかたを押さえ、器き用ように最後のガードレールを飛び越えると、今来た道を振り返り、菜々那は叫んだ。

「グラーツィエ・ミッレ！　ありがとお！」

　一瞬の沈ちん黙もくののち。

　一台の車が軽くクラクションを鳴らし、そしてたちまち海が元へと戻っていく。

　洋平は思わずつぶやいた。

「……お、おまえは無む敵てきかよ」

　タタタッと下げ駄たを鳴らして軽快に、洋平のもとへと走ってくる少女。

　元気な声。「チャオ！」

「……ああ、チャオ……えと、アリヴェデールチ（じゃあまたな）」

　言うや否いなや自転車にまたがる。

　菜々那は笑い声を上げた。

「ちょっと待ってよ。もう。相変わらず無ぶ愛あい想そうだなぁ。東京に行ってたんでしょ？　いつ帰ってきたの？　どうだった？」

「……どうでもいいだろ。手を放せ」

「待ってって……あれ？　ぺっとぼとるが出てるよ。よーへのじゃない？」

「……何が出てる？」

「うーろん茶」

「……おれのだ」自転車に乗ったまま、手を伸ばす。

「ちょっと待って。ボク、取るよ」

　取り出し口からウーロン茶のペットボトルを取り出すと、菜な々な那なはそれを自分の荷物と一緒に洋よう平へいの自転車の荷台に置いた。そのまま、おいこら、という洋平の抗議も聞かずに財さい布ふを取り出し硬貨を三枚自販機に入れる。

　ボタンを選びながら、言う。

「よかった。知っている人に会えて。探してたんだ、同年代くらいで、ひまそうにしている人」

　憮ぶ然ぜんと洋平。「……ひまそうに見えるか？」

「さぁ、分かんない。でも、ひまかどうかはともかく、よーへがやさしいのは知ってるし」

「……」

「そこの公園で、ちょっと付き合って」

　自販機でウーロン茶を買い、ようやく荷台から箱を取り、菜々那はそのまま返事も聞かずに歩き出した。

　何を勝手なことを、知ったことかとそのまま逆ぎやく方向へ自転車を漕こぎ出そうとする洋平の耳に、届く声──




「今日は、ボクの誕生日なんだ」




　洋平は振り返り、菜々那を見た。

　ついてくるか確認もせず、どんどん進んでいく菜々那。

　頭を搔かき、舌した打うちをすると、洋平は自転車を降り、押し出した。




　　　３




「い、いきなり誕生日とか言われても、なんもやるもんないからな」

　ベンチに座りケーキが切られていくのを落ち着かずに眺ながめつつ、洋平は怒ったように言った。

　洋平の前でケーキを切りつつ菜々那が答える。

「いいよ別に。誕生日って、祝ってもらうものでしょう？　日本でも」

「だからって、祝えと押しかけてくるか？　普通」

「だってボクの誕生日、知らないでしょう？　待ってたって仕方ない」

　そりゃそうだけど。

「これぞイタリア流。カピーシ（分かる）？」

「オ……オカピート（分かった）」

　教え込まれた単語を使って必死に答えつつ、洋よう平へいは知人が通りやしないかときょろきょろ周囲を見渡した。
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　あ、と思い出したように言う。

「い、言っとくが、真ま嶋じま先せん輩ぱいの話もなしだぞ。いいかげん、うんざりしてるんだ。だれかとだれかをくっつけてアッチッチ、とか言うようなくだらないまねは──」

　菜な々な那なの口が斜めをつくる。

「聞かないってば。他の女のこと考えろ、なんて言わないから、ボクのこと、考えて。ボクの誕生日なんだよ？」

「……あ、ああ……」だからって、何もおれをつかまえなくても……

　落ち着かずそわそわしながらも、思う。誕生日って、女のくせに、こいつ友だちいないのかな？　男にも女にも人気ありそうなやつだけどなぁ……いや、ここは日ひ炉ろ理り坂ざか。そして朝あさ比ひ奈なは言わばよそ者……そうだよ、と思わずうなずく。こいつは言わばよそ者で、そしてよそ者に対する日炉理坂の恐ろしさは身にしみて分かっているはずじゃないか？

　こいつ、もしかして、学校で──

　洋よう平へいは考えた。

　しばし考え、プランを立てたのち、たずねる。「……なぁ」

「ん？」

「……祝ってもらいたいんなら、舞まい原ばる家に行ったらどうだ？　ここからすぐだし、『部長』か、それかあの、デコの広い……」

「でこ……ああ、サムライの師し匠しようのこと？」菜な々な那なはため息をついた。「……師匠ね、里さと帰がえりから戻ってきてからずっと、なんか、変なんだ」

「……変？」

「なんか一日中刀かたなを眺ながめてたり、かと思ったらりあるなまねきんを並べて居い合あい抜ぬきの練習をしてみたり……まるで人を斬きる練習でもしているみたい。それも本気で。それ以外のときはなんかいつもうわの空で、最近は部屋からも出てこないし」

「じゃあ、みークルのほうは」

「じゃあって……。みークルはね、逆に居い心ごこ地ちよすぎてダメ」菜々那は首を振った。「居心地のいいところって、入り浸びたっちゃだめなんだ。基本的に。ボクがダメになっちゃう」

「……そ、そうか」菜々那の言葉にわけも分からずうなずきつつ。

　洋平はよし、と思った。

　よし、まずジィ・ニーのことを聞いた。そしてみークルのことを聞いた。次はいよいよたずねるんだ、クラスメイトのことを。ああ、話はなし的てきにもおかしくない、まったく自然な流れだ。普通の会話だ。おせっかいじゃない、別に心配しているわけでもない、ただ世せ間けん話ばなしとして聞くんだ。そうだ、普通に、じゃあ、クラスメイトとかは？　って──

　洋平は口を開いた。

　が、言葉は出てこなかった。

　肝かん心じんなところで、口が動かない。そう、どれほど計画を立てても、結けつ局きよく洋平の口は大事なときに洋平を裏切る。どうでもいいことは聞けるのに、大事なことが口にできない──

（クラスメイトは、どうしたんだ？）

（……ひょっとしておまえ、……いじめられてんのか？）

　聞きたくて。

　──洋平は、口を閉じた。

　結局何も言わず、大きくため息をついた、そこへ──

「……別にいじめられてはいないから」

　ぎょっと目を丸くする洋平に、唇を曲げ、菜々那は言った。

「ありがと。心配してくれて」

「べ、別に」

「大丈夫。本当に、いじめられているわけじゃないから」笑顔を見せて淡々と言う。「その逆なんだよ、多分」

「……逆？」

「みんな、ボクを大事にしてくれる。というか、しすぎてる。がらす細ざい工くか何かみたいに」

「……」

「いじわるとか、敵意があれば、まだやりやすいんだけどね。師し匠しようじゃないけど、斬きるための目標があれば。でも、そういうのがないから。みんな優しいの、分かるから。

　これって日本人気き質しつ？　なのかな？」

　はい、と差し出されるケーキ。

「……ボナペティート（召し上がれ）」

「……お、おお、ボナペティート？」なぜか頭を下げて。

　ナイフで切り分けられたケーキを素直に受け取り、洋よう平へいはそれを口に入れた。

　上じよう物もののダークスイートチョコレートに、思わずつぶやく。「……うまいな。これ」

「うまいは、ブォーノ。まだあるよ？　全部はあげられないけどね。パパとも祝うから」

「……そうか」

「ママの分は……きっと勝手に買って自分で勝手に食べてるだろうし」

　菜な々な那なの母親は、日本にはいない。

　もう何年も会っていないらしい。

「苦にがいほうが、うまいよな」独り言のように、洋平は言った。

「甘いのはきらい？」

「当たり前だ」

「……本当に？」

「………………………どうだっていいだろ。別に」

「たまには、甘いのもいいよね」

　沈ちん黙もく。

　およそ三口でケーキを食べ終わり、洋平はパンパンと大きく手を叩たたいた。

「ボクのも食べる？」菜々那がたずねる。

「…………人の食いさしが食えるか。……なんだよ、本当にうまいのに。食欲ないのか？」

「だいえっと、してるんだ」

「うそだろ？」仰ぎよう天てんし、目を見開いて菜々那を見る。

　笑う菜々那。「……そんなにびっくりするかなぁ」

「だって、おまえ、その身体からだのどこを減へらすんだよ。これ以上減らしたら、死ぬぞ？」

「失礼な。こう見えて、ボク、脱いだらたるたるしているんだよ？」

「そんなの、いつだって自信のある『赤あか毛げの美しい女』のせりふとは思えねぇな」

「そう？」菜々那は微笑ほほえんだ。

「ああ」

「そか。やっぱりそっか」笑って、言う。「ま、たまにはいいよね。ボクも」

「……」

　沈ちん黙もく。

　突然、背中に温かさを感じ、洋よう平へいは固まった。

　ベンチに半身で腰掛けていた洋平の背に、菜な々な那なが背中をくっつけてくる。ただそれだけで動けなくなった洋平の傍かたわらで、背中に背中をつけたまま、菜々那は下げ駄たを脱ぎ、素す足あしをベンチに乗せてひざを身体からだにひきつけた。

　俗に言う体育座ずわりとなって、浴衣ゆかたにつつまれた足を抱え、頭をうずめる。

「……大丈夫か」公園の向こうを見つめ、独り言のようにつぶやく洋平に、

「おう、大丈夫さ」こちらも独り言のように、答える。

　沈黙。

　言葉を探し、それでも結局探しきれず、言葉を選ぶのはあきらめ代わりにやさしい声を作り、洋平は言った。

「……あのさ、朝ひ」

「菜々那」

「……菜々那」息を吸い、一気に言う。「なんなら、おまえのクラスのこと、コウさんに頼んでみようか。一応おまえ、部活の後こう輩はいだし、みークルだし、おれはアレだけど、コウさんなら、きっと、何か」

「いいよ」

「──聞いたことないか？　コウさんはもともと外の人間ぽくて、それで──」

「いい！」怒ど鳴なり声。

　そしてすぐ、ごめん、と菜々那は謝った。

「よーへがね、親切で言ってくれているのは分かってる。だけど、ボクなら大丈夫。ボク一人でなんとかできるから。いじめられているわけじゃないし、ただきっかけがないだけだから。休み明けたら、大丈夫」

「……」

「どう見えているのか分からないけど、ボクなら大丈夫だよ。ボクは強いんだから」顔を上げ、洋平に笑みを見せ、そして再び顔をうずめる。「……ただ、ね。夏が……」

「……夏が？」

「……夏が、少し、つらいかな」

　夏が、つらい？

「……ひょっとして、イタリアって夏はないのか？」

　菜々那は首を振った。

「ううん。ちゃんと四季あるよ。日本みたいに春はる夏なつ秋あき冬ふゆ。夏はとても暑いし……でも」

「でも？」

「こんなに……こんなにムシ暑くない」吐き捨てる。「なんでこんなにムシ暑いの？　ここ」

「……そりゃ、日ひ炉ろ理り坂ざかは、盆ぼん地ちだから」

「分かんないよ。ボンチって何？」顔をひざにつけたまま、いやいやをするように首を振る。「ボク、このムスのだけは気持ち悪い。なんか温室のなかにいるみたいで、じめじめしてて、まるで密室のなかに汗だくの人がギュウギュウヅメになって湯ゆ気げを立ててるみたいで！」

「……」

「梅つ雨ゆのことは知ってたから、じめじめは覚かく悟ごしてた。じめじめは調子が出ないから、梅雨が終わってからって……でも、何？　五月からもう梅雨で、七月過ぎてもまだ梅雨なの？　なんなのこれ？　いつ終わるの？」

　答えようもなく、うつむく洋よう平へい。

　生まれたときからこの土地にいる洋平はもう慣れているが、外から来た人間には、確かにきついのかもしれない。

　ひざのうえ、顔をうずめたところから発される、かすれるような菜な々な那なの声。

「ボク、じめじめはダメなんだ……本当に、ダメなんだよぉ……」

「……」

「日本の夏は、嫌いだ……」

「……」

　菜々那の、声──




「……イタリアに、帰りたい……」




　洋平は、身じろぎひとつ、しなかった。

　背中に温かさを感じつつ、こういうとき、コウさんならどうするだろうと考える。そうともコウさんならきっと、何か気の利いたことでも言ってなぐさめるだろう（さりげなく肩ぐらい抱くかもしれない。あくまで安心させるために）。だが洋平にはそれができない。肩を抱くには身体からだが動かず（動いたってできないけれど）、気の利いたせりふはおろかなぐさめの言葉一つも頭に浮かばない。笑い飛ばすことも、気づかないふりをすることすらできず、ただ固まるだけ。震える年下の後こう輩はいの隣となりで、だから洋平は、ただ固まっていた。ひたすら身体を動かさず、顔も動かさず、菜々那を見ようとしないまま、代わりに立ち上がりその場を去ることもせず、菜々那のかたわらに、背中をつけて、ただじっと、座ったまま──

　静せい寂じやく──

　しばらくして。

　ふぅ、と息を吐き、菜な々な那なは顔を上げた。

　うん、と伸びをし、洋よう平へいから離れ、洋平の背中を叩たたいて言う。

「……もういいよ」

「……何がだよ」

「吐くだけ吐いて、すっきりした」微笑が浮かぶ。「これがいわゆる、ほーむしっくってやつかな？」

　他のせりふも思い浮かばず、洋平は同意した。「……だろうな」

「でも、もう大丈夫。すっきりしたし。本当のボクは強いんだから。日本のことも大好きだし。このじめじめは嫌いだけど」でも、と笑う。「今まで何回も引っ越したけど、ほーむしっくって初めてだよ。ボク」

「……そうか」

「やっぱり、言葉の違いかな。今まで引っ越したところは全部、言葉に不自由なかったから」

「でもおまえ、日本語むちゃくちゃうまいじゃんか」

「日本語はパパの言葉だからね。でも日本語って、やっぱり、難しいんだ」

「……」

「きちんと伝えられてるか、理解しているか、分からなくて。だからうまく話せなくて……時時無む性しように、イタリア語で話したくなる。イタリア語を聞きたくなる。ううん、イタリア語でなくても、英語でもいい。周囲にあるのが日本語だけでなければいい。日本語嫌きらいじゃないけど、周囲が日本語だけだと、なんか、なんか……」言葉を吞み込み。

　はぁ、と菜々那はため息をついた。

「……なんでこの国の人は、日本語しか話さないんだろ。島国だから？」

「……知らねぇよ」

「でもさ、よーへは結けつ構こう覚えてくれたね、イタリア語」

「……言っておくが、会話は絶対、無理だからな」

「そんなことないと思うけどなぁ」笑い。

　あらたまって菜々那は言った。

「ありがとね、よーへ」

「……何がだよ」

「よーへ、やさしくて、がんばってくれるから、つい甘えたくなるんだ」

「……迷めい惑わくだ」

「本当に？」

「………………………………………………………どうだっていいだろ。別に」

　赤毛のしたに、輝くような笑顔が浮かぶ。

　立ち上がり、大きくうん、とのびをすると、菜々那は洋平に向き直った。

「今日はボクの十五歳さいの誕生日に、つきあってくれて、ありがとお」お辞じ儀ぎする。「じゃあ、ボク、そろそろ帰るね。暗くなるまえに」

「……ああ」

「チャオ！」

「……チャオ」

　あっさりと洋よう平へいに背を向けて、菜な々な那なは公園の外へと歩き出した。

　洋平も背を向け、自転車のハンドルを握った。が。

（……誕生日、か）

　やおら振り返り、叫ぶ。「おい！」

「え？」振り返る菜々那。「何？」

「おまえ、これから……歩いて帰るのか？」

「ううん」首を振り、下げ駄たを示す。「これで歩いては帰れないよ。ばすに乗る」

「そうか」うなずき、サドルにまたがりつつ叫ぶ洋平。「いいか、もうすぐ暗くなるから、分かりやすい、町を……明るいところを通っていけよ！　危ないからな！」

「うん」

「絶対、だぞ！」

「うん、って……あ、おーい」

　言うや否やいきなりペダルを漕こぎ出し公園から飛び出していった洋平を眺ながめ、菜々那はやれやれと首を振った。

　危ない、か。

　歩いて帰ると言ってたら、送ってくれていたのかな？

　ふぅ、とため息をつき。

　ふと、ベンチのうえに残された（そして栓せんすら開けられてない）ウーロン茶に気づき、肩をすくめると、菜々那は公園に戻り、ウーロン茶を袋に入れた。




　　　４




　しばらく歩き、何事もなくバス停につき、ベンチに座った数分後──

　突然響ひびいたブレーキ音に驚き振り返った菜々那は、街がい路ろ樹じゆにぶつかるようにして止められた自転車とはぁはぁ荒い息を吐いている洋平を見つけてうわぁと驚いた。

　たずねる。「よーへ？」

　ハァハァと荒い息をしながらも、なんとか答えようとする洋平。

「……ペッ、……ペ、ペッ……」

「……ペ？」

「ペット……ボトル……ウーロン、茶、の……」

　ぎょっとして、菜な々な那なはウーロン茶を取り出した。

「まさか、これを取りに来たの？」

「……ま、まさかも何も、お……お、おれ、おれのだろうが……」

　激しい運動に顔を真っ赤に、必死で息を整えつつ、洋よう平へいは菜々那の隣となりに倒れこんだ。

　菜々那は感かん嘆たんの声を上げた。

「……ママミーア、オオゥ・ディオ。よーへって、本当に変なやつだなぁ」

「おまえ……に、言われたか、ねぇ……よ」

「だって、そんなに必死に」

「……悪、い、か？」

「ううん。おもしろいと思う。間に合ってよかったね。ちょうどばすが来るところだよ」

　菜々那の言葉が終わると同時、通りを曲がり、姿を現す市営バス。

　ぷしゅうと音を立て、ドアが開く。

　降りてくる人、乗り込む人たちのなか、ペットボトルをベンチに置いて菜々那は立ち上がった。

　洋平に言う。

「ちゃんと、落ち着いてから帰るんだよ？　そんなまんまで自転車乗っちゃだめだよ？　なんだったらこれ、飲んでけば？」

「……あ、ああ」

「じゃあ……お見送りご苦労さま。──チヴェディアーモ（またね）」

　バスに乗り込むと、左側、バス停寄りの座席に座り、菜々那は洋平に手を振った。

　が、手を振り返そうとはせず、洋平はただただ呼吸を整えている。肩を上下させ、必死に心しん肺ぱいを整えつつ、ほとんどにらみつけるように菜々那を見て──

　ぷしゅう、とバスのドアの閉まる音。

「よーへ？」

　ドアが閉まるのを待っていたのか。

　菜々那の見ている前で、洋平が、立ち上がった。

　大きく息を吸い込み、

　次の瞬間、

　空気をびりびり震わせ響ひびく、洋平の声──




「アウグーリ！」




　走り出すバスのなか。

　菜な々な那なは思わず窓を開け、身を乗り出した。

　鍛きたえこまれた腹ふつ筋きんから出た大声で周囲の注目を一いつ身しんに集めつつ、しかし知らんぷりして（しかし顔は真っ赤に染めて）再びベンチに座りこんだ洋よう平へいを、何も言えずにただ、見つめる。なんかもう今の大声で力を全て使い果たした、と言わんばかりにベンチにもたれかかった洋平だったが、菜々那の視線に気づき、むすっとした顔のまま、手を振った。

　周囲の好こう奇きの注目のなか、

　知らんぷりをしつつ、それでも顔を真っ赤に手を振る洋平の姿を消して。

　バスが角を、曲がる。

　座席に座り、窓を閉め──

　菜々那はシートに寄りかかった。

　背もたれに深く沈みつつ、考える。いったいどこで調べたのだろう。そこらの本屋にあるわけもないし、わざわざ家まで帰って、菜々那のあげた伊い和わ辞じ典てんでも引いたのだろうか。きっとそうだ、と思う。あんなに自転車を走らせて、……あんなに大声を、上げて。恥ずかしがり屋の、くせに。

　──ボクがイタリア語を聞きたいと言ったから。

　ボクに聞けばいいものを──わざわざ帰って、辞書引いて。

（……聞くんじゃ、プレゼントにはならないとでも思ったのかな？　驚かそうとか？）

（それとも恥ずかしかっただけ？）




（でもそういうの、好きだぞ、よーへ！）

（ドージマ・コウなんかより、ずっとずっと、かっこいい・ぞ！）




　しばらくして。

「……あの」前の席に座ったＯＬ風の女性が、おずおずと菜々那に話しかけてくる。

「今の子、知り合い？」

　答える菜々那。「友だち、だよ？」

　ふぅん、と旅なれた感じのＯＬ風女性はうなずいた。

　そしてたずねる。「……あのさ、アウグーリって、確かイタリア語で、おめでとう、とか祝福を、とかいう意味だよね？」

　菜々那の顔に、満まん面めんの笑みが輝く。

「うん！　ボク、今日、誕生日なんだ！」

　人なつっこい菜々那の笑みにつられたのか、ＯＬ女性は笑顔を浮かべた。

　そうなんだ、とうなずき、一瞬躊ちゆう躇ちよの様よう子すを見せたが、たどたどしい、しかしはっきりと分かるイタリア語で、菜々那に向かって言う。

「……ブォン　コンプレアンノ！（お誕生日、おめでとう！）」

「──！」驚き、すぐに笑って応える菜な々な那な。「グラーツィエ！（ありがとう！）」

「いいぞぉ！」だれかの歓声が上がる。

　何しろあれだけの大声だったのだ、バスの全員がそれを聞き、そして興味を持っていたのだろう。ＯＬの言葉に続くように、バスのあちこちから次々と声が上がる。菜々那の笑顔にひかれるように、笑顔とともに、次々に聞こえてくる言葉。おばさんから、おじさんから、子供から、若者のはちょっと少なかったけど、日ひ炉ろ理り坂ざかの人々から──

「アウグーリ！」

「アウグーリ！」

「アウグーリ──！」

「おめでとう──！」




　立ち上がりぴょこんと礼をした菜々那の姿に、巻き起こる拍手の嵐あらし──




　菜々那は椅い子すに座って、窓を見た。

　過ぎていく風景に重なり透すける鏡きよう像ぞうの自分に向かい、小さくつぶやく。

　アウグーリ！




（本当に……ありがとう）




　……日本での、初めての誕生日。

　ボクはきっと、今日を忘れないだろう。
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　雨の音は聞こえない──




　窓のくもりも手伝って、ぱっと見には判別できない霧きり雨さめのような雨の粒つぶ。道みち端ばたのところどころの水たまり、そのうえに浮かんでは消える波は紋もんだけがその存在を知らせる便り。

　雨にもかかわらず、外はモノクロの写真のように明るい。

（こういうの、狐きつねの嫁よめ入いりって言うんだっけ）

　一見天てん気き雨あめのようだが、実は朝から降り続いている小雨。この調子なら、多た分ぶん一日中降り続くだろう。それがこの辺りの──日ひ炉ろ理り坂ざかの雨。玄関ホールから窓の向こうに見える様よう子すにため息をつくと、真ま嶋じま綾あやは盗難防止のロックのついた傘かさ立てにキーを差し込み、自分の緑の傘を取った。

　傘をほどきつつ、エントランスに向かって歩き出す。

　ドアの上部に取り付けられたセンサーが綾の存在を近きん赤外線で検けん知ち、内蔵されたコンピューターが利用者と判断してドアを開く。とたんに夏の暑さと雨の湿気のまじったものが幽ゆう霊れいのようにもわっと侵入、全身にまとわりついてくる。もっとも、普段はいやな湿気なのだが、それまでクーラーに冷やされていたことも手伝って今はそれほど不快には感じない。

　少なくとも今のところは。

　綾は外に出た。

　前方の階段を上ってくる深紅色の傘に気づいて邪じや魔まにならないよう脇にのくと、荷物を抱えなおし、傘を開く。その横で階段を上ってきた人ひと影かげが、こちらは差していた傘を閉じる。

　開くと閉じるのがほぼ同時。

　ほとんど計っていたみたいに。

　綾はぼんやりと、傘のしたからその人影を見た。

　傘のしたからのぞく姿は、顔は見えないが、若そうだ。綾と同じく高校生かもしれない。ここは大ゆ城め跡あとだから、大城跡の高校生だろうか。あんなに真っ赤な傘なんだから、女の子に違いない。いや、あの鮮せん烈れつな赤い色、もしかして大人おとなの女の人かな？　などと取りとめもなく、思う。

　傘をたたみ、通り過ぎていく人影。

　建物の、エントランスのなかに入っていく。

　自動ドアの閉まる音に、綾は傘をわずかに持ち上げ、ドアの向こうの人影を見た。

　が、見えたのは当然後ろ姿だけ。

　さらにガラスの反射で後頭部の部分がぼやけていてよく分からない。建物の内より外のほうが明るいために、建物の内からは外の様よう子すがうかがえたのに外からは内がうかがえない。

　ただ赤い傘かさの色だけが、くっきり分かる。

　肩をすくめ、綾あやはきびすを返した。

　階段を、下る。

　中ちゆう途と辺りでもう一度、振り返り、今出てきた建物を見る。

　大ゆ城め跡あと付ふ属ぞく学校図書館。

　大学入試の準備のために通い始めてまだ一週間──にもかかわらず、綾はここを気に入っている。なんだろう、とても静かな、音を立ててはいけないような、だれかがどこかで音を立てたらそれがどんなかすかな音でもたちまち響ひびいてしまいそうな、そんな雰ふん囲い気きがなぜか気に入っている。

　窓のところに、赤い色が見えた。

　なんだろう、あの傘かな？

　あの人、傘立てを使わないで濡ぬれた傘を持ち込んだのかなぁ、と綾は首を振った。あまりよくないことだと思うが、せちがらい今の世のなか、仕方ないことかもしれない。大事な物は、自分の手で守らなければ。綾は先さき見たばかりの真っ赤な傘を思い出した。ほとんど見ていないにもかかわらずこんなに記き憶おくに鮮明なのは、やはりあの色のせいだろうか。きっと高い、ブランド物の傘だろう。ちゃんと、ビニール袋に入れてくれていればいいのだが。

　綾はあの人ひと影かげが見み栄ばえなど気にせず傘を袋に入れられる人であってほしいと願った。

　あの図書館の床は、濡れたらよく滑りそうだし。

　赤い色は移動せず、ただそこにとどまっている。

　何かの汚れみたいに。

　綾はかすかに傘をゆらし、水すい滴てきを飛ばすと回れ右、図書館を後ろに歩き出した。

　緑の傘をくるくる回し。
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　雨の日の商店街は、活気がなく、まるで日の光に焼け色あせた絵画のように寂さびれた風景を見せている。

　様々な看板をぼんやりと眺ながめつつ、歩く綾。

　大城跡・日ひ炉ろ理り坂ざか間の電車は四十五分に一本しかない。

　何しろ山を越えるため、歩く、なんてのは論の論ろん外がい（晴れた日ならまぁ、別だが）。この調子では時間までに駅には着かない──もはやどうにもそれを認めざるを得ず、綾はため息をついた。

　生せい来らい、夏の雨は嫌いではない。

　子供のころは、夏は雨が降るたびに合羽かつばをかぶり、お気に入りの傘かさと雨あま靴ぐつを履はいて行くあてもなく歩いたものだ（不思議と迷まい子ごにはならなかったが）。大ゆ城め跡あとの、見慣れぬ道をこうして歩いているうちにふとそのころが懐なつかしくなり、気がついたらかなりの時間が経たっていた。何をしたわけでもなくただぼぉっと歩いていただけなのだが。

　さてどうしよう、と雨の煙るなか、考える。

　ここはアスファルトに舗ほ装そうされた商店街のアーケード。ここをそのまま突っ切れば、しばらくして駅に着く──電車が過ぎたあとの駅に。戻れば図書館、だがいったん出てきた以上、戻っても勉強する気にはなれないだろう。大城跡の図書館は、日ひ炉ろ理り坂ざかの図書館と違って漫画や雑誌はおろか大衆小説さえ一冊もない。読み物としてあるのは文学作品ぐらいで、あとは辞書やら参考書やら学術書やら、とにかく勉強のためのものばかり。

　受験生なのだから、ひまがあるなら勉強しなきゃ、とも思うが、

　この降っているのかいないのか分かりにくい、しかし傘を差すのをやめれば確かに身体からだが濡ぬれていくような霧きり雨さめのなかでは、どうにも後戻り、というのがやりにくい。振り向くだけでも力を使うというか、面めん倒どうくさいというか、なんか奇き妙みように無気力にさせる何かが雨の湿気のなかにある。

　ぼぉっと考えながら、しかし足は止めず、綾あやは前に歩き続けた。

　路ろ地じ道みちを見つけ、足が勝手にそちらに進む。

　その先に何があるかは分からない。が、その方向は山に向かっていて、山すそには綾の友人、小鳥遊たかなし恕じよ宇うの住む神社がある。綾はぼんやりと、そこに向かおうと思っていた。その神社には、何度か行ったことがある。この道を通るのは初めてだが、山に向かえばきっといつかは着くだろう。そうだ、湿気で身体もべとべとだし、シャワーを借りて、小鳥遊がひまなら午後は小鳥遊といるのもいいかも。もしかしたら舞まい原ばる家のだれかが来ていて、帰りに送ってくれるかもしれないし。それに何より、小鳥遊は一緒にいて楽しい相手だし──

「──うわぁ」

　思わずつぶやき、綾は口に手を当て大きく息を吐いた。

　あのとき、小鳥遊が迷っていなかったら、あたし──多分。

　唇を、押さえる。

　ふと気づき、はっと辺りを見渡す。だれもいない。よかった。だれかがいたら、その人はきっとタコのように真っ赤になった高校生を見つけて救急車でも呼んでいたかもしれない。もっとも、この色を削そぐような雨のなかでは紅こう潮ちようした顔もそれほど目立たないかもしれないが。

　ただただ、力いっぱい抱きしめられたいと思うときがある。

　安心できる温かさのなかに、子供のように、ただただ包まれていたいと──

　でも、あたしが好きなのは、コウで。

　そしてあたしとコウはうまくいかなくて。

　同じ理由で小鳥遊たかなしともうまくいかなくて──って小鳥遊はそもそも女の子だけど。

　綾あやは笑った。

「……本当にうまくいかないなぁ」

　笑いながらも足は止めない。

　道はやがて、三さん差さ路ろに行き当たった。

　しかし綾の足は一瞬の躊ちゆう躇ちよもなく、まったくの迷いも見せず真んなかの道を選び、進んだ。

　雨の煙に霞かすむなか。

　軒のきに咲く、真っ赤な花か弁べんのユリの花──
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　道はやがて、勾こう配ばいを持つようになった。

　急ではない、緩やかな坂道。

　商店街を抜け、アスファルトの道はやがて山へと向かい始める。うっそうと木の茂るなかの林道となって。

　だが綾の足は止まらない。

　ふと、山を見上げる。山すそは上部のほうに、かすかに赤い鳥とり居いが見える。小さな点に見えるのは遠いせいもあるだろうが鳥居自体が小さいからだろう。

　ここからそれほど遠くはない。

　綾はなんとなく、そこを目指していた。

　そこは、綾の知っている新あら鷹たか神社の鳥居ではない。が、大ゆ城め跡あとには新鷹神社しかない以上、当とう然ぜん新鷹神社に属する物だろう。そこから新鷹神社に行けると思う。もちろんそう思うのだが──

　舗ほ装そうされたアスファルトの道。

　トンネルのように覆おおいかぶさる、左右に立ち並ぶ木々。

　よく耳を澄ませば聞こえてくる、雨が排水溝こうを流れていく音。

　どどどどどどどどどどどどどどどど……

（なぜだろう）綾は思った。

（あたしはこの風景に、見覚えがあるような気がする。大城跡で訪ねたことがあるのは小鳥遊のところと図書館だけ。他の場所なんて、知らないはずなのに、あたしはここを知っているような気がする）

（この道を通ったことがあるような気が──）

　これって、既視感デジヤブ？

　知らないはずの風景をまるで知っているように感じるという、あの？

　人の脳は、ときに不思議な働きをする。

　子供のころ、夏の雨が好きだった。

　あのころの気分をふと思い出し、浸ひたってしまった──そのせいで、見たことがない風景まで懐なつかしく感じているのかもしれない、そう、綾あやは思った。

　既視感デジヤブ。

　不快ではない。

　それどころかどきどきしている。

　どこか高揚した気分のままに、ほとんど霧のような雨のなか、綾は歩いた。傘かさを右手に、かばんを小こ脇わきにかかえ。どこかで見たような風景、どこかで歩いたような道を。

　唐とう突とつに、

（ああ、そうだ）

　道をはずれ、林のなかに入る。

（ここの先に、確か獣けもの道みちがあるんだ。そして、なんて言ったっけ。あれは、そう──）

　アスファルトと明らかに違う、土のやわらかい感かん触しよく。雨の湿気も手伝って、土は少し、ほんのわずかにぬかるんでいる。ぬかるむ土はすべりやすいのを、なぜだか綾は知っている。だからすべらないよう気をつけながら、道なき道を、ただ歩く。

　いつの間にか傘をたたんでしまったのは、木々のあいだを通るのに邪じや魔まになるから。

　かすかな雨も、

（あれは……そう……確か）

　雨に濡ぬれるのも、木々の露つゆに濡れるのも気にせずに、

（奥の──そう、奥の──）

　どんどんと奥へと分け入っていき──

「！」

　綾は獣道に出た。

　明らかに正せい規きの道ではない、そのうえを通る者たちの足により自然に踏み固められてできた道。

（思ったとおりだ……でも、どうして？　なんであたし、こんな道のこと、知っているの？　これも既視感なの？）

（ああ、でも……）

　林の奥へと続く、獣道。

　暗くて先はよく見えない。

　だが、綾はなんとなく、感じていた。この道はショートカットであり、この先に、おそらくあの赤い鳥とり居いがあることを。そして、ああ、覚えがある。いやになるほど覚えがある。なぜだろう、初めて歩くはずなのに、かつてここを歩いた覚えがある──




　何かが、かかと笑った。




　激しく鼓こ動どうを打つ胸を、押さえ、綾あやは周囲を見渡した。

　木々の間には何もない。

　遠く、アスファルトの道路が見える。──いや。

　木々、木々、葉々の間に浮いた、一枚の、狐きつねの面めん。

　神かみ棚だなでよく見かけるような、目を細め笑う狐の面──

　綾の注視に反応したかのように、宙に浮いた狐の面が搔かき消える。

　どこに消えたか視線をめぐらし、綾は木々の間ではなく背後、獣けもの道みちに人ひと影かげを見た。

　狐の面をかぶった人影。

　シルエットは女性っぽいが、全身を忍にん者じや服ふくのような物でくまなく覆おおっているために本当のところは分からない。そしてその装しよう束ぞくを、女性の人影はまったく普通に着こなしている。明らかに普通ではない格かつ好こうを、まるで普ふ段だん着ぎのように、何の違い和わ感かんもなく。

　狐の面をかぶった人影は、何するでもなくただ、立っている。

　ほとんど反射的に、綾は傘かさをバットのように構えた。

　笑い声──




「ようやく会えたな、真ま嶋じま綾」




　綾は振り返り。

　狐の面とは逆側、おそらくあの赤い鳥とり居いに続いているであろう獣道が消えていく闇のなかから人影が出てくるのを見た。

　人影は、鼻が長く、真っ赤に塗られた、いわゆる天てん狗ぐの面をつけている。

　山やま伏ぶしのような、白く汚れた装束のなか。

　まるで血のように赤い面。
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（──血？　いや違う、あれはきっと、夕日の──）

　異い形ぎようを相手に取り乱すことなく、綾はきっ、と天狗をにらみつけた。

　傘を前方に構え、口を開く。

「……ようやくって、まるであたしに会いたがっていたようなことを言うのね。……ああ、そうか」一人でうなずく。「だから、《知恵の実》か何かの力を使ってあたしをここに誘ゆう導どうしたわけ？　この変な気分、既視感デジヤブ……そういう、こと」

「……」

「そんなまわりくどいことしなくても、いつだって、堂々と真正面から会ってあげたのに。こそこそと隠かくれていたのは、あなたのほうでしょう？」

　傘かさを地面に捨て、きっ、と天てん狗ぐをにらみつける。

　そうだ。

　本当はやさしい人だった、《インヴィジブルエア》の犯人。その純真な心を利用され、人間ではなくなってしまった高たか虎とらくん。そして多分《パーフェクトワールド》の犯人も、全てはこいつが裏で、糸を引いていた。裏からこっそり手を回し、コウに敵対し──こいつのせいで、綾あやはひどい目にあった。いいや、綾だけじゃない、みんな、みんな……

　吐き捨てるように言う。

「コウは今、あごが壊れて物もろくに嚙かめない状態で、何より心が引き裂かれている。迷い、苦しんでいる。みんな、みんなあなたがたくらんだこと。そうでしょう！」

「……」

「いったいあなた、何者なの？　なんのために、こんなひどいことをするのよ！」

「……」

「答えなさいよ！　……あなたなんでしょう！　『夕日を連れた男』というのは！

　会いたかったって言うんなら、こそこそと裏に隠かくれてないでその面めん外して正体を見せろ！」

　かかか、と笑い声。

「いいだろう」木を打ち鳴らすような声を上げ、男は面に手をやった。

　そのまま外す。

　面のしたから現れたものを見て、綾は思わず息を吞んだ。

　そこにあるのは、空くう洞どう。

　頭の形の布ふ巾きんのしたにあるのは、ただの、虚きよ無む。




「──真ま嶋じま、綾あや」




　面のしたから現れた虚無、ただただ黒い闇やみを見て声も出せないでいる綾に向かって、何もない底の見えない空間は、言った。

「強がる必要はない。われにはおまえの心が見える。おまえが怯おびえているのが分かる。だから、強がるな。抵抗しなければ苦しみはない。

　……真嶋、綾。われが紡つむぎし計画の、最大の、イレギュラー。

　わが顔をのぞき、終わるがいい」

　かかか、と音が打ち鳴らされた。




　　　４




　違う、あれは本物じゃない、

　顔がないわけじゃない、あたしを動どう揺ようさせるため、『夕日を連れた男』が幻げん覚かくを見せているんだ──震える手を必死に動かし、綾は首の根元を探った。

　手が震え、うまく動かない。

　一歩一歩、ゆっくりと近づいてくる、顔のない男。

　顔のあるべきところに浮かぶ闇やみの宙から湧わきあがる声──

「驚いたな……これほどとは」

「……な、何が、よ」

「会わなかったのは失敗だった。やはり自分の目で見て、確かめておくべきだったよ」笑うように小さくつぶやく。「……あの男が間違うわけだ」

「だから、何の話よ！」

「……おまえは似すぎているのだよ。顔だけではない。姿かたちだけではなく、魂たましいの持つ雰ふん囲い気きが」

「……」冬ふゆ月つきさんのこと？

　こいつ、何を──

「そうだ、予想以上におまえは似ている」闇は繰り返した。「そう、似すぎている。わが予想外に。イレギュラー──おまえは、わが計画には必要ない、いや、これ以上在あってはならない存在なのだ。

　悪いが、おまえには舞台から退場してもらう」

　さらに一歩、闇やみが近づく。

（──あたしを、殺す気だ）

　ひるみ、一瞬退さがりかけるのを必死でこらえて足の震えを抑えつつ、綾は叫んだ。

「だったら、《グレイテストオリオン》なんかつけている間に殺せばよかったじゃないの！」

「……あのときはまだ、これほどとは思っていなかった」

「そう、それで、あらためて見てやっぱり殺そうと思ったわけ？　あなたいったい何なに様さまよ！　あたしを──人間をなんだと思っているのよ！」

「人間などちりあくた、弱い者は強い者に何をされても文句は言えぬ。そして、ここはまさにそういう土地よ。弱者が強者におもねる土地」

　笑いつつ、ゆっくりと、一歩ずつ、近づいてくる闇。

　綾あやは必死で、首を探った。

　動揺に狂った指先を必死に動かし、それを探す。

　ようやく探り出し──

　綾の左手が何かを握り締めているのに気づき、闇は笑った。

「抵抗するな、真ま嶋じま綾。約束しよう、苦痛は与えない」

「いらない約束よ」

「せめてもの情なさけだ。穏おだやかなうちに終わらせてやろう」

「そんなお情けも必要、ない」

「……だが、おまえに何ができる？」かかか、と硬い音が綾の鼓こ膜まくをきしませる。「わが夢む幻げんの力の前で、小こ娘むすめ一人に何ができる。ああ、だれもここには来ない。だれもおまえを助けられない。だれもここには入れないし、おまえもここから出られない。

　おまえは独り。頼れる者は、おのが身のみ。

　だがこの果てしなき闇に対し、おまえにいったい何ができる？　このくだらない土地の、ぬるま湯のような日常のなかで、おまえは闇というものについていったいどれほどのことを考えてきたというのだ？」

　握られた綾の左手に、力がこもる。

「あなたは──」

「われは闇よ。闇を見つめ、闇を想い、いつしか闇に同化せし者よ。

　おまえはわれにはかなわない。

　ただひとり闇と相あい対たいし、おのが弱さをゆえとして、おまえは死んでいくのだ──」




「おどかして、いるわけね」綾は吐き捨てた。




　ゆっくりと、握った手に力を入れる。

「大おお仰ぎような言葉を使って、子供だましであたしを脅おどしているわけだ」

　首にかけていたそれを握り締め、力いっぱい、引く。

　首にチェーンがくいこみ、次の瞬間ぶちっとはじけるのを感じ、微笑ほほえむと、綾あやは決然と、闇に向かって話しかけた。

「あいにくとあたし、脅きよう迫はくされて言いなりになるのにはもううんざりしているのよね。……おかげで正気に戻れたけど」

　握り締めていた左手を、ゆっくりと広げていく。

　千ち切ぎれた鎖くさりが落ちていき、現れる、銀の鍵かぎ。

　何変へん哲てつない銀製の鍵──

「何をする気だ？　それで」綾の手のひらのうえを見て、揶や揄ゆするように闇やみが言った。

「決まっているじゃない」こちらも笑みを浮かべて、綾は答えた。「いけすかないやつと戦うのよ。いけすかなくなりたくないから」

「戦う？　おまえにいったい何ができる？」

「できることをするのよ」

「おまえにできることなどない」闇の笑いが高くなる。「おまえは弱く、無力であり、弱者は強者のにえとなる。弱じやく肉にく強きよう食しよく、それが自然のさだめ」

「その変な話し方、やめたら？　もうあたしには効果ない──むしろ、逆ぎやく効果？」

　まったく平静に、綾は闇を見た。

　左手のなかの鍵を握り、その感かん触しよくを確かめて言う。

「いいわ、それが望みならいちいち答えてあげる。弱肉強食、それは強い者が弱い者を食べることじゃない、弱かった者を強かった者が食べる、そういうことだとあたしは思う。ときにはライオンが負け、土になったその身体からだから生はえた草をシマウマが食べるんだから──

　──シマウマが走るとき、それは逃げているんじゃない。

　自分のできる方法で、精せい一いつ杯ぱい、戦っている。

　ただ弱いというだけで、自分の尺度で弱いと感じるというだけで、バカに、するな」

「……小こ娘むすめが、言うことよ」闇の声から感情が消える。「……それでおまえに何ができる？　いったい何ができるというのだ？」

（そう……あたしに何が、できる？）

　綾は銀の鍵を見た。

「……それも答えてあげるわよ」そっと、つぶやく。




「──ザ・シルバー・キー」




　──銀の鍵かぎが輝き出し。

　カエルの声が聞こえ始めた。




　　　５




　どこか懐なつかしい、カエルの声の合唱のなか、綾の手のひらのうえで輝き始める銀の鍵──

　──いや、実際に輝いているわけではない。それは、ただ綾あやの目にそう見えているというだけのこと。この周囲から聞こえるカエルの声が実際のものではなくただのまぼろしであるように、ただ綾が輝いていると思い込み、幻げん覚かくを見ているだけのこと。

　それでも確かに、綾には鍵が輝いて見える。

　イハナに頼んで作ってもらった、工く房ぼうという職人の手による精せい緻ちな細さい工くの手作りの鍵。その輝きを目に焼きつけ、綾は瞳を閉じた。闇やみのなか、それを見る。残ざん像ぞうのようにはっきり残った銀の軌き跡せき。そして奇き妙みようなエコーに響ひびくカエルの鳴き声。すべては──

（あせるな、ゆっくりと）

（重ねるんだ、光と、鍵を）

（現実と、夢を──）

（さぁ、導いて、銀の鍵。あたしの森──『真ま嶋じまの森』へ──！）




　──ゆっくりと、綾は目を開けた。




　目の前に、光り輝く銀の鍵。

　おだやかに、まるで深い眠りから覚めたばかりのように、そっと、綾はあたりを見渡した。

　林ではない、『森』のなか。

　前方に、山やま伏ぶし装しよう束ぞくの男。

　その顔は、いつの間にか再び真っ赤な天てん狗ぐの面めんで隠かくされている。

　天狗はあざけるように、言った。

「……さて、それで？」

「……」

「……おまえは鍵を見つめ、そして目を閉じた。再び開けて、それで世界が変わったか？　状況が何か変わったか？」

「ええ」綾ははっきりと、うなずいた。

「……何？」

「……あなたの、心臓の音が聞こえるわ」笑って言う。「……ええ、分かっている。本当はとても小さくて、聞こえるはずがないのかもしれないけれど、それはただ気づいていないだけで、この静かな森のなかでは、小さな音までよく聞こえる。……カエルの声がリズムになって、それを際立たせてくれるから」

「……何を言っている？」天てん狗ぐの声を打ち消すように、

　まるで応援するかのようにカエルの鳴き声が大きくなるのを感じ、綾あやは微笑ほほえんだ。

　そうよ、とうなずく。

「天狗さん、あなたはいま、動どう揺ようしている。それが分かるわ。この『森』のなかではね」

「……だから何を言っている？　森？　カエルだと？　ここは林……さっきから、おまえは何を言っている？」

　綾は一歩を踏み出した。

「質問が間違っている。……何を見ている、でしょう？」

「なんだと？」

「あたしは今、『夢』を見ている」綾は微笑んだ。「ただの夢じゃない、自分で制御し操あやつれる、『明めい晰せき夢む』というやつ。それはもちろん、現実には何ができるわけでもないけど……

　受け取った情報を、自分なりに変換できるのよ。この『森』のなかでは」

　そうよ、とうなずく。

　今いま聞こえているカエルの声は、本物のカエルの声ではない。幻げん聴ちよう──綾以外には聞こえないそれは、言わば『場の雰ふん囲い気き』を夢がカエルの声に変え、綾に分かりやすいよう伝えてくれている、というだけのもの。なぜカエルなのかも分からないそれを、綾が、勝手に応援と思い込んでいるだけのもの。

　夢とは、一種の信号。

　かつて綾の友だち、舞まい原ばるイハナは言った。夢とは、無意識が察さつ知ちした漠ばく然ぜんとした情報を記き憶おくと合わせて分かりやすい形に変えたものである、と。欲求があれば夢に出て、不安があれば悪あく夢むとなり、『予よ知ち夢む』のように思えるものは単に本当は無意識で気づいていたことをあらためて認識させているだけのこと。

　夢はときに、そういう働きをする。

　ならば明晰夢というのは夢を制御しその情報をとらえるためのもっとも有効な手段。

「夢だと？」天狗が無感情に、言った。「おまえは起きながら夢を見ているというのか？　リアルタイムの、夢を？」

「そうよ──この鍵かぎを引き金として」銀の鍵を示す。「あたしは自己催さい眠みん状態──起きながら夢の世界に入れるようになった。われながら危ない人な気もするけど。……ここが本当に木立のなかだからかな？　これだけ調子よくシンクロしたのは初めてだけど……

　あれからずっと、そういう練習をしてきた。

　あたしなりに、戦うための特とつ訓くんを。

　──あなたのおかげよ、『夕日を連れた男』。あなたの仕組んだ事件のおかげ」

　いや、違う──傷ついたから強くなったわけじゃない。傷つき、そしてその傷はもうどうしようもないけれど、これ以上傷つきたくないと思うから、そして大事な人を同じように傷つけさせたくないと思うから──

　天てん狗ぐはかかと、笑い声を上げた。

「……なるほど、起きながら夢が見られる──だから、なんだ？　力だと？　それで何が変えられる？　貴き様さまが無力なのは依い然ぜんとして──」

「そう思うなら、もう一度そのお面を取ってみたら？　なんでまた付け直したわけ？」

「……」

「ほら、また鼓こ動どうが大きくなった。……言っとくけど、逃がさないわよ」

『森』のどこかで、鳥たちが飛びすさる音。

　綾あやは身構えた。

　天狗は何もしていない。動いていない。にもかかわらず、カエルの声に怯おびえるような震えが混じる。綾は全身を緊きん張ちようさせ、身構えつつ機を待った。ああ、来る。もうすぐ来る。もうすぐあいつが襲おそってくる。話すのをやめ、あたしを殺すために。カエルの声がだんだんと、小さくなっていく。逃げ出すように。緊張が、高まっていく。来る。それが分かる。この声が止まるとき──




　カエルの声が、止まった。




　その瞬間、何も考えず綾は自分の右へと跳んだ。自分の行動になんの疑いを持つこともなく、決めた通りに反射レベルで身体からだを動かし、避ける。スポーツで鍛きたえた身体は意志に反することなく動き、綾は地面に倒れつつかばんからそれを取り出して──

「──くぅっ！」

　左手に衝しよう撃げきを受け、天狗は後ろに跳びすさった。

　綾の身体をつかむことなく、左手のひらに突き立った、ボウガンの矢。

　その手に電動式の小型ボウガン（弾だん丸がんの代わりに矢を射しや出しゆつする銃）を持ち、本気で心配そうにたずねる撃うった張ちよう本ほん人にん。

「……大丈夫？」

　なんの痛つう痒ようも見せず手のひらから矢を引き抜くと、流れる血を気にするでもなく天狗は言った。

「……驚いたな。われの死角が、分かるのか」

「……ええ」

　なぜかは分からない。

　だが、分かる。

　この『真ま嶋じまの森』のなか、天てん狗ぐの男の前方は、とても明るい。そこからはのがれようがないほどに明るい。なのになぜか、男の左前方、綾あやから見て右側の方にだけ、暗がりがある。他の明るさに比例して海底のような暗がりが。この『森』のなかでなら、それが分かる。なぜそんなところに暗がりがあるのかは分からないが──天狗の面のせいかもしれない──とにかく暗がりがあるのは分かるし、それでじゅうぶん。

　綾は、それが天狗の死し角かくだろうと推理していた。

　それだけではない。

　その死角──深い暗がりのなかに、何かが潜ひそんでいることも、分かる。

　網あみを張り待つクモのように、そこには何かが待ち受けている。わざと、誘うように──確かにそこは死角だが、しかし死角に入るのは逆に危険、だから綾は右に跳び、死角に入ると見せかけてそこを攻撃した。そしてやはり、そこには何かが潜んでいた。

　流れる血の赤をそのままに、綾を見つめる天狗の面。

「……驚いたよ」抑よく揚ようのない声が言う。「まさかおまえごとき小こ娘むすめに、死角のことを知られるとはな。しかも、その死角への備えをつかれるとは……。条件反射で、つい手が出てしまった。修しゆう練れんが災わざわいしたわ」じっと自分の左手を見る。

「……」

「……おまえの、……夢が、そこまで教えてくれたというのか？」

　綾は首を振った。

「いいえ。夢は、ただ分かりやすく伝えてくれるだけ。教えてくれるのは、『真嶋の森』。──そして『森』となる、あたしを取り巻くすべての情報、この現実」

「……」

　綾は微笑ほほえんだ。

「『部長』の言うとおりよ。この世の全ては、あたしが、あたしたちが生きるためにある。ただ気づけていないだけで、それは確かに教えてくれている。──この世にはすばらしいものがあり、現実は、ただ厳しいだけじゃないということを。さっき言ったわね、闇やみを見つめなんたらかんたら、とか。そんなあなたに、分かる？　闇だけ見てきた人間に、それが、分かる？」

「……」

「現実も、夢も、ただ教えてくれはしない。だからあたしは推理する。夢を、情報を、日常を、なんでもないことを。推理して、自分の目で、自分の力で見つけ出す。すばらしいことを。奇き跡せきを。闇ではなくて光を──

　──人生の、探たん偵ていみたいに」




　天狗の周囲で『森』がざわめく。




　天てん狗ぐが動どう揺ようしているのをはっきりと感じながら、綾あやは今いま自分が口にしたことを考えた。

　人生の、探たん偵てい。

　なぜだろう、初めて口にした言葉なのに、かつて耳にしたわけでもない言葉なのに、なぜかとてもしっくりくる。ずっと探していたような、懐なつかしささえ感じるような──

　天狗が動揺している？

「そう、あたしは推理する。人生の探偵のように」綾は繰り返し、天狗に一歩、踏み出した。「そしてあたしは負けない。たとえ今弱くても、いつまでも弱いつもりはない。それに甘えたくはない。だから戦う。

　──退ひいたわね、『夕日を連れた男』」

「！」

　天狗は足もとを見、自分がいつの間にか一歩退さがっていたことを確認した。

　綾を見、独り言のようにつぶやく。

「……おまえは、いったい、何者だ？」

「あたしは、真ま嶋じま綾よ」綾は応えた。「あなたが言うところの、イレギュラー？　弱者？　無力な小こ娘むすめ？　でもここは『真嶋の森』。あたしを応援してくれる、あたしの森。テリトリー。

　──分かる？

　男の心は庭。男はそこをきれいに掃除し、自分が気に入ったものを植え、自分に合うもので、飾る。でも女の心は森。女はそこに何も植えない。ただ生はえるのにまかせ、生まれた物すべてをただ、受け止める──」




「また退いたわね、『夕日を連れた男』」




　さらに一歩退いた男に、

　綾は、更なる一歩を踏み出した。

　ゆっくりと、天狗に近づきながら言う。

「分かるわ。動揺し、ここは退こうと思っているのが。混乱し、ここから逃げ出そうとしているのが──

　──ふざけるな！」

　ボウガンを構え、『夕日を連れた男』に向け、叫ぶ。

「突然現れ、無力だから死ね？　イレギュラーだから死ね？　勝手な都つ合ごうで殺そうとして、動揺したら自分の都合で逃げるわけ？

　ふざけるな！

　バカにするのもいいかげんにしろ！」

　綾あやの周囲で森がゆがむ。

（──ダメだ、落ち着け）

　唇をかみ締め、怒りに沸き立つ心を必死で抑えつつ、綾は心につぶやいた。ダメだ、落ち着け、冷静になれ。静かな、ニュートラルな心でなければ『真ま嶋じまの森』は話してくれない。カエルは応援してくれない。全てを受け止める心がなければ──

「勝手に現れたからって、勝手に消えさせはしないわよ、『夕日を連れた男』」

　綾は静かに、穏おだやかに、言った。

「ずっと、待っていたのよ。あなたに会うときを。

　──逃がさない。

　あなたには全てを話してもらう。この悪あく夢むを終わらせるために」

　多た連れん装そうの電動ボウガンのマガジンを、すばやく、二動作で付け替える。

　天てん狗ぐの男がかかかと、笑った。

「まったく、自分の浅せん薄ぱくさに呆あきれ返るわ」

「……」

「本当に、見くびってしまったものよ。真嶋綾。……われも年を取ったものだな」

「……」

「いいだろう。ただでは返さないというなら、こちらも相そう応おうを覚かく悟ごしよう。

　……だが、おまえにそれを撃うてるのか？　いや──

　おまえに人が殺せるか？」

　カエルの声が高鳴った。




　　　６




「待て」手を突き出した天狗の声に、

　綾の後ろにいた狐きつね面めんの動きが止まる。

「手出しを、するな。この娘は想像以上に危険だ」

　狐面の女性に注意をすると、天狗はあらためて綾を見た。

「さて、真嶋綾。われを素直に逃がさないというなら、どうする？　われも素直につかまるつもりはないぞ？」

「……つかまえるわ」

　かかか、という乾いた笑い。

「殺す危険を覚悟して、か？　そのボウガンにはじゅうぶんに殺さつ傷しよう能力がある。先は何も考えず撃ったようだが、この状況、もはや何も考えず、というわけにはいくまい。だが、殺す危険を冒してまで、おまえに人が撃てるのか？　いいや、おまえには人は撃てまい。殺せまい。この平和な時代で、貴き様さまのような人間が──」




「だまれ──その理り屈くつには虫むし酸ずが走る」綾あやは天てん狗ぐにしっかりと、ボウガンを向けた。




　天狗の笑いを隠かくすほどカエルの声が大きくなるなか、視線をそらさず天狗の面の目を見つめ、はっきりと言う。

「そう、あたしは人を殺せない。たとえコウのためであっても、そのときにならなきゃ分からないけれど、多分、きっと。でもそれが何？」

「……」

「確かに一時期は迷った。けれど、今のあたしに迷いはない。もう、自分が間違っているとは思わない。確かにあたしに人は殺せない。でもそれが、甘いとも、間違っているとも思わない」

　ボウガンの引き金に指をかける。

「……おまえは」

「確かに、あたしに人は殺せない。でもだからこそあたしの目は、よく狙う。あなたを殺さずすむように」

「……」

「確かに、あたしに人は殺せない。でもだからこそ、あたしの指は練習する。間違って撃うってしまわないよう、しっかりと、狙った物に当てられるよう」

「……」

「あたしに人は殺せない。でもだからこそ、よく考える。どうすれば殺さないですむか。どうすれば、一番傷きずつけずにすむか──」

　ゆっくりと、狙い──

「確かに、あたしに人は殺せない」綾は言った。「でもそれを、間違っているとは思わない。殺せることを誇るやつこそ間違っている。殺せない人を笑うやつこそ間違っている！

　人を殺せないことを、バカになんか、絶対、絶対、させるもんか！」

　そうだ、人を殺せることなんて、決して、決して強さではない──この数カ月、自ら銃を撃ち、さまざまな事件にかかわることで、綾は自らそれを見つけ出した。

　ふと、舞まい原ばる家、人形に向かい剣を振るうジィ・ニーの姿を思い出す。

　彼女は強くなるために、人を斬きりたいと思っているらしい。

　なぜそんなことを考えたかは分からない。だが、その気持ちはなんとなく想像できる。あの《インヴィジブルエア》事件のとき、コウを助けるためであるにもかかわらず拳けん銃じゆうの引き金を引けなかった綾は、以降ひたすら銃の練習をした。もしものとき、今度こそ──たとえ相手が人間であっても──引き金を引けるようにと。

　でもそれは、間違っている。

　今の綾あやは、断言できる。

　人を傷つけられない弱さはたとえあるとしても、人を傷つけられることは、決して強さなんかじゃない。たとえどんな理り屈くつをつけても。

　でも、言葉ではそれを言えないから。

　あたしがそれを証明する。行動で。

　あたし自身がこの信念を持ったまま強くなることで──

「さぁ、いくわよ、『夕日を連れた男』。あたしとあなた、果たしてどちらが正しいか──」

　決意を込め、ボウガンの引き金をゆっくりと──




「──」




　──天てん狗ぐの男が、何か言った。

（……ええ？）綾の目が、見開かれる。

（……こいつ、い、今、なんて言った？）

　思わず引き金から指を離し、たずねる。

「い、今、なんて言ったの？」

「動くな」

　それは綾への言葉ではない。

　手を突き出し、再度、狐きつね面めんの女を止める天狗の男。

　かか、と笑う。

　かかか、と笑う。

「見事だよ、真ま嶋じま綾。ここはわれの完敗よ。今日のことはしっかりと、肝きもに銘めいじておくとしよう。同じ過あやまちを二度と繰り返さぬように」

「だ、だまれ！」あわてて銃じゆう口こうを向け直す。「それよりあなた、今、いったいなんて言ったのよ！」

「なに、見逃してもらうことのお礼よ」木を叩たたくような笑い声。「見逃してもらう代わりに教えてやろうと思ってな。堂どう島じまコウの秘密を」

「見逃すつもりなんか──」コウの──？

　天狗の声から抑よく揚ようが消える。

「おまえの勝ちだ。真嶋綾。おまえがどうやってわれを捕まえる気かは正直分からん。おまえが何を狙い、何を見つめているのか、正直われには分からん。

　だがわれは、おまえの言葉を信じよう。

　われを捕まえられると言う、おまえの言葉を信じよう。そしてもはや見くびらん。だからこそ、逃げるため、われは秘ひ中ちゆうの秘ひを明かすのだ」

「──だまれ！」

　天てん狗ぐは、笑い。

　再びそれを繰り返した。




「──は、真実ではない。すべては──」




『森』が、ゆがむ。

　急速に上方に引っ張られるような感覚に、綾あやは深しん呼吸をしようとした。

　が、できない。

　はっはっと、浅い呼吸しかできない。

　必死に落ち着こうとするが──

「うそよ」かろうじて声を発する。「そんなの、うそよ」

　しわがれ声が否定する。「いいや」

　カエルの声が消えていくなか。

「そんなの、うそよ」つぶやくように、綾は繰り返した。「……絶対うそ。あたしを動どう揺ようさせようと、いま作ったばかりのうそだわ。そんなことできるはずがない。不可能よ」

「ならば聞いてみるがいい、お友だちの小鳥遊たかなし恕じよ宇うに。なんなら恕宇の父親なら、その道の専門家だろう？　彼に聞いてみるがいい、それがはたして本当に、不可能かどうか」かかか、と声が言う。「……だが本当に、それをたずねる必要があるか？　おまえは心のどこかで、すでに納なつ得とくしているのではないか？　コウ、そして小鳥遊恕宇のあの──」

「……だまれ」

「あの男が好きなのだろう？　残念だったな。その恋が実ることなど決してない。あの、舞まい原ばるの娘と同様に。二人そろって──悲しいなぁ、現実は」

「だまれ」

「言ったな、世界は光で満ちていると。だが光が強ければ強いほど、その闇やみが濃くなることもまた真実よ。今のコウこそまさしくピエロ──」

「だまれぇ！」

　叫び、脅おどすようにボウガンをつきつける綾。

　天狗はしわがれ声で笑った。

　そして、言う。

「……なぁ真ま嶋じま綾。おまえの目は、今もまだよく狙っているか？」

「……あ、あたしは」

「今もまだ、頭はしっかり考えているか？」

「……だまれ」

「おまえの指は、今なお理想に従うか？　それとも──

　──いいかげん、くだらぬ夢から覚めたか？」

「うるさい！　だまれと言っているんだ！」銃を突きつけ。

　綾あやの声から抑よく揚ようが、感情が消える。

「──あんたは……人間じゃない」ボウガンの先を天てん狗ぐに向け、引き金にしっかり指をかけ、確認するように、問う。「本当に、そんなことをしたの」

「ああ」

「うそよ！」

「いいや」

「──だったらあんたは人間じゃない。そんな、そんなひどいことをできるあんたは人間じゃない。あんたは絶対人間じゃ──」

「いいや。われこそ人間よ」天狗は笑った。




「呆あきれるほどに矮わい小しようで、おのれの業ごうをどうにもできぬ人間よ」




「だまれぇぇぇ！」




『森』ではない、昼なのに暗い林のなかで、綾はボウガンを、撃うった。

　何も見ず、考えず、ただただ指の動くまま。

　感情の爆発するままに──
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　──気がつくと、

　舞まい原ばる家特製の電動ボウガンの矢をすべて撃ちつくし、綾は林のなかに座り込んでいた。

　ふと、自分がびしょ濡ぬれなのに気づく。

　気がつかなかっただけで、雨はずっと降り続いていたのだろう。

　周囲にはだれもいない。林のなかに、綾ひとり。

　あざ笑うかのように、ボウガンの矢がひとところにまとめて落ちている。

　綾は笑った。

（きっとあいつはあたしが撃った矢を、全部手で受け止めたんだ）

　人間技じゃない、やっぱあいつは人間じゃない、と笑う。

（……でも、分かっていた。あいつがそれをできることは。『森』が教えてくれていた）

（だからあたしは、まずあいつの体勢を崩し、それから撃たなきゃいけなかった。あいつではなく、あいつがここにつくった……結けつ界かい？　檻おりみたいな物を）

（分かって……分かっていたのに……）

　怒りにわれを忘れて、逃がしてしまった。

（それだけじゃない。あたしは、あたしのこの指は、えらそうなことを言いながら、結局──）

　のろのろと、立ち上がり。

「……イハナに、連絡しなきゃ」綾あやは独り言のようにつぶやいた。

　そう、『夕日を連れた男』が現れたことを。

　ああ、でも、なんて言う？

（言えない）

（言えるはずがない）

　コウに、小鳥遊たかなしに、イハナに、あんなこと言えるはずがない──

　かばんを見つけ、拾おうとして。

　綾は再び座り込んだ。

　そのまま地面を殴なぐりつける。

　何度も、何度も、何度も、何度も──

（……ゆるさない、『夕日を連れた男』……）

（おまえだけは、絶対に、絶対に、ゆるさない！）

　地面を、撃うつ。何度も。

　それは赤色。

　白い肌はだを汚してさらに鮮やかな色。
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「……にしても驚きましたねぇ」

　どことも知れぬ洞ほらのなか、安全な場所で一ひと息いきつくと、天てん狗ぐの面めんをつけた男はそれまでのしわがれ声からは考えられないようなほがらかな声を出し、言った。

「まさかあれほど強くなっているとは。まったく、若いというのはあなどれませんね。うらやましい」

　天狗の左手に札を載せ、狐きつねの面をつけた女が言う。

「……よかったのですか？」

「いや、それはもちろんよくありませんよ。ですが……仕方ありません。まさか本当に殺すわけにもいきませんし」ほう、とため息をつく。「彼女を操あやつり人形にするのは、あきらめましょう。度を越して危険すぎます」

「そうではなく」

「……ああ、アレをばらしちゃったことですか。ああイタタ、もっとやさしく」ふうふう息を吐き、首を振る。「ま、いずれはばれていたことです。あの子の心に呪のろいを打ち込めましたし。それでよしとしましょう」

「……」

「必要なのは制御できない味方ではなく、予測しやすい敵です」鼻を空にそびえたたせて天てん狗ぐが笑う。「呪いをうがたれたことで、あの子の行動はもう、予測できる」

「……」

「それにね、私、がんばっている子を見るのは好きなんですよ？」

「……」

「ほら、なんかあの子を見ていると、応援したくなりま……イタァ！」

「終わりました」とっても冷たい女の声。

　声とともに、天狗の左手から札をはがす。

　と、ボウガンにうがたれたはずの手のひらの傷がきれいさっぱり消えている。

　その傷は今いま女の持つ札のうえにあり、生き物のようにどくんどくんと脈みやく動どうしている。

　狐きつね面めんの女はまるで鼻をかんだあとのティッシュを見るようにそれを確認し、傷を内側にして札を二つに折った。

「これこれ」札を破ろうとする女を止める天狗の男。「いけません。それはとっておいてくださいな」

「……なぜです？」

「分かりませんか？　『夕日を連れた男』は、左手に傷を負っているのですよ？」

「……」

　女はうなずき、二つに折った札に何か印しるしを施ほどこしたのちそのままふところに入れた。

　天狗を見る。

「それでは、イレギュラー……真ま嶋じま綾あやは、そのままに？」

「ええ。もうしばらくは静せい観かんしましょう。どうも彼女は……なんです？　その顔は」女を見て笑う。「口を尖とがらせて……まるで狐きつねのようですよ？」

「……これは面です」

「ああそうでした。すいませんねぇ。きれいな顔を隠かくさせて」

「……まだ嫌われたくありませんから」

「……そうですね」天狗はうなずいた。

　──ふと、真嶋綾を、思う。

（確かに彼女は、言った。『人生の探たん偵てい』と）

　その言葉は──

　──運命というやつは、どうも予断を許さない。ま、悪魔、なんてものがかかわってくる以上、簡単にはいかないと思っていたが。

　狐きつね面めんの視線に気づき、うなずく。

「何、大丈夫ですよ。……結局、最後に笑えばいいんですから」

　闇やみのなか、赤い鼻を宙に伸ばして。




　天てん狗ぐの男は呵か呵かと、笑った。







[image: 『いいや、うそだよ』]
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　かすかな湿り気がいつから滝になったのか、だれも知らない。




　山の頂上付近の岩の割れ目から始まる苔こけしか知らぬ湿り気は、やがてちょろちょろという流れを作り、暑い日はすぐに枯かれそうな浅い水の流れは下っていつか川となり、やがて滝となる。中国には竜りゆう門もんという急流があり、そこを登った鯉こいは竜に化けるというが、鯉が滝を登るさまから生まれたであろうその激しい説せつ話わより、かすかな、そして穏おだやかな流れがいつか滝になるその様よう子すこそあるいは『竜になる』という言葉にふさわしいのかもしれない。

　その滝は土地の者に、『竜りゆう神じんの滝』と呼ばれていた。

　もっとも、かつては勢いがあったのかもしれないが、今は名前ほど迫力のある滝ではない。むしろ打うたせ水みず程度の勢いという穏おだやかなものであり、滝つぼは渦うずも巻かずにただ水のしぶきが上がり、天気のいい日は気分よく虹にじを見せてくれる。

　あるいはその虹こそ、竜神の由ゆ来らいなのかもしれないが。

　いい感じで水のたまった滝つぼの底はなめらかな岩いわ肌はだであり、よどみをためることもなくさらに下流へと落ちる。水場としてはこれほどいい場所はないのだろうが、それでも土地の者はここに寄り付かない。子供さえ泳ぎに来ない。それは、もちろんこの滝のそばに住む人間が恐れられているせいもあるだろうが、この滝自身が竜神のものとして畏おそれられているからだとシュウは思う。

　ここに住んでいる（そして、少なくとも年ねん齢れい的には少年の）シュウですら、この滝で遊ぼうと思ったことはない。

　にもかかわらず──

「こんなところにいたのですか」シュウは静かに、驚かさないよう声をかけた。

「ああ、シュウか」

　浅いところで滝の流れに身をひたし、日焼けではない褐かつ色しよくの肌はだをした少女は、黒っぽい作さ務む衣えに身をつつんだ利り発はつ的なしかしどこか影のある幼い少年の言葉にのんびり答えた。

[image: ]

「……やはり、滝はいいなぁ。久しぶりだ、この感かん触しよく。日ひ炉ろ理り坂ざかには滝がないからなぁ」

「あなたは子供のころも、ここで泳いでいたのですか？」

「うむ。シュウは？」

「泳ぎません」

　少女は目を丸くした。

「泳げないのか？　まさか滝が怖いとか……」

「泳げますよ。泳げますし、滝など怖くはありません。鍛たん錬れんにも使っています。そうではなく、遊びで……いや」ふう、とため息をつく。「いいですよもう。別に」

「では、一緒に泳ごう」

　シュウは皮ひ肉にくっぽく言った。

「……あなたがここに帰ってきたのは、任務で失敗続きのだらけた自分に喝かつを入れるため、とうかがいましたが」

　少女は素直にうなずいた。

「うむ。そして、帰ってきてよかったと思う。初しよ心しん、というか、ここで一所懸けん命めい修行していたあのころを思い出せたよ。……あのころもよくこうやって、修行の汗を流したものだ」はうあ、と息を吐き、つぶやく。「……ああ、やはり水は気持ちいい……」

　言葉を失い黙り込むシュウ。

　しばらくして。

　少女はふと気がついたように、言った。

「ああ、そう言えば、……いんがよろしく、と言っていた」

「……うそでしょう？」

　少女の顔が悲しげにゆがむ。

「やはり、分かるか」

「……」

「……やっぱり、私はうそが下へ手たなんだなぁ。いかんなぁ、子供みたいで」

「あなたがうそが下手なのはともかく」無感情に少年は言った。「義ね姉えさんがぼくを心配するような人ではないことはぼくが一番知っています。……それより、義と父うさんの様よう子すはどうですか？」

「冬ふゆ月つき氏し？　冬月氏は、……相変わらず自室にこもりっぱなしのようだ」

　シュウは微笑ほほえんだ。

「さすがにあの人も、実じつ子しの死はショックだったようですね。でも油ゆ断だんはしないよう姫さまに伝えてください。老いたりとはいえかつてはスタッフのトップを張った男だ」

「ああ。姫さまも、そのへんのことは分かっていらっしゃるようだが……」

　水辺に座り込んだまま、じっ、とシュウの目を見る少女。

「……なんです？　じっと見て」

　しばらくして、思い切ったように少女は口を開いた。

「なぁ、シュウ」

「だから、なんです」

「私はおまえの姉あね弟で子しだ。姉弟子というのは、つまり姉と同じことだ。そうだろう？」

「……ですかね」

「だから、甘えたくなったらいつでも私に甘えるがいい。この胸で抱きしめてやるから」

　言うなり水辺に座ったまま、ほら、飛び込んでこい、と言わんばかりに手を広げる。さらし（ようするに長い布）の巻かれた自分の胸を見て、ちょっと顔を赤くして言う。

「……堂どう島じまコウの言葉によると、私に抱きしめられるのは気持ちがいいそうだぞ。ほら」

「……余よ計けいな気き遣づかいです」シュウは憮ぶ然ぜんとした。

「遠えん慮りよなど」

「していませんし、ぼくはあなたに甘えるつもりはありません。父や姉にも同様です。心配などしてくださらなくて結けつ構こうです。ぼくは立りつ派ぱに子供をやっていますから」

「……そうか」

　しょぼん、とうつむく少女。

　静かに言う。「あのな、シュウ」

「はい」

「私は同情ではなく、本当に、おまえを弟のように思っているんだ」

「分かっています。……いえ本当に分かっていますよ。ほら、あなたのうそは、すぐに分かりますから」

「うむ？　それはほめているか？」

「……それより」真ま顔がおになり、シュウは少女に言った。「師し匠しようが呼んでいます。……『烏からす羽ば』の検けん分ぶんが、終わったとかで」

　表情が引き締まり──

「そうか」

　褐かつ色しよくの肌はだに水を弾はじかせて、少女──ジィ・ニーは水辺から立ち上がった。

　滝つぼから上がり、身体からだを拭ふきだす。

　水に濡ぬれてあざやかな、褐色の肌の美しさ──ゴムのようにしなやかなそれは、余よ人じんには分からない、同じく肉体を鍛きたえている者だからこそ分かる美しさ。さすがだ、とシュウは思う。任務が失敗続きと聞いたが、この肉体を見る限りジィ自身にさぼっていた感はまったくない。常に自らを緊きん張ちようさせている者だけがまとえる野生のような美しさを、ジィの肉体は確かに持っている。引き締まったふくらはぎ、わき腹から腹ふつ筋きんへのじつに見事な肉のかたちは器具などを使った不自然な鍛たん錬れんではなくただ刀かたなを振ることでしか得られないものであり、それを身につけている、それはつまりジィ・ニーが練習におごらず常じよう住じゆう坐ざ臥がを鍛錬の場と心得ていることを示している。

　自然のうちに鍛えられた、野性の美。

　きれいに張った、かかとからすね、あの引きつれたような傷は刀の『降り降ろし』を止められず自分で自分を切ってしまったものだろう、と自分も経験あるシュウは思わず微笑ほほえましく思う。さらに上には緊張感の乗ったひざ、そしてももには、ぴんとした、という言葉が似に合あう大だい腿たい直ちよつ筋きん外がい側そく広こう筋きん、きれいに流れる縫ほう工こう筋きん。縫工筋の流れるままに下から上へと追えばいずれ現れる、透すけないよう、あるいは足にからまないよう前まえ袋ぶくろを二重にして締められた、真白い六ろく尺しやくふんどし──

（……ふんどし？）

　シュウの視線が凍りついた。

　しぼるような声を出す。「……じ、ジィ姉ねえ、……それは」

「ん？」

　シュウは声を張り上げた。

「それは、ぼくのじゃないですか！」

「ああ、これか。すまんが借りたぞ。何しろ着きの身み着きのまま出てきたから、替えがなくて」

「だ、だからって……ああ、よく見れば胸にまいているそのさらしも！」

　──ふんどし自体は驚くようなものではない。

　生活環境に準じゆんじ、ここではだれもがふんどしである。越えつ中ちゆう、もっこ、六尺と種類の違えはあれど、この村ではだれでもふんどしである。シュウだって作さ務む衣えのしたはふんどしである。でもだからって……

「何も、人のを使わなくてもいいでしょうが！」シュウは思わず金切り声を上げた。「名前が書いてあるの、分かりませんでしたか！」

「いや、だから」

「近くに卸おろし立たてのがあったでしょうに！」

「……だって、私はもうここの人間じゃないから、新しいのを持っていくのは図ずう々ずうしいと思ったのだ……」日ごろおとなしいシュウの剣けん幕まくにしおしおになって、ジィは言い訳した。「だから、古いので空あいているやつを借りて……」

「気の使い方が間違っています！」

「す、すまない」頭を下げる。「はう……そんな、露ろ骨こつにイヤな顔をしないでくれ。ちゃんときれいに洗って返すから」

「返されても困ります！　それは差し上げますから持って帰ってください！」

「……そうか？　それじゃあもらって帰ろう。……実はな、古いのならいらないのでは、という計算もあったのだ」

　その計算も間違っています、とは言わないシュウ。

「……お願いですから、変な遠えん慮りよはしないでください」

「そうか？　じゃあ、……できればもう何枚か、もらえないか？」

「……ええいいですよ。もちろん。新しいのなら、ね」

　ジィはため息をついた。

「とげがあるなあ。まぁいい。それでは頼む。それにしても、やはり、これはいいな」

「……」

「……久しぶりに締めたが、何か、身も心も引き締まるような気がするよ。締め方もちゃんと覚えていたし。……子供のころ、修行に明け暮れていたあのころは……」はっ、と気づきシュウを見る。「もちろん、物もいいぞ。これ、シュウの手作りなのだろう？」

「……はい」

「相も変わらず見事な出来だ。じつにすばらしい。シュウの作ったふんどしこそ日本一、いや世界一のふんどしよ」

「ほめられているのは分かりますが、うれしくもなんともありません」シュウは首を振り、冷たい目でジィを見た。「むしろそんなことでほめられたくはありません。それより早く着替えてください。師し匠しようが待っています。ぼくはこの先で待っていますから」

「ああ……うむ……その、実は、ああおい、待ってくれ」

　きびすを返して歩き出すシュウを、ジィは呼び止めた。

「……なんです」いやな予感のするシュウに、

　あのな、とはにかんで言う。「実は、私は泳ぐつもりはなかったのだ」

「は？」

「だが、久しぶりにこの滝を眺ながめているうちに、懐なつかしくなって、水も気持ちよさそうで、つい……」

　シュウは嘆たん息そくした。

「……ああ、我慢できなくなって、暴走のままに飛び込んじゃったわけですね。……着替えの用意すらせずに」

「裸になれればよかったのだが、この年ねん齢れいでそれはさすがに恥ずかしくて……」

「もういいです。分かりました」シュウはうなずいた。「ここで待っていてください。すぐに替えを取ってきます」

「すまん。頼む」

　のんきな声にこぶしを握り、ため息をつき。

　シュウは母おも屋やを目指して走り出した。

　何、ふんどし屋ではなく最強の剣士を目指しているシュウにとって、往復六キロという距離など物の数ではなかった。
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　七十を超えるであろうその禿とく頭とうの老人は、日と火と酒に浅黒く焼けた肌はだを持っていた。

　黒色の、ところどころの破れた法はつ被ぴを着ている。ところどころ破れた部分には墨すみの埋め込まれた肌が見え、老人が刺青いれずみをしていることをうかがわせるが、それが何を描いたものか知る者はほとんどいない。腹にはさらし。もっともそれはジィのようにそうしなければ腹が突き出て邪じや魔まだから巻いている、というわけではない（もちろん、ジィは腹ではなく胸に巻いている）。腹にさらしを巻いているのは腹部を防御するためのものであり、腹を刺されたとき腸がはみ出てこないようにするためのものであり、若いころからそれをしていたために今になってもそれをしなければ落ち着かないからである。

　ちなみに腹のしたには、これまた真白い六尺ふんどし。

　これぞ男の魂たましいよ、と言わんばかりに白く輝くそのふんどしは、前まえ垂だれ布は四角ではなく三角に折り、後ろの端も横よこ廻まわし（ふんどしの横になった布）にねじ込むのではなく縦廻し（縦になっている布）はＴの字の交わる部分で大きく蝶ちように結んでいる。ということは、つまりこの老人が普段ズボンをはかない、ということを示しており、実際この老人は生まれてから今まで一度もズボンをはいたことがない。

　こうした特とく徴ちようを持った老人、彼はおのれを煙けぶ滝たき狸耶まみやと名乗っている。

　本名ではない。

　その粗そ悪あくな容よう貌ぼうからは想像がつかないが、舞まい原ばる家に古くから伝わる居い合あい術じゆつをおのれ一代で女性用の剣術『捻ねん式しき居合』として体系化し完成させ、時の舞原家当とう主しゆに天才とほめ称えられ舞原家の名誉指し南なん役やくに任ぜられた男。

　現在は舞原家より遠く離れたこの土地（日本ではない）で、気まぐれに武術を教えている。

　失礼します、という声とともに、扉を開けて堂のなかに入ってきた作さ務む衣え姿すがたの現弟子と、スーツ姿のかつての弟子を見、狸耶まみやはにやりと唇を曲げ、言った。

「ずいぶん遅かったじゃねえか。なんか、つもる話でもあったか？」

「はい」

　一礼し、老人から五歩ほど離れた、正面をわずかにずらした位置に正座し、ジィはうなずいた。

「ふんどしの話などしてました」

「ええ？」こちらは狸耶の脇に控えようとしていたシュウが驚きジィを見る。「確かにその話もしましたが、そればっかりじゃないでしょう？　なんでそれがメインみたいなことを言うんです？」

　抗議しかけるシュウを無視して狸耶が笑う。

「そうかそうか、どうだジィ。シュウのふんどしは一品だろう。ふんどし作りならもはやおれすらおよばねぇ」

「はい。まさに匠たくみの腕です」

「何度も言いますがこんな布切れのことでほめられてもぼくはちっともうれしくありません」

　狸耶は首を振った。

「惜しいよなぁ……これだけの腕を持ちながら。まぁ、おかげでおれは世界一のふんどしを独り占めという贅ぜい沢たくを味わっているがな」

「……」抗議しかけ、口を閉じるシュウ。

　ジィが言った。

「私も、何枚かもらって帰ります」

「……おまえが締めるのか」

「もちろんです」

　じっとジィをながめる狸耶。

「なぁ……ジィ、郷ごうに入れば郷に従え、と言うぞ」

「はい」

「……都会者にゃあ、もうふんどしは合わねぇよ。こいつはもはや、おれと同どう様よう飾りの役にしか立たねぇもんだ。もうおまえには似に合あわねぇ」

　かすかに、少しさびしそうに、狸耶は笑い、言った。

「……見ないうちに、女になったな、ジィ」

「はい」

「出るところも出た」

「……申し訳ありません」恥ずかしげに自分の胸を見る。「剣の邪じや魔まになるのは分かっているのですが、こればかりはどうにも……」

「別に悪いことじゃねぇよ。だいたい捻ねん式しきは女の剣だ。女のくせに胸を邪魔に感じるってな、てめえの捻ねん式しきがなってねぇってこった。てめえの弱さを身体からだのせいにしてんじゃねぇやな」

　久しぶりに聞く師の叱しつ責せきにうなだれるジィを横目に、老人は少年に同意を求めた。

「そうだろ？　シュウ」

「ぼくはそうは思いません」少年は首を振った。「鍛たん錬れんのレベルがどうであれ、実際邪じや魔まに感じ、そして強くなりたいのならば、迷うことはない、切ってしまえばいい。命を懸かけた戦いでは、そうした差こそ武器となる」

「……おまえらしいやな」狸耶まみやは笑った。

「ぼくは自分が間違っているとは思いません。強くなることには犠ぎ牲せいがともなって当たり前です。そうでしょう？」

「それで、大事なものを犠牲にして犠牲にして犠牲にして、結局は死ぬ、と」

「……死ななければいいのです。弱いから死ぬ」

「たとえ死ななくったって、おれのようになるだけだぜ？」唇を斜めに自分を指す。「おれのようなじじいになりてぇか？」

「師し匠しようは尊そん敬けいに値する人です」

　沈ちん黙もくののち。

「……そりゃどうも、とくら」鼻で笑い、狸耶はジィを見た。「だとよ、ジィ。……どうする？　いっそ切っちまうか？」

　即そく答とうするジィ。「切りません」

「……ほう」目のすみに、シュウが目を丸くしているのを観察しつつ、たずねる狸耶。「即答したな。迷いはないか」

「はい」

「そいつはもしかして、なんとかコウとかいうやつのためか？」

「──はい！」うれしそうなその表情。

　一瞬嫌けん悪あくの表情を浮かべ顔をそむけたシュウを目のすみにとらえ、狸耶は笑った。

「……さて、それじゃあ、くだらねぇ話はやめて本題に入るか。……シュウ、屁へでも我慢してんのか？」

「は？」

「違うんならとっとと窓を全部閉めろ。……ジィ、てめえは座ってな」

　シュウに扉と窓を閉めさせまっくらにすると、狸耶はろうそくを二本、灯ともした。

　ほのかな明かりのなか、背後から白しら鞘ざやを取り出して、座ったまま無む造ぞう作さに抜く。

　現れる、黒い刀とう身しん。

　ろうそくの灯りをまったく反射することなく、闇やみのなかに、ただ在る。

　その名も『烏からす羽ば』。

　ジィが十歳の誕生日に、愛する主人からもらった大事な宝物。にもかかわらずジィのふがいなさから致命的な損傷を与えてしまった、いまや人を斬きれない刀かたな。

　居い住ずまいを正し見る間に緊きん張ちようし始めたジィには目もくれず、ただ刃やいばを見つめ、狸耶まみやは言った。

「……まったく見事な刀だぜ」放心したようにうなずく。「見ろや、ぜんぜん光らねぇ。分かるか？　ジィ。こいつは黒く塗られているんじゃねぇぜ。そもそも刀とう身しん自体が黒いんだ。……そして、黒い刀なんてな現代の科学技術で造れるもんじゃねぇ」

　ジィはうなだれた。

「……申し訳ありません」

「ん？　……ああ、別に怒っちゃいねぇよ。おれは感心しているんだ、こいつを造った古いにしえの刀鍛か冶じにな。それに、こいつがなぜ黒いのかは分からねぇが、なんのために黒いかは分かる。……なんのためだ？　シュウ」

「闇やみのなかで人を斬るためです」

「そうだ。こいつは暗殺用の、実用のための刀だ。飾るためのもんじゃねぇ、使ってなんぼの刀だ。そして、刀ってな結局は、消しよう耗もう品ひんだ。斬っては研とぎ、斬っては研いで、地が出たら焼き直し、焼きが回りゃあ玉たま鋼はがねに戻してまた新たに打ち直す。それでいい。大事に飾る必要はねぇ」

「では……」もしや、と顔を輝かせるジィに、

　狸耶ははっきりと、言った。

「ああ。こいつを生き返らせることは、できる。

　ふんどし作りはうまくはねぇが、鍛冶屋としてはちっとは鳴らしたこのおれだ、必ずこいつをよみがえらせてやるよ」

「ありがとうございます！」

　喜びのあまりか飛び上がらんばかりの勢いで立ち上がったジィに、

「おっと、喜ぶのは早え」しかし冷たく狸耶は言った。

「だがな、ジィ、もうてめえには返さねぇ。てめえにこいつは荷が重おも過すぎる」
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　その場に立ち竦すくんだまま、褐かつ色しよくの顔を青ざめさせて、ジィは口を開いた。

　しかし……閉じる。

　何も言わず、ただ泣きそうな表情を浮かべて狸耶を見る。

　狸耶は言った。

「座れ、ジィ。

　……ああ、確かに刀は消耗品だ。だがそれは、あくまで刀としての話だ。ああ？　どこの世界に刀を漬つけ物もの石いしにするやつがいる？」

　あ、とシュウが声を上げる。

「でも師し匠しよう、うちの漬つけ物もの石いしは」

「バカやろう、あれは刀かたなの形をした漬物石だ。おれが漬物石として作った以上、漬物石を漬物石として使って何が悪い。漬物石を漬物石として使えば漬物石だって本ほん望もうだ。これは身近な一例だ。いいかジィ、刀として使われるなら刀だって本望だろうさ。だがな、……おいシュウ、こいつの拵こしらえを持ってこい」

　シュウはすぐさま立ち上がり、ろうそくの明かりのなかから消えた。と、見る間に手にかかえるほどに大きな箱を持ち戻る。その間に、狸耶まみやはろうそくの光のなか、慣れた手つきで『烏からす羽ば』の目め釘くぎ（刀とう身しんと柄つか木ぎを固定するもの）を抜いた。刀を持った手首を逆の手でポンと叩たたき、刀身を浮かしてはばき（刀身を鞘さやのなかで浮かせるために刃やいばの元につける金具）を持ち、柄を抜く。箱のなかにぞんざいに転がされていた『烏羽』本来の柄と取替え、柄の尻をポン、と叩いて刀身を完全に納める。

　狸耶はジィをねめつけた。

「さぁ見ろ、ジィ。このろうそくの光のなかでもはっきりと分からぁ」

　ジィはちらっと目を上げた。

　が、すぐに視線をそらしてうつむく。

　狸耶は吐き捨てた。

「見ろよ、ああ？　こうして柄をつければよく分かる。刀身が、柄のところから見事にぶれてひん曲がってやがる。ああ？

　折れるや曲がるは、まだ分かる。砕けたってぇならまだ、納なつ得とくできる。だがてめぇが、まさか刀を軸じくから狂わすたぁ──どうしてこんなことになった？」

　うつむき、ジィは切れ切れに言葉を発した。

「……切れぬ物を切ったから、です」

「てめぇがそんなせりふを言うとはな」肩を怒らせ、しかし無表情にたずねる狸耶。「歯切れの悪いこと言ってんじゃねぇ。てめえ、いったい、何を切った？」

「……多分……鉄板、を……」

「多分！」

　狸耶は立ち上がった。

　シュウが思わずすくむほどの怒ど鳴なり声を上げ、前に出る。

「多分た、なんだ！　てめえは見もしないで物を切るのか！」

　もはや物も言わずにただ縮ちぢこまるジィ。

　いいか、と狸耶は怒鳴った。

「刀ってのは、単なる鉄の塊かたまりじゃねぇ。鉄の棒切れに刃をくっつけたもんじゃねぇ。千せん層そうを超すほど折り返した鋼はがねを使い、さらに性質の違う鋼を内、外、刃に棟むね、場所によって使い分けることによりいわゆる『折れず、曲がらず、よく切れる』という矛む盾じゆんを成り立たせやがった、まさに世界に誇れる一品よ」

　前に置かれた箱のなかから、やはりぞんざいに置かれた合あい口くち拵こしらえ──短刀を無む造ぞう作さに取ると、ふっと息を吐き一気に引き抜く。ろうそくの光のしたでも見事に輝く白しら刃はをかざし、ジィに見せつけるように言う。

「見ろよ、ジィ。この美しさ──地じ肌はだ、刃は文もん、沸にえに匂におい、刃やいばの美──『働き』は、刀かたなを飾るためのもんじゃねぇ。折り返しや焼き入れという必然の過程によって生まれる、言わば『折れず曲がらずよく切れる』という機能の追求から生まれた美しさ、

　──刀が刀であることの、美しさ、なんだ。分かるか？」

「……はい」

「だがな、いくら刀とはいえ、無理な扱いを受けりゃあ曲がるし折れる。刀なのに切れなくなる。なのにてめえは、刀を正しく扱わなかった。刀を振りながら刀を刀と扱いやがらなかった。刀をまるで漬つけ物もの石いしであるかのように、ぞんざいに扱った」ぺっ、とつばを吐き、合口を鞘さやに納めてぽいっと箱に放って（合口は、がっちゃんといやな音を立てた）言う。「なんだ、てめえは。ただ鉄を思い切り振り回したいってんなら、ああ、漬物石たぁ言わねぇ、せいぜい都会流に金属バットで我慢してろや」

「わ、私は」

「なんだ」狸耶まみやはジィをにらみつけた。

　ジィは、口を、閉じた。

　目に涙をためてうつむく。

　おのれの非と、思っているから言葉が出ない。

　沈ちん黙もく。

　しばらくして。

　狸耶は声を抑え、たずねた。

「なぁ、ジィ」

「……はい」

「いいか、──考えずに即そく答とうしろ」息を吸い、一気にたずねる。「刀かたなに鋼鉄は切れるか？」




「それ……は」




「もういい」乱暴に吐き捨て、狸耶はジィに背を向けた。「もういいや、ジィ。分かった。はっきり分かったよ。昔のおまえはもう、どこにもいねぇんだな」

「……」

「かつて、おれはおまえに力を見た。輝きを。ああ、そいつがあまりにまぶしくて、おれはつい思っちまったよ。おまえならおれの最悪の弟子、健けん三ざぶ郎ろうに勝てる、と。健三郎が作り上げたあの最強の怪物、いんに並ぶ存在になってくれる、とな。

　だが、おれの目はくもっちまっていたようだ。

　それとも、てめえがどこかに捨ててきちまったか？」

　容よう赦しやのない叱しつ責せきに、ジィの目から、こらえきれず涙があふれる。

　……確かにいつだって、叱しかるだけの師し匠しようだった。

　だが、これほどつらい叱責を受けたのは初めてで。

　何よりも、大好きな師匠をこれほど失望させてしまったのは初めてで。

　思わずぽろぽろ涙を落とす。

　背を向けたまま、狸耶まみやは冷たく言った。

「ここで泣くかよ。……乳ちちばかりでかくしやがって、女がここで泣くってんなら、ああ、シュウの言うとおり、そんな乳切り取っちまえ。

　とにかく、今のてめえに『烏からす羽ば』は渡せねぇ。持ち主のひでぇ道具ほど、切せつねぇもんはねえからな。……分かったか？　分かったなら行け」

　必死に涙を止めようとしつつ、それでも涙を落としつつ、しゃくりあげながら、しかしジィは動かなかった。

　ただ、待つ。

「何やってんだ。行けってんだ」

　動かない──

　それまで息を潜ひそめていたシュウが、おそるおそる、口を開いた。

「……あの、……師匠」

「なんだ？　余よ計けいなかばい立てすると──」

「いえ、その……」息を吐き、ジィに聞かせるようにシュウがたずねる。「言いましたよね、今のてめえに『烏羽』は渡せねぇ、って」

「ああ」

「つまり、今のジィ姉ねえが弱いから返さないわけで、もっと強くなったら、返してもいいということで──あ」

　シュウをにらみつけ言葉をとめると、狸耶は振り返った。

　涙を落としながらもしゃくりあげるのをやめ、ジィはじっと、狸耶を見つめている。

　しばらくして。

「……そうだな」狸耶はうなずいた。「てめえが『烏羽』を扱えるほどに強くなったら、そりゃあ返してやってもいい。どうせ、おれが持ってても仕方のねぇ代しろ物ものだ」

「本当ですか？」ジィの目が輝く。

　だがすぐにその輝きは失せる。

「……で、ですが……」

「なんだ？　なんか文句があんのか？」

「い、いえ、ただ……私は……その」

　──ジィが何かを、つぶやく。

　たずねる狸耶まみや。

「……あ？　なんだ？　聞こえねぇよ」

「あ……あの」おそるおそる、もう一度、ジィはその言葉を繰り返した。

「……私は、どうしたら強くなれますか？」

「──てめえがそれを聞くのかよ」狸耶は静かに答えた。




「てめえが強くなることを、てめえは他人に聞くのかよ！」




「てめえはいったいどこまで腐れば気がすむんだ！　おれがショック死するまでか──！」

「し、師し匠しよう！」

　堂どうが揺れるほどの大声を上げすさまじい形ぎよう相そうで一歩踏み出した狸耶の足に必死になって取りすがり、シュウは叫んだ。「お、怒らないでください！　ジィ姉ねえは、もともと壁を感じて、助けを求めてここに帰ってきたんですから！」

　大きく息を吐き、狸耶はジィをにらみつけた。

　目に涙を浮かべ、唇をかみ締めてうつむいているジィ。

　かすかに肩を震わせているのは、屈くつ辱じよくかそれとも恥ゆえか。

「も、もっと大人おとなになってください」なだめるように、シュウが言う。「久しぶりなのに、かわいそうでしょう？」

「あーあー。分かった分かった。おまえは大人だよ、シュウ」そっぽを向いて、あらためてジィを見、息を吐く。「それじゃあジィ、怒らねぇからもう一度、聞いてみな」

　ジィはかぶりを振った。

「……すみません、でした。甘えてました」

「……聞くことないなら、もういい、行け」

　立ち上がるジィ。

　狸耶に深く一礼し、シュウにも軽くうなずいて、きびすを返し、歩いていく。

　背を張り、しゃんと。

　だがそれも堂どうの外に出るまでで、扉を閉めたとたん、飛び出すように走り出す。

「はうわぁぁぁぁん！」という声とともに。

　石いし畳だたみを蹴ける元気な音を聞きながら、ふう、と狸耶はため息をついた。

「……もう少し我慢できりゃあ、あいつもそれなりに見えるんだがなぁ」

「今日は、よくしゃべりましたね」シュウが言った。

「ああ？　そうか？」

「……なんか一週間分ぐらい、まとめてしゃべったんじゃないですか？」

「……そうかもな」へっ、とせせら笑う狸耶まみや。「あのガキを見ていると、なんかうれしくなっちまってな」

　沈ちん黙もく。

　シュウは立ち上がった。

　狸耶の禿とく頭とうを見上げ、言う。

「師し匠しよう」

「ん？」

「……さっき言ったのは、本当ですか？」

「何が」

「ジィ姉ねえには、かつていん義ね姉えさんに並ぶだけの力があった、というのは」

　狸耶は笑った。

「いいや、うそだよ」

「ええ？」

「かつていんに並ぶ力があったってのは、うそだ」微笑ほほえんで、少女が出て行った扉を見る。「かつてどころじゃねぇ。今だって、あいつがその気になれば……並ぶだと？　ああ、いんなんざ、もとからあいつの足もとにも及ばねぇよ」

「……」

「ああ、そうさ。あいつは今でも、あのころのままだ。竜りゆう神じんの滝たきを平気で泳ぎ、鉄をも切れるといきまいていた、あのころの……素直なあいつのままだよ。ちっと自信が失せちまっているようだがな」

「……」

「あいつはまだまだ強くなるぜ。いん？　バカ言うな。このおれよりも、はるかにな」

　さてと、と伸びをし、狸耶は扉に向かって歩き出した。

「ああ、怒ど鳴なって小こ腹ばらが空すいちまった。シュウ、なんか食わせてくれや」

「……はい」うなずき、すぐに顔を上げるシュウ。

「師匠」

「ん？」

　シュウは狸耶の背中に、──言った。

「いくら期待しているからって、今時、怒って発はつ奮ぷんを促うながすなんて流は行やりませんよ。今時の若い人間は、ほめて長所を伸ばさなければ」

「そうかそうか」振り返り、にこやかな笑顔を見せて言う。「なぁシュウ、おまえの作るふんどしは、まさに世界の一品だぜ」

「だから、そんなことをほめられてもうれしくもなんともありません」

「剣けん士しなんかより、ずっといいと思うがなぁ」ため息をつく。「今いま時どき剣士こそ、流は行やらんよ。……まぁ、おれが言えた義ぎ理りじゃねえが」

「……」

「ああ腹はらが減ったぜ。メシだメシ」

　言いながら、堂どうの外へと出て行く狸耶まみや。

　その背中に、シュウは再び口を開きかけた。

　が、何も言わずに首を振る。

　一人になった堂のなか、ろうそくを消して窓を開け、『烏からす羽ば』をしまい始める。

　後あと片付けをしながら。

　つぶやくように、まだそこに狸耶がいるかのように、シュウは言った。

「今日は師し匠しよう、よく話しましたね。

　……ぼく、びっくりしましたよ。師匠があんなに話す人だったなんて」

　聞く者のない空間に、先に口にできなかった言葉を紡つむぐ──




「……ぼくでは、ダメですか？」




　答えはない。

　ふ、と笑い。

　シュウはまだ幼いその顔に大人おとなびた笑顔を浮かべ、後片付けを続けた。
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「それじゃあ」ふんどしやらなんやらをまとめた風ふ呂ろ敷しき包みをジィに手渡し、シュウは言った。

「気をつけて……お元気で」

「ああ」うなずき荷物を受け取りつつ、きょろきょろ周囲を見渡すジィ。

　シュウは笑った。

「師匠が見送りになんか、来ると思います？」

「……それも、そうか。そうだよな」

「……でも、喜んでいたのは確かです。きっと、また来てくださいね」

「ああ」ジィは大きくうなずいた。「きっと、また来る……強くなって」

　黒くろ塗ぬりの刀かたな『黒こく王おう』を握り締めている褐かつ色しよくの姉あね弟で子しを見上げ、シュウは首を振った。

「……すみません。なんの役にも立てなくて」

「いや、いいんだ。これは自分でやるべきことなんだから」

「でも、壁を感じたから、ここに来たんでしょう？　今までのままじゃだめだから、さらに強くなるための何かをつかむために。なのに、なんの手伝いもできなくて」

「……」

「多分、ジィ姉ねえに必要なのは努力とかじゃなく、一ひと皮かわむけるための──言わばきっかけ、なんでしょう。そしてそれは、ほんのちょっとしたこと──そんなものだと思います。

　だから、あんまりあせらないでください」

　ジィはうなずいた。

「……ああ。ありがとう」

　それでは、と手を振ろうとして──

　あ、とふと思いついたように、シュウが口を開いた。

「そうだ。一つ、気になっていたんですが……。『烏からす羽ば』で斬きったのは、本当に鉄板ですか？」

「ああ。そうだが──」うなずくジィに、

　シュウは、言った。




「本当は、人を斬ろうとしたのでは？」




「ぼく、『烏羽』の傷を見て、不思議に思ったんですよ」目を見開いたジィを気にすることもなく、淡たん々たんと続けるシュウ。「素人しろうとじゃあるまいしこんな抜き方、ジィ姉の技わざとは思えない。まともに斬ったとはとても信じられない。秘密事項──聞いちゃいけないようなので、『烏羽』を使った状況のことはよく知りませんし、聞きませんが、もしかして。

　ジィ姉、鉄板なんかじゃなくて、本当は人を斬ろうとしていたんじゃないですか？

　それで寸すん前ぜんに、ジィ姉はその気だったとしても身体からだが無意識に殺さないよう手て加か減げんしてしまい、あんな素人のような抜き方になったのでは？」

　何も言わず。

　ただシュウを見つめているジィ。

　じっと凝ぎよう視ししてくるジィの瞳を正面から受け止め、シュウは幼い顔に微笑を浮かべた。

　微笑ほほえんで、言う。

「俗ぞくに、人を斬れば初しよ段だんの腕、と言います」

「……初段、の」

「ジィ姉はやさしいですから、だから姫さまもそういう仕事はいん義ね姉えさんばかりにやらせて、ジィ姉にはさせないんだと思いますけど」

「……」

「でも斬らない、と斬れない、は違いますよね」

「……ああ」

「そして……強いのは、果たしてどちらなんでしょう」

「……」

「刀かたなとは飾りではなく、そしてどれほど切れる名刀も、斬きれなければ意味がない──そう思いませんか？」

　ジィはもう、何も言わなかった。

　その目はシュウを見ながらも、しかしどこかあらぬところを見つめている。

　シュウはにっこり笑った。

「すいません。出しゆつ立たつのまえに変な話をしてしまって」

「……いや」

「では、御ご武ぶ運うんを。帰ってくるのを楽しみにしています」

　ジィは大きくうなずいた。

　その目に光を宿して、シュウを見つめ言う。

「……師し匠しように、伝えてくれ。次つぎ戻るとき、ジィ・ニーは、必ず強くなって……いや。

　飾りではない刀となって、戻ると」

「はい。ぼくも信じてます。ジィ姉ねえが強くなって帰ってくるのを。楽しみに」

「──ああ！」微笑ほほえんで。

　シュウの髪の毛をくしゃくしゃなでると、ジィは大きく手を振った。

　合図ののち、

　上空に待機していた飛行船がワイヤーの巻き上げを開始し、たちまちジィの身体からだが上空へと引き上げられていく。

　聞こえてくる声──

「それじゃあ、必ず！」

「──御武運を！」




　　　５




　飛行船が見えなくなるまで見送ったのち。

　シュウは歩き出した。

　目指すは、滝つぼ。

　そうだ、と思う。

　ぼくはまずあの滝で、泳げるようになろう。この畏い敬けいの念を乗り越えて、あそこで遊べるようになろう。まずはそれからだ──

　水泳用の黒いふんどし（もちろん手作り）を持ち、シュウは歩き出した。







　その滝は、名を『竜りゆう神じんの滝』と言う。

　かすかな湿り気がいつから滝になったのか、だれも知らない──







[image: 『キングダム』]
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「──ですからこれは──であり──」




『円えん卓たく』という俗ぞく称しようを持つ舞まい原ばる家の会議室でメイド頭がしらのみんの事じ前ぜん説明を兼ねたリハーサルを聞きながら、しかし舞原イハナの視線はみんのエプロンのポケットから半分頭あたまをのぞかせた文庫にそそがれていた。

　半分出ているところに見える文字。




『新にい妻づま記き』




　……題名だろうか。

　題名だとしたら、なんと端たん的てきな題名だろう。内容が実に直ちよく截さい的に表現されている。新妻が記した物であれ新妻を記した物であれ、新妻を求める者は（どんな者だ）迷うことなく手に取るだろう。それとも、新妻の記と見せかけて中身はぜんぜん別物なのか？　しかしあれほど分かりやすい題名をつけて中身が別物では読者を怒らせるだけでは？　というかなんのためにそんな分かりにくいことを？　いやしかしあまりにも明白すぎる題名は──

「──イハナさま？」

　というか、どうしてみんがそんな本を？

「イハナさま」

　まさかみんに結婚願がん望ぼうが──

「イ・ハ・ナ・さ・ま？」

「──どうかしましたか？」何事もなかったかのように、イハナはみんを一いち瞥べつした。

　みんはふるふる首を振った。

「なんか集中していませんねぇ。冷静に振る舞うには事前の準備が重要、そう言ったのはイハナさまでしょう？」

「分かっています。続けてください」

　みんは微笑ほほえみ、エプロンから文庫を取り出した。

「気にしていたのはこれですね？　どうぞ」

「別に気にしていたわけではありません」

　それでも素直に、本を受け取る。

　ぐるりと見回し、聞く。

「……著ちよ者しや名めいがありませんね」

「はい。それは市場に出ていない自己出版物です。プレミア本ですよ。好事こうず家かなら百万出しても欲しがるでしょう」

「ほう」

「何しろ日ひ炉ろ理り坂ざかの名めい誉よ詩人、本ほん多だ律りつ法ぽう先生の遺い稿こうですから」

「……本多翁おうの？」

　イハナは文庫を開いた。

　そしてすぐに閉じた。

　ゆっくりと本を机のうえに置き、静かに言う。

「……本多翁が艶つや本ぼんを書いていたとは聞いていませんが」

「まぁ失礼な」ぷりぷりと、腰に手を当て文字通りぷりぷりと怒るみん。「それはれっきとした文学作品ですわ。なぜ艶本と決めつけるんです？」

「……しかし、扉からもう、あのような絵が……」

「それもまた本多先生の自じ筆ひつです」みんはやれやれと首を振った。「確かにこの本は男女の性愛を書いている部分もあります──むしろ九割方がたそうだとも言えましょう。が、それはあくまで愛を表現する手段。この本は、愛する、という人の想いを切々と、ときに直接ときに明白、ときに飾らぬ言葉を用いて語ったれっきとした文学作品なのです」

「しかし……」

　みんはシリアスな表情をつくり、イハナを見つめた。

　ゆっくりと、口を開く。

「お嬢じようさま。みんは悲しゅうございますわ。読もうともせず、ただ一見しただけで決めつけられるとは。それが人のうえに立つ者の物の見方ですか？」

「……」

「確かに偏へん見けんは、大事です。まず一見で決めつけることも必要です。しかしそこで終わってしまってはただの狭きよう量りよう、愚おろかの器うつわ。偏見を抑え知ろうと努力することでおのが眼がん力りきの正しさを計り、もし偏見が正しければそれはもはや偏見ではなく、そして偏見が間違っていたなら素直に謝罪し訂正する、そこまでできて初めて偏見は意味を持つのです。

　それが、物を見る目を養やしなうということなのです。

　そこまでできない偏見など百ひやく害がいあって一いち利りなし、犬にでも食わせてしまいなさい」

「……私は、ただ」

「そう、絶対権けん力りよくは常に腐ふ敗はいのリスクを持ちます」イハナの言葉にかまわず続けるみん。「だからこそ絶対権力を持つあなたは周囲の人間を知り、その意見を求め、認めなければいけません。自分の間違いを認める勇気を持たなければいけません。それなのに、一ひと目め見ただけで艶本と決めつけ中身を知ろうともしないとは──ああ情なさけない、あなたは第二のヒトラーにでもなるおつもりですか？」

「……分かりました」

「もしもお嬢じようさまが、しっかり読んで、そのうえでこれは艶つや本ぼんだというのであれば、それはもう仕方ありません。それは個人の見方ですから。ですが読みもせずにただ見ただけで決めつけるとは──ああ、お嬢さまをこんな暴ぼう君くんに育ててしまって、みんは当代になんとお詫わびすればいいか」

「分かりました。私が早急でした」よよと泣き崩れるみんに、表情を崩さず、しかし急いでイハナは言った。「私が間違っていたことを認めます。みん。だから説明を続けてください」

「そうですか？　それでは──」

　電子音が響ひびく。

　みんはイハナに一礼すると、会議室の隅すみに置いてある端たん末まつに向かった。

「今、こちらに。……はい。今のうちに、急いで」小声で、インカムに何か言っている。

　首を伸ばしみんの様よう子すを一いち瞥べつすると、イハナは手持ち無ぶ沙さ汰たにこっそりと、息を吐いた。

　ふと、机き上じように置かれたままの本を見る。

　そしてまた、みんを見る。

　みんがインカムとモニターにかかりっきりなのを確認して、またふぅ、と息を吐き、いかにもひまそうな、興味ないけどひまだから、な感じに手を伸ばし──

　本を開く。

　本を開いて──

「……ああ、なんということでしょう……」

「何がです？」

　後ろから声をかけられぎょっとして、イハナはばん、と、叩たたきつけるように本を閉じた。

　大きく息を吸い、振り返りながら言う。

「勘かん違ちがいしないでください、私は第二のヒトラーになりたくはないのです」

「そ、そうですか」左目にアイパッチをつけた男は片方しかない目を丸くし、うなずいた。「それは実にいい心がけです。その心がけひとつで救える地域が世界にはいくらでもある」

「……無む玄げん」

「どうも、遅くなりまして」

　舞まい原ばる家の重じゆう鎮ちんでありイハナの相談役でもある新あら鷹たか神社の宮ぐう司じ、小鳥遊たかなし無玄はにこやかに笑い、首を伸ばした。

　文庫をのぞきこみ、言う。

「おや、本ほん多だ先生の本じゃありませんか。これはまた珍しいものを」

「勘違いしないでください。私のものでは……この本を知っているのですか？」

「ええ。私も持っていますよ。生前、刀と自じから直接いただきました」

「……」

「本ほん多だ先生はね、切せつない人だったのですよ」遠くを見るような目になり、無む玄げんが語り始める。

「先生は詩人として成功してしまいましたが、本当は小説家、それもエンターテインメントを書きたかったそうです。私によく言っていました、芥あくた川がわも、夏なつ目めも、いいや源げん氏じ物語だってもともとは娯ご楽らく物ものとして書かれたものだと。自分もそういう、ただ堅かた苦くるしいだけの物ではなく時代の人々を楽しませながらいずれ後世にまで伝わっていくような娯楽小説を書きたい、と」

「……そうだったのですか」

「ええ」やさしげな笑みを浮かべ、うなずく。「ところが日ひ炉ろ理り坂ざかについての詩集が思った以上に売れてしまい、先代──つまりあなたの祖母に気に入られ日炉理坂の名めい誉よ詩人とされてしまった。時代に乗ったか本当に詩の才能があったのか、その後の詩集もベストセラー、『蒼そう然ぜんとしたなかに突とつ如じよとして鮮せん烈れつないかずちの如ごとき一瞬の自然を謳うたう』──どういう意味かは分かりませんが──詩人と評され、日炉理坂の情景を謳う第一人者とされてしまった。こうなってしまうともはや娯楽小説など書かせてもらえない。イメージを崩したくない、舞まい原ばる家の機き嫌げんをそこねたくない、などと言われて出版社にも相手にされず、一時期は失意の日々を送っていた」

「……」

「この『新にい妻づま記き』は、そのころに書かれたものなのですよ」無玄は微笑ほほえんだ。

　机から本を取り、ぱらぱらめくる。
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「怒り、泣き、そして猛たけった先生は、ならば思い切り下げ劣れつな作品を書いて無理やり出版し、自分のイメージを根底からぶっ壊してしまおうと思い、ポルノとしてこれを書き始めた。

　ですが、抑え難がたきは創作への意欲と想い。

　動機はどうあれ、そしてジャンルはどうであれ、結局はずっと書きたかった娯楽の小説を書いているわけです。長年の小説への想い、それを書ける喜びと事情の切なさが入り混じり、実に、なんとも言いようのない怪かい作さくが出来上がった──それがこの『新にい妻づま記き』なのです」

「……」

「結局、『新妻記』は先生が生きている間は本になることはありませんでした」無む玄げんは首を振った。「この一作を書き上げたことで満足し、そしてやっぱりファンのイメージを壊したくない、というのもあったのでしょうね。良くも悪くも先生は日ひ炉ろ理り坂ざかの詩人だったのですから。だから先生は、生きている間これを出版することはなく、また他の小説も書かず、以後詩しのみを書き続けました。作風は少し変わり、『鯉こいの歌』のような戯ざれ物が増えましたが」

「……」

「これは先生の死後、奥さまが少数を発行して知人にのみ配ったものです。夫と親しかった人間に読んでもらいたい、これも夫の一部なのだから、と……ああ」本の最後のページを見、うなずく。「これはあなたの祖母に送られたものですね、ほら」

「あ……」

　最後のページに、イハナの祖母の名前がある。

　無玄は首をひねった。

「あれ？　でも先代はこれを読み、怒り、燃やしてしまったと聞いていましたが──」

　横から声が答える。

「当代が、隠かくして持っておられたのです」

　いつの間にか戻ってきていたみんの言葉に、イハナは思わず目を見開き、みんを見た。

「……お母さまが？」

「ええ」イハナを見つめ、淡々と、メイド姿の少女は言った。

「先日、身体からだの調子がいいときに、部屋の整理をなさり、見つけて──

　できればイハナさまに、もらって欲しい、と」

「な、なぜ」

「さあ……それはおっしゃってくださいませんでしたが、みんが思うに、多分、自分の生涯で唯ゆい一いつ、買った物でも与えられた物でもなく、母から奪った──自分の力で手に入れた物だったからでしょう。物はともあれ」

　物が物だし。

「もっと……指輪とか、鏡とか、懐かい剣けんとかでもなかったんですかねぇ」無玄が笑う。

「そんなもの、舞まい原ばる家では珍しくもなんともないですわ。つまらない」

「それもそうです。価か値ちが違う」みんの言葉に深くうなずき、イハナに笑いかける。「そこにはひとりの男の情熱があり、その妻の気持ちがあり、そして今また新たな想いが加わった。途と切ぎれることなき一本の線──なかなかいいお話ですね」

　イハナの表情は、ほとんど変わらなかった。

　にっこり笑ってみんも言う。

「そうですよぉ。ですから、ちゃんと読んでくださいね！」何か言いかけるイハナを制し、

「さて用意が整いました。無む玄げんさまもいらっしゃいましたし、あまり待たせても悪いですよ」

　みんの合図で、部屋の明かりが落ちる。

　ため息をつき。

　それ自体が発光している円形のデスクの所しよ定ていの位置にそれぞれが座ったのを確認し、イハナはデスクからマイクを引き出し、言った。

「それでは、始めましょう。

　──『入室を許可』します」

　テーブルの輝きが増し、やがて。

　大きな円形のテーブルの中央に構成されたホログラムで現れる、なかなか端たん正せいな面おも立だちの、サングラスをした異い国こくの初しよ老ろうの男。

　イハナを見て、男はうやうやしく頭を下げた。

　聞こえてくる、流りゆう暢ちような日本語の声──

《どうも姫さま。ごきげんうるわしゅう。そしてみなさん、こんばんはそしてこんにちは。久しぶりですね。さて本日はお日ひ柄がらもよく──》

「そうですね。それでは──早さつ速そくですが、『ザ・ワン』」

　挨あい拶さつもそこそこに、イハナは口を開いた。

「今日呼び出したのは他でもありません。『対策班』のリーダーであるあなたにうかがいたいことがあります。あなたが作り出した、仮説『キングダム』について」
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　仮説『キングダム』。

　それはイハナの『対策班』がこの男『ザ・ワン』を中心に組み立てた、堂どう島じまコウ／悪魔のミカタについての仮説。

　悪魔のミカタ。

　そう、この世には『悪魔』が存在し、人間の可能性──魂たましいを欲している。だから悪魔は呼びかける。魂と引き換えに、おまえの願いをかなえてやろう、と。だが人間も悪魔に素直に魂を渡そうとはしない。願いをかなえておきながら、あの手この手で悪魔を打ち負かそうとする。それは。

　古くからある悪魔と人間の化かしあいの物語。

　ルールは簡単。

　悪魔はただ人間に、《知恵の実》と呼ばれる魔法のアイテムを提供する。制限こそあれ超ちよう自然の力を有するそれは、ただ使用するだけなら無料、しかしそれを気に入りそれで自分の願望を充足させてしまったら、契約完了、対価を払っていただきますという寸法。ただし、魂たましいを奪うさい悪魔は契約者に使用したことを認めさせなければならないし、しかも悪魔側はそのとき、人間以上の力を用いることはできない。

　純粋な知恵比くらべで、両者は対決することになる。

　そして悪魔のミカタとは、

　悪魔の代行として使用者から魂を回収する人間。

　自分もまた超自然の力でかなえたい（そして超自然の力でしかかなえられない）夢を持つ堂どう島じまコウは、ことがなった暁あかつきには自分の願いをかなえてもらう、という条件で、悪魔の代行──悪魔のミカタとなった。およそ一〇八量りようという魂を集めたとき、堂島コウの望みはかなう。そしてそのときまでコウは、人間の魂を集め続ける。

　自分の夢をかなえるために。

《ですがここに疑問が生じる》かつて『ザ・ワン』は、イハナに言った。《どうも話によれば、一〇八量というのは純粋に堂島コウの願いをかなえるために必要な量であるらしく、悪魔が利益の上うわ前まえをはねるわけではないらしい。では堂島コウに魂を集めさせ、その魂を全て使わせて願いをかなえてやることに悪魔はなんのメリットがあるのか？　いやそもそもなぜ悪魔は《知恵の実》を使い、知恵比べという面めん倒どうな方法を用いてまで魂を集めようとするのか？　ほとんど万能に近い力を持ちながらそれを封じて人間と勝負して魂を奪う。にもかかわらず堂島コウに対しては、魂を集めさせそれを回収するのではなくまるまる使わせようとする。まるで魂自体には興味がないかのように。それはなぜか？

　魂を集める目的、その本当のところは分かりません。

　が、ルール、という点からとらえたとき、そして堂島コウのところにやってきたアトリという存在について考えたとき、われわれは重要な事実に気づく》

「それはなんです？」イハナの問いに、

《分かりませんか？》『ザ・ワン』は答えた。《悪魔のアトリは人間に化けて──というより人間となってやってきた。つまり堂島コウＶＳアトリの対決は、結局は人間対たい悪魔ではなく人間対人間の対決だった、ということです。

　結局、知恵比べというルールは、悪魔対人間の対決をフェアにするためのルールではなく、あくまで《知恵の実》を持つ者と持たざる者の対決をフェアにするためのもの、むしろ《知恵の実》を持つ者の優位性を打ち消すためのルールなのです。ほら、囲い碁ごで互たがい先せんを打つとき、後手が最初から六目もく半はん勝っているように。

　ならば《知恵の実》をめぐる対決は、最初から悪魔と人間の戦いではなく人間と人間との戦いであり、堂どう島じまコウはただ悪魔の手伝いをしているだけではないのではないだろうか。

　悪魔は実は、ゲームを楽しむただの傍ぼう観かん者であり、ただ場を作るだけで後は予想するだけのブックメーカー（賭かけ屋）であり。

　堂島コウ──彼こそ主役なのではないか？

　──以上の推論を前提として、私はひとつの仮説を打ち立てました。仮に、そうですね、『キングダム』とでも名づけましょうか。悪魔ではなく堂島コウを主役とした、彼のための仮説です》
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「……そう言って、あなたは仮説『キングダム』を提出しました」イハナはホログラムのなか、サングラスのしたで目を見せずこちらを見ている初しよ老ろうの男に言った。「《知恵の実》は願いを叶えた者が不利になるよう──すなわち取る者、取られる者がフェアに戦えるように作られており、そのための制約であり、悪魔が人間を堕だ落らくさせるためのもの、というよりはむしろ成長させるためにこそ《知恵の実》はある、と」

《……つまり堕落に打ち勝てれば成長できる、という意味で、ですがね。いくら私でも悪魔を認めるようなことは言いませんよ》

『ザ・ワン』はエイメン、と十字を切った。

　切った途と端たんにのどが焼け、口から煙が噴ふき出す。

《おや、失礼》

「……いえ。とにかく、あなたの説は、今のところ的まとを射ているように思います。……みん」

「はい」

　目のまえにグラフが浮かび、みんの説明が流れる。

「これはかつて《知恵の実》にかかわった者たちをさまざまな点で追つい跡せき調査したものです。ご覧らんの通り、だれもが、とくに心理的に、大きな変化を見せており──

　──なかでも、《インヴィジブルエア》に触れた朝あさ比ひ奈な菜な々な那なさまと《グレイテストオリオン》に打ち勝った真ま嶋じま綾あやさまの変化はいちじるしい。

　菜々那さまはＭＳ72──聆れいの事件でとんでもない芸術的才能を見せてくださいましたし、最近分かった綾さまの『真嶋の森』に至っては、あれはもう超ちよう能力です。また、変化は能力に限ったことではなく、綾さまは過去の事件をもう乗り越えたように見えますし、たとえば《グレイテストオリオン》に触れた高たか虎とらは人間ではなくなった自分の境きよう遇ぐうに信じられないほど早く順じゆん応おう、前回事件を起こした聆も、いまだ危ない嗜し好こうは残っていますが以前からあった自じ傷しよう癖へきは完全に消え、健全さを取り戻しつつあります。

　すべて、驚くほど短期間のうちに──《知恵の実》にかかわったことと無関係とは言えないでしょう」

「彼らはまさに、新たな可能性を手に入れたわけですね」無む玄げんがうなずいた。

《奇き跡せきの効能──予想できたことです》『ザ・ワン』もうべなう。《人間はだれしも、心理的限界に制限されている。空を飛べる、などと心の底から信じられる人間はまずいない。必ずどこかでそんなの無理だというブレーキがかかる。だが奇跡を──目のまえで飛んでいる人間を見れば、そんなブレーキは吹き飛んでしまうでしょう。

　もちろん、飛びたいと信じれば飛べるわけではありません。が、飛びたい、と思って羽ばたく人間と、飛べない、と思いつつ羽ばたく人間では、おのずと羽ばたき方が違う。そして、もしも地球に鳥という生物がいなければ、人間はいまだに宇宙に出てはいなかったでしょう》

「……奇跡の効能、ですか。……いつにもまして雄ゆう弁べんですね、『ザ・ワン』」

　イハナの言葉に、『ザ・ワン』は微笑ほほえんだ。

　振るう言葉に、さらに熱がこもる。

《たとえば、朝あさ比ひ奈な菜な々な那な、という少女は、昔から大気中に女め神がみの姿が見えていた、と言います。ですがもちろん、それは他の人間には見えない。だから彼女は、それは想像たくましい自分の思い込みだとずっと思っていたでしょう。ですが《インヴィジブルエア》に触れ、それが思い込みではない、いやたとえ思い込みだとしても実際に力のあるイメージだと知った。それが妄もう想そうではなく才能の一種だと、頭ではなく身体からだで理解した。イタリア育ちでカトリックの下地のある彼女にとって、それは受け入れやすいものだったはずです。

　……ああ、彼女と神の話をしたい。

　そして真ま嶋じま綾あやも同様に、奇跡を体感し、心理的なブレーキを吹き飛ばした。ならその羽ばたきが大きくなっても不思議はない──じゅうぶん予想できたことでしょう。

　奇跡というのは決して、一度限りの、そのときだけのものではないのですから。

　そう……奇跡とは一生の喜びなのです。

　……よろしければ姫さま、神とその奇跡についてくわしくお話しましょうか？》

「いまはけっこうです」イハナは冷たく首を振った。「とにかく、そう、こうした変化はあなたの予測の範はん囲いだったわけですね。……では次に、あなたはが『キングダム』で言及した堂どう島じまコウの身体に対する予測ですが」

《ええ》

「先日、その結果が出ました。……みん」

「はい」

　返事と同時に目の前からグラフが消え、今度は堂島コウの顔が空中に浮かび上がる。さらに新たな画面が生まれ、堂島コウのあごの部分が拡大されていく。

「《インヴィジブルエア》のときは間に合わずデータが採れませんでしたが、《グレイテストオリオン》事件によるあごの骨折の治療の際、明確なデータが得られました。これはそのデータをもとにした再現モデル──うえが通常の人間のものであり、したがコウさまのものです」

　みんの説明と同時に拡大された部分が分割され、それぞれに顕けん微び鏡きようで見た実際の細さい胞ぼうとＣＧで再現された細胞の分ぶん裂れつするさまが映し出され始める。

　無む玄げんがつぶやいた。

「……私は理科はあまりくわしくはないのですが、これは……細胞分裂？」

「そうです」みんがうなずく。

「……ですが、うえはともかくしたは……これは、分裂してますか？」

　みんは首を振った。

「いいえ。無玄さまの言う通り、したの画面──コウさまの細胞は分裂していません。

　怪け我がをした──失った部分について言えば、コウさまの細胞は分裂ではなく、言わば『復元』されているのです」
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　みんの言葉が、続く。

「正確に言えば、生物において欠けつ損そんした部分が元に戻る、ということはありません。傷が治る、というのは、失われた部分を周囲から分裂させた新たな細胞で埋めているだけで、言わばそこは新たに生まれた部分なのです。ですが、コウさまの回復について言えば──

　彼のそれは新たな細胞で埋めているのではなく、おそらく傷を負う以前の状態に復元されている。

　実際、先日包ほう帯たいが取れましたが、そこにはかつてひどい損そん傷しようを受けた跡などどこにもない。以下はコウさまの、テロメアの説明と対照データ、そして生せい殖しよく細胞のデータです」

　画面に映し出される新たな情報。

「正常な分裂が行われていない──これはもちろん、コウさまが不ふ老ろう不ふ死しになったことを示す物ではありません。おそらく普通の人間と同じように、コウさまも歳としを取り、死ぬような損傷を受ければ当然死しに至るでしょう。が、どれほどの損傷を受けようが、もしも生き残っていた場合、コウさまは完全に、負傷する前の状態まで回復する。もちろん、復元するとは言ってもその速度は普通の人間の治ち癒ゆ速度とほとんど変わりませんが──

　問題は、このような現象がどうして起こり、そのエネルギーがどこから供給されるのか、ということです。

『ザ・ワン』さまは以前、仮説『キングダム』で言及されていましたね？　ええと……」

《アストラル体、です》みんの言葉を引きつぎ、初しよ老ろうの男はうなずいた。

《そう、私はこう申し上げたのです。悪魔のミカタとなった堂どう島じまコウは、マテリアル体とアストラル体の混在した存在となっているだろう、と》

　無む玄げんは唇を曲げた。

「アストラル体……実は私、そのアストラル体というのがそもそもよく理解できていないのですが、それはいったいなんなんです？　霊れい魂こん、と考えればいいのですか？」

《いえ。ここでは、純粋に記録された情報だけで構成された存在と定てい義ぎしています》

「ほほう」無玄はうなずいた。「……なんかますます難しいですなぁ。アストラル体が何か分からない、というのは仕方ない気もしますが、そうやって説明されてなお分からないでいると、自分が悲しくなっちゃいます」

《つまり存在するものは、自分という存在を過去未み来らい現在を問わず常にあらゆる角度からこの空間に記録し続けているのです。そしてそれは、別の目からとらえれば、すでにある情報を今の時点という角度で再生しそれに血けつ肉にくを与えているだけに過ぎない、ということであり──》

「……ますます悲しくなっちゃいます」

《……簡単に、霊魂、というほど重くない、古ふる着ぎを着るような感覚で気軽に使える精神体、と思ってください》

　無玄はくすん、とうつむいた。

「……あまりに嚙かみ砕かれても、バカにされているようで悲しい……」

《……人間とは、難しいですな》

　イハナが口を挟む。

「マテリアル体、というのは、普通にこの肉体、と考えていいわけですね。それで、それと堂どう島じまコウの復元と、いったいどういう関係が？」

《通常、人間は怪け我がした場合マテリアル体による自然な修しゆう復ふくを待たねばなりません。しかし、そうした怪我の多くはただマテリアル体が欠けつ損そんしただけであり、アストラル体にはなんの損そん傷しようもない。つまり堂島コウは、何の欠損もない、つまり怪我する前の状態であるアストラル体をマテリアル体に同化させることで、怪我を復元させている、と考えられるのです》

「精神体を、物質に？」

《そうです。アトリさんが何もない空間に突然マニュアルやサンプルを生み出すように。あるいは堂島亜あ鳥とりの肉体を遺い伝でん子しにいたるまで完全に再現し、それを肉体にして現れたように》

「……」

《アトリさんの場合は、イーチャーズリンクというある種の記録体系から必要な記録を自分のアストラル体にコピーし物質化している──もっとも今は制限があるようで、マニュアル、羽根、そして《知恵の実》のサンプル程度しか物質化できないようですが》

　無玄がうなずいた。

「……なるほど、つまりコウくんは無意識に、自分のアストラル体に記録された自分の記録を物質化し、傷を復元している、と。しかしそのエネルギーは──」

《おそらく、彼が今まで集めた魂たましい》

「それは──なんということだ」

『ザ・ワン』は悲しげな表情を浮かべた。

《ま、仕方ないのでしょうな。堂どう島じまコウは魂を集め、エネルギー化した魂はアストラル体として彼の体内に保管される。しかし、おそらく彼はそれをきちんと管理できていないのです。だから、きちんと保管されなかったエネルギーが行き場を探し、欠損を見つけて喜んで同どう化か作用を──エネルギーを物質に変える作用を起こしているのでしょう》

「……」

《今はまだ、いい感じで怪け我ががあるから、迷ったエネルギーの行き場があるからいい。だがもしもこれから先も魂を回収しながらエネルギーを管理できないようなら、行き場を失ったエネルギーが堂島コウのマテリアル体にどんな変化を起こすか分からない》イハナを見、笑う。《いつか堂島コウにも、羽としっぽが生はえちゃうかもしれませんよ？》

　会議室内が静まり返る。

《や、いまのはジョークだったのですが》『ザ・ワン』は頭をかいた。《まったく、どうにも人間というのは難しいですな。まだ全ては推論であり、まだ予測の域いきを出ていません》

　みんがため息をついた。

「……実際、魂一〇八量りようとはどれぐらいの量なのでしょうねぇ」

《それを一番考えているのは堂島コウでしょうなぁ。きっとそれを考え悶もん々もんとしていることでしょう。まさに煩ぼん悩のうの数です。はっはっは。……すいませんまた外はずしましたか、私》

「……基本的に、悪魔は敵です」イハナが言った。

《……は？》

「……とにかく、あなたは仮説『キングダム』のなかで、こう言っている。まず《知恵の実》とは、良きにつけ悪しきにつけ人間に変化をうながすものであり、そして堂島コウ自身にも変化を起こすものであり、何よりも、堂島コウが主役なのだと。悪魔ではなく、魂でもなく、悪魔のミカタこそメインなのだと」

《はい》

「そして今のところはそれが正しいように思えます。だからこそ、私は聞きましょう」

　イハナはりんと、ホログラムのなか、サングラスをかけた初しよ老ろうの男を見、言った。

「あなたはなぜ、この仮説に『キングダム』という名をつけたのですか？」

《ああ、それは》言いかける『ザ・ワン』をさえぎり、みんをうながす。

　うなずくみん。

「はい。以下は、聆れいと高たか虎とら──いずれも《グレイテストオリオン》に支配されながらも魂を奪われなかった二人を催さい眠みん状態にして得た供きよう述じゆつです」

　卓上から画面が消え、そして音声が流れ始める。

《……はい、確かに、《グレイテストオリオン》に呼ばれるのを感じました》少女の声が語り出す。夢見がちに。《ええ……王国をつくれと。おまえがおまえの王国をつくる、その手伝いをしたい、と。そう、あたしのは、サクラさまの王国です。絶対的な生命の法、そのもとに君くん臨りんする、美しき王の王国。そこに住むあらゆる者は、サクラさまの血となり、肉となるのです。サクラさまの一部となり、絶対と同化して生き続ける……ああ、すてき……食べられたい……》

　いったん止まり、かしゃん、と音がし、流れ始める新たな声。

《……はっきりとは……覚えていない……ただ》少年の声が言う。《おれは……一いつ国こく一いち城じようの、あるじになりたかった。自分で道場を開き……世界一強つよくなって……いや》声が異い様ような熱気を帯びる。《単純な話だよ。強いやつが一番えらくて、王さまになるんだ。おれの王国……そこでは、最強のやつが王になる。小こ難むずかしい理り屈くつはいらない、強いやつが一番えらい。それが当たり前じゃないか？　おれがつくりたかったのはみんなが、ただ、強さを目指し──》

　音声が、止まる。

　みんは『ザ・ワン』を見、言った。

「今の供述は催さい眠みん状態によるものですが、実際に《グレイテストオリオン》にとりつかれていたときの高たか虎とらが『自分は王だ』と称するのを恕じよ宇うさまが聞いています。また恕宇さまは、《パーフェクトワールド》の犯人と相あい対たいしたときも、高虎と同じ感じを受けたそうです。

　まるで《知恵の実》に、王国へと導かれているかのように。

　綾あやさまと、そして《インヴィジブルエア》の犯人については分かりませんが、王、そして王国すなわち『キングダム』が何か重要なキーワードであることは間違いないかと」

　みんのあとを継ぎ、イハナは感情を見せず、言った。

「……『ザ・ワン』、『対策班』のリーダーにして二千年の知識を持つ存在。あなたに今一度たずねます。

　あなたはなぜ、この仮説に『キングダム』という名をつけたのですか？

　いいえ、この仮説は仮説ではなく、あなたはこのキングダムという単語について、実は何かを知っているのではありませんか？」
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　しばらくの沈ちん黙もくののち。

『ザ・ワン』はおもしろがるように、言った。

《さて……どうだったかな》

「『ザ・ワン』」

《姫さまも知っていらっしゃるでしょう？　私は確かに二千年を生き、その知識を溜め込んでいますが、しかしそれらがすべて常時私に接続されているわけではありません。必要ない記き憶おくは圧あつ縮しゆくして保存してあるのです。そうしなければ人格が保てませんから》

「……『ザ・ワン』」

《はいはい、姫さま。……では、仮にそれが正しいとして、どうします？》

　イハナは淡々と、言った。

「話してもらいます。あなたが知っていることを、全て、今。……いつか話してくれるのを、気長に待っているつもりはありません」

《ああ、そう言えば、またも真ま嶋じまさんが襲おそわれたそうですな。件くだんの『夕日を連れた男』とやらに》

「ええ。綾あやの話によれば、敵は男女二人組であり、堂どう島じまコウのことを昔から知っているようであり、──左手に矢や傷きずを負っている、と」

　だが、手のひらを貫かん通つうするほどの重い傷であるにもかかわらず、この近辺の病院にそうした手当てを受けに来た、という連絡はいまだない。

　今回敵てきは明らかに、綾を害するために襲ってきたという。

　つぶやく『ザ・ワン』。

《二人組……ですか。ほほう……二人組……ね》

「はい。そして綾は言っていました。敵は間違いなく、こちらに悪意を抱いていると」

《……悪意》

「悪意、ですか？　敵意ではなく」無む玄げんがたずねる。

　イハナはうなずいた。

「ええ、悪意、と彼女は形容しました。そして……付き合いはまだ短いですが、あれほどの怒りに満ちた彼女を私は知りません。それだけに、この状況を私は気に入らない」

「……コウくんには？」

「……まだ話してはいません」

「確かに、今話すのはアレですね」無玄が首を振る。「今、どうやらコウくんは悪魔のミカタを続けるか否か、悩んでいる最中のようですし。ここでまたも友人が襲われた、などと聞いたら──」

「とにかく、私は、悠ゆう長ちように情報を待つつもりはありません。『ザ・ワン』、『キングダム』について話すつもりがないのなら──」

《どうします？》

「そのときは」いったん言葉を切り、そしてはっきりイハナは言った。「そのときは、あなたを拷ごう問もんしてでも聞き出します。その権利は認められている。あなたは人権を持たない、単なる共有財産に過ぎないのだから」

　ほがらかに、『ザ・ワン』は笑い声を上げた。

《……いや、まったくその通り。確かにその権利は認められている。ですが……それは無む駄だですよ、姫さま。私はその気になれば、日光を当てられようが十字架かを当てられようが、痛つう覚かくを遮しや断だんできますから》

「たとえ痛覚は遮断できようと、死は遮断できません」

《ですが、そもそも私は死なないのですよ？　何しろ魂たましいを持たぬ私は、そもそも生きていないのだから。たとえ最後までやられても、ただ存在を停止するだけ──そして私は、それに対する恐怖も痛みも遮断できる。

　生きていない者を、殺すことは不可能です。

　試されてみてもけっこうですよ？》

　──口を閉じ、

　イハナは無表情に『ザ・ワン』を見た。

　代わりにみんが口を開く。

「では、どうあっても話してくださる気はない、ということですか？　それとも……何か条件でも？」

『ザ・ワン』は笑った。

《さすが話が早い、ですな。では私も、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言いましょう》

　大きく息を吸い、そしてその言葉を口にする。

《──私を、あなたたちの土地に『招待』してください。

　……そう驚かないでくださいよ。ぶっちゃけた話、私はそのために、今まであなたたちに協力してきたのですから》
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　絶ぜつ句くする一同。

　静せい寂じやくをまず切ったのは、みんだった。

「それは……今いるアメリカから日ひ炉ろ理り坂ざかに移住したい、ということですか？」

《いえいえ》首を振る『ザ・ワン』。《ただ一日二日、他の土地に出てみたいというだけのことです。何しろもう二百年近く、ここの風景しか見ていないわけで》

「……それでも、難しい相談ですわね」みんの言葉に、

「難しいも何も、実現不可能ですよそんなの」無む玄げんが首を振る。「まず日本政府が許さない。日本政府の許可を取れても国こく連れんが黙っちゃいない。国連をなんとかできてもアメリカが絶対認みとめないでしょう」

『ザ・ワン』はにこやかに微笑ほほえんだ。

《アメリカ政府なら大丈夫です。この前、二、三日旅行をしたいと言ったら受け入れてくれる土地があるならいいぞと言ってくれましたので》

「それは受け入れる土地などないと分かっているからそう言ったのですよ。分かんないかなあ」無玄の嘆たん息そくに、

《たとえそうだとしても、そのへんは私が『二千年の叡えい智ち』でなんとかします》さらににこやかに笑い、言う。《なんならあなたがたは何もする必要はない。ただ認めてくれればいい。そうすれば私が自分でそこに向かいましょう。

　ですが……知っているでしょう？

　私は招かれない限り、そこに……いや、どんな土地にも入ることはできないのです》

　イハナがたずねる。

「本気で言っているのですか？」

《ええもちろん》

「人類という種の最大の敵を、私の土地に招けと？　……ただデータが欲しいというだけで、あるときはひとつの国に戦争を起こし、あるときは丸ごと滅ほろぼし、またあるときは民族を虐ぎやく殺さつさせた存在を」

　あまりに感情のうかがえないその声からは、イハナの心しん中ちゆうはまったく察せられない。

　やれやれ、とホログラムは肩をすくめた。

《ですからそれは謝ったでしょう？　人類という種に。さらにその贖しよく罪ざいとしてこうして二百年もここに閉じこもり、おのれの自由を犠ぎ牲せいにして文明発達の手伝いをしているではありませんか。そして、さらに言えば、私は決して人類という種の敵ではありません。確かにそう見る学者もいるようですが、私はそもそも生きてはいない。生き物ではない。ただ見かけ上生きているように見えるだけの事実上ロボットであり、魂たましいも、生命力もまったく持たない存在なのですから。

　人類を滅ほろぼして取って代わるほどのこと、私にはできませんとも》

「……」

《忘れないでください──》その表情に哀かなしみがさす。

　もちろんそれは本物ではなく、ただそう見えるように表情を作っているだけだが、しかし見かけだけならイハナよりはるかに感情にあふれているように見える。

『ザ・ワン』は言った。

《私は『ザ・ワン』──どれほど眷けん属ぞくを増やそうとも、いつでも唯ゆい一いつ私だけ、という存在なのですから》

「……」

《……やはり、信用できませんか？　信用を得られるだけの協力は、してきたつもりなのですがねぇ……》

「やはりどこかずれていますな」無む玄げんは首を振った。

　黙ったままのイハナ。

　みんがたずねる。

「なぜ、日本……いいえ、うちなのです？」

《基本的には、アメリカが恐れるような国ではなく、しかし交渉できるだけの力を持っているからです。これがたとえば別の大きな国だったりしたら、アメリカは私を出してはくれないでしょう。なんだかんだ言って私は大事な存在ですから》

「……」

《そのくせに、私が過去について知りすぎているために、われながらこれほど有用な知的財産でありながら大国は過去の醜しゆう聞ぶんがあらわにされるのを恐れて私と話そうとしない。小さな国はそもそも大国に邪じや魔まされ私に会わせてもらえない。……舞まい原ばる家だけですね、こうしてまともに話ができるのは》

「……」

《だからこそ、舞原家に頼むのです。ああ、神に誓ちかって私はいたずらはしません。立りつ派ぱな人格を保ち続けることを誓いましょう。エイメン》

　たちまちのどから噴ふき出す煙。

《おや、失礼》

「……いえ」イハナは首を振った。

　沈ちん黙もく。

《迷っていますねぇ》『ザ・ワン』は笑った。《ま、それだけでもありがたい話です。本来ならあっさり断られてもしかたない。では──そうですね、私の言葉を疑うのなら、代わりに私の有用性を考えてください。私は必ず役に立ちます。キングダムについても話しますし、たとえば私は──そう。

　あなたがたを苦しめている『夕日を連れた男』の正体も、多分教えて差し上げられる》

　またも沈ちん黙もく。

　さらなる静せい寂じやくののち。

「──『夕日を連れた男』の正体を、知っているというのですか？」イハナはたずねた。

　うなずく『ザ・ワン』。

《ええ。実は、その言葉自体には聞き覚えはないのですが、悪魔のミカタに絡む男女二人組、ということなら確かに心当たりがあります。というか、あの二人しかいませんな。われわれの世界では有名な──

　一人は、悪魔をも殺せる銃を持つ男です。おお主しゆよ彼をみそなわしたまえ。エイメン》

　三度噴ふき出した煙に謝罪する『ザ・ワン』にかまわず、イハナは聞いた。

「それは、いったい、何者です？」

《私を招いてくださるなら、教えましょうとも》『ザ・ワン』は笑った。《ええ、なんなら私が彼らをつかまえますよ》

「……」

《そう、私はキングダムについて説明し、滞たい在ざい期間中に『夕日を連れた男』を見つけ、堂どう島じまコウと話して悪魔のミカタを続けるよう説得し、なんならあなたがたの愛のキューピットとなり、なおかつ私は彼に語りましょう、神の奇き跡せきとその愛について。彼が希望を持てるよう、分かりやすく説明しましょう。そして……そうだ！》微笑ほほえんで無む玄げんを見る。《無玄さんでも無理だという堂島コウの記き憶おくの復活も、私の『力』でなら可能ですよ？》

　無言の無玄の隣となりで、イハナの目がまたも見開かれる。

「……コウの、記憶を？　それも可能なのですか？」

《ええ。もちろんですとも。何のためにこうしてサングラスをしていると思うのです。私の目は、人間などものともしない催さい眠みん能力を持っているのです……そうか！》手を叩たたく。《こちらのほうで攻めればいいのか！　姫さま、私はさらに、霧にも狼おおかみにもなれますよ！　超ちよう自然の能力をたくさん持っていますよ？》

「……」

《……あれ？》

　無玄はため息をついた。

　肩をすくめ、『ザ・ワン』に言う。

「……ええとですね、そのまえに、『ザ・ワン』殿、あなたは分かっているのですか？　あなたがどう言おうとも、結局あなたは人類にもっとも憎まれている存在の一つなのですよ？　そこに閉じこもっているからこそ、安全なのです。もし外に出たりしたら──」

《何度も繰り返しますが、私は生きてはいない。生きていないということは、生に対する欲求もない》笑い声。《ええ、いつ活動を停止しようが私は別に気にしませんよ。じゅうぶん永く存在しましたし》

「でもそれは、舞まい原ばる家の責任問題になりますわ」みんが言う。

《ええ、それはもちろん。ですが──宣伝次し第だいでは、舞原家は英雄にもなれる。無む玄げんさんの言うとおり、私が死ねば喜ぶ人の方が人類には多いのですから。……それに、姫さま》黙りこんだイハナに言う。《私をここから引っ張り出すのは、現在の舞原家の基本戦せん略りやくにもかなっているはずです。あなたの母──当代は舞原家を近代化し、武器を売り、その科学技術力を宣伝することで舞原家を守ろうとしていましたが、あなたはその逆、むしろ舞原家の魔ま術じゆつ的な側面を前面に出すことで、世界でも特とく異いな優位を得ようとしている。だからこその『知恵の実』研究であり、『対策班』──そうでしょう？　ならば世界でもっとも認知された超ちよう自然である私を招くことは、決して悪い話ではない。私が望んでそこに行ったとなれば、世界からも一目置かれます》

「……」

「それもそうですわね」みんはうなずいた。「魔術に守られた土地、日ひ炉ろ理り坂ざかの、世界に対するいい宣伝になるかもしれません」

　驚く無玄。「みんさん？」

　イハナはただただじっと、考えこんでいる。

『ザ・ワン』は真剣にイハナを見つめ、言った。

《そして私は間違いなく、『キングダム』の情報を提供し、『夕日を連れた男』を見つけ出し、堂どう島じまコウの記き憶おくを取り戻してみせましょう。なんなら、秘密にすると宣せん誓せいした各国の機き密みつ情報以外ならどんな情報でも提供しましょう。どうです？　けして悪い取り引きではないでしょう？》

「その言葉を、何をもって信じろというのです？」無玄が問う。

《それは当然、舞原家の威い信しんで、ですよ》

「本当に、あなたは『夕日を連れた男』の正体やら何やらを知っているのですか？」みんがたずねる。「そして本当に、それを教えてくれる気があるのですね？」

《ええもちろん。隠かくしてもしょうがないですし……。ただ、『キングダム』の秘密については話さないほうがいいような気もしますが》

「なぜです？」とイハナ。

《失礼ですが姫さまは、堂島コウがあなたに隠し事をしていることに気づかれていますかな？》

「ええ、もちろん気づいています。コウの性格は、よく知っていますから」

《……ほう》

「……過去、だれかの信頼をもっとも必要としていたときに、だれにも信じてもらえなかった──だからコウは、彼自身、人を心の底から信じることができない」イハナは無表情に言った。「人を信じきれないコウは、だから依存を恐れる。裏切られることを恐れるあまり、最初から裏切られたときのことを想定して行動する。だからコウは、おそらく私に対しても、何かの切り札を隠かくしているでしょう。いざというときの、ために」

《……それをどう、思いますかな》

「別に」無表情に『ザ・ワン』の視線を跳ね返す。「ただ利用するだけです。敵に対し、完全には追い詰めずわざと逃げ道を空あけておくのは戦いの常じよう套とう手段です。逃げ道があると信じさせてやれば、それだけ御ぎよしやすい……」

　みんの掛け声。「いよっ！　姫さま！」

　ちらりとにらみ、みんを震え上がらせると、イハナは『ザ・ワン』に聞いた。

「それが、何か？」

『ザ・ワン』は笑った。

《いえね、実は私の隠していることは、実は彼が隠していることにかかわるものなのですよ。そうですね、仮に《それ》としておきましょうか。せっかく堂どう島じまコウが隠している《それ》を、私がばらすのもなんですし……ねぇ》

「なんです、その理由は。ふざけているのですか？」

《いえいえとんでもない、大おお真ま面じ目めですよ。……たとえば姫さま、堂島コウは冬ふゆ月つき日ひ奈なには心を開き、依存していたのですかな？》

　イハナはいいえ、と首を振った。

「他の人間とくらべれば、少しは……ぐらいです。それが冬月の悩みでした」

《ならば、堂島コウがあなたに完全に頼り依存するようになれば、それは冬月日奈に対するあなたの勝利だと言えませんか？　それは大事な指し標ひようと言えませんか？》

「ええ？」一いつ瞬しゆん目を見開き、すぐに無表情になり、イハナは首を振った。「それは……しかしそういうことはないでしょう。あなたはコウと冬月のつながりを知らない」

《確かに二人のつながりは知りませんが、一人が死んでいることは知っています。冬月日奈はもう何もできません。しかしあなたは生きている。これから二人のつながりに追いつくことができるし、さらにそれを追い抜くこともできる。あなたはそれを考えなければなりませんよ》

「余よ計けいな」言いかけるイハナを、

「そうですとも！」突然みんが声を上げ、さえぎった。「ああ、まったく、イハナさま。二千年の叡えい智ちをようくお聞きなさい！」

「あなたはだまって」みんをにらむイハナに、

「いや、確かに『ザ・ワン』殿の言うことには一いち理りあります」無む玄げんも同意する。「私が思うに、イハナさまは遠えん慮りよのしすぎなのですな」

「私は、そんな」

《発育が遅れていることで、自分の身体からだに自信がないのでしょう。哀あわれな》

「身体に自信がないと、自身への自信も失われがちになりますからね。冬ふゆ月つきという子は大きな胸をしていましたし……いやこれは娘の言葉ですが」

「でも、みんが思うに、コウさまはオールマイティではないかと」

「だまりなさい」

「だから、もうちょっと、イハナさまが積極的に先せん導どうするべきなのですわ。自分から誘ゆう導どうし、火をつける、と」

「確かにコウくんは、あれで奥おく手てですからねぇ……って、ええ？　お二人はまだキスだけですか？　本当に？　ああ、堂どう島じまコウはダメだなぁ。ダメだ！」

《確かに、私の見たところ、本当にそれだけのようですな。ええ。とても血の……》

　がしゃん、と大きな音を立て。

　三み桁けた万円を軽く超すプラズマビジョンの壁掛けテレビが煙を上げた。

　静まり返ったなかを、イハナのりんとした声が、響ひびく。

「くだらぬ話は終わりましたか」

「は、はい」無玄がうなずく。

「えと、なんの話をしていましたかしら」みんが微笑ほほえむ。

《つまり、私が言いたいのはですね》『ザ・ワン』が口を開いた。《これは堂島コウの問題であり、堂島コウとあなたの問題であり、《それ》と『キングダム』について本当に知りたいのであれば、あなたは私ではなくコウにたずねるべきだということなんです。……下へ手たに私が教えれば、あなたがたの関係悪あつ化かにつながりかねない。でしょう？》

「バカなことを」

《いいえ。バカはあなたです》『ザ・ワン』は断言した。

「私もちょっとそう思います」無玄も同意した。

「僭せん越えつながら、このみんも」メイド姿の少女もうべなう。「他のことはともかく、これは大事なことですし……少なくともコウさまが悪魔のミカタを続けるか否かぐらいはたずねるべきですわ。そして、続けてほしいという自分の気持ちも伝えるべきです。そうしたぶつかり合いのなかでこそ、強い関係は育まれる──だからこそ、冬月さまは心を開くのをいやがるコウさまにあれほどけんかをふっかけられていたのでしょう？」

「……」

《逃げ道があると思わせていたほうが御ぎよしやすい、などというのは結局姫ひめご自身の、逃げ道なのですよ》

「まったく。衝しよう突とつを恐れて聞けないだけの話ですな」

「ああでもみんはそんなイハナさまもかわいいと思いますわ。本当に」

「もちろんこの無む玄げんもそう思います」

《そして恥ずかしながら私も。だからそのモニターを壊そうとするのはやめてください。回線が切れてしまいます》

　──沈ちん黙もく。

『ザ・ワン』が言った。

《……恐れるのは当然ですが、私の経験から言えば、あなたの歳としで守りに入るのは多くの場合、逃げでしかありません》

「私は逃げなどしません」

《本当に、そうですか？》揶や揄ゆするような声が、ホログラムから響ひびく。《……たとえば今、あなたが迷っているのは、……実はただ心の奥底で、この私を恐れているからではありませんかな？　姫さま。日光に弱く、水に溶け、にんにくには近寄れもしないこの私を》

「……」

《聖せい水すいに焼け鏡に怯おびえ、十字架かの前では無む垢くな乙女おとめのように震えることしかできないこの私を》

「……」

《人間の生き血を吸い、夜を飛ぶ──吸きゆう血けつ鬼きの、私を。ただ吸血鬼というだけで、そう……》

「やめなさい」

　イハナは椅い子すから立ち上がった。

「……なるほど、そういう話の組み立てですか。稚ち拙せつな」

《……あれ？》

「勘かん違ちがいしないでください。私はあなたの下へ手たな挑ちよう発はつに乗せられたわけではありません。ましてやあなたを信用する気になったわけでもありません。ただ、あなたの有用性は疑いようもなく、そしてあなたにしかできないことがある、というだけのこと」

《……では？》

「イハナさま？」無玄が叫ぶ。「あ、あの？　まさか？」

　イハナはみんを見た。

　みんがうなずくのを確認し、あらためて『ザ・ワン』に向き直り、言う。

「……いいでしょう。『ザ・ワン』。近日中に、交渉をまとめましょう」

「イハナさま！」悲鳴のような無玄の声。「本気ですか？」

　黙って微笑ほほえむみん。

《よくぞ決断してくださいました》うやうやしく頭をさげる『ザ・ワン』。

　冷静なイハナの声が、会談の結論と終了を告げる。

「ただし、まだ招きはしません。それはすべてが終わったあとです。アメリカその他との交渉はもちろん、こちらもいくつか安全措そ置ちを取らせてもらいます。住居の確保、あなたのパーソナルパターンの記録、拘こう束そく処置と自じ爆ばく装置の埋め込み等──」

《もちろんかまいません。そちらの条件は、無条件ですべて受け入れます。どーぞ。……ああ、いずれ皆さんに会えるんだ。おもしろそうだなぁ》

　吸きゆう血けつ鬼きはにやりと笑い、牙きばを見せた。

《私はきっと、悪魔のミカタをカトリック信者にしてみせますよ！》

「……それはだめです」

《……しまった！》
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　回線が切れ、『ザ・ワン』との対話が終わるや否いなや、無む玄げんはイハナに詰め寄った。

「ほ、本気、ですか？　まさか本気であの、吸血鬼を？」

「ええ」

「心配要いりません。大丈夫ですわ」モニターに向かい早さつ速そく予定を組みつつ、みんが微笑ほほえむ。

「しょせんは吸血鬼。何ができるものでもありません」

「しかし──」

「それにこれは確かに、ただ子供だというだけでイハナさまを──舞まい原ばる家をあなどっている世界のバカどもへのいいデモンストレーションになります」

「いや、しかし──」

　二人の会話から離れ、イハナはつぶやくように、言った。

「私は少し、疲れました。……少し、休みます。あとはまかせます。みん」

「はい。いんを呼び戻しておきますね」

「お願いします」扉まで歩きかけ──

　ふと、何かを思い出したように、イハナは振り返った。

　みんに言う。

「ジィ・ニーも、参加させてください」

「ええ？」目を開くみん。「なぜです？　今回は──」

「……ジィは最近、任務の失敗続つづきで自信を失っているようなのです」イハナは首を振った。「気にするなと言っているのですが……。今回の任務に参加し、やり遂とげられれば、きっと自信も回復するでしょう」

「そ、それは……ですが、何も今回でなくとも」

「重要な任務だからいいのです」イハナは無表情に言った。「それとも、ジィは役に立たないと？　彼女は足手まといだとでも？」

「……そうは言いませんが、あの……」

　何か言いかけ、イハナの表情に言葉を飲み込み、みんはうなずいた。

「……分かりました。では、そのように」

「お願いします」

　イハナはきびすを返し、歩き出した。

「しつこいようですが、イハナさま」後ろから、無む玄げんの声がかかる。「いえ、ジィ・ニーさんのことではなくて……。とにかく吸きゆう血けつ鬼き、いえ『ザ・ワン』をあなどってはいけません」

「ええ。分かっています」

「招くなら、せめて日ひ炉ろ理り坂ざかに招いてはいけません。……そうですね、いざというときのために、受け入れるのは和わ歌か丘おかに──」

「分かっています。他に細かいことがあれば、みんと話してください。では」

　有う無むを言わさず、イハナは部屋を退出した。

　ドアが閉まるのを見届けたのち。

「……忙しくなりそうですな」無玄はつぶやいた。

「そうですわね」うなずくみん。「でも忙しいと、なんかうれしくなりません？」

「……あなたはメイドの鑑かがみですな」

「あら、そんなの言われるまでもありません」笑って言う。「それより無玄さま、細かいことはあとで打ち合わせるとして──なるべく急いで計画を立案してください」

「……は？」

「吸血鬼を殺すための確実な、そして舞まい原ばる家が英雄になれるような方法ですよ？　もちろん」モニターから顔を上げ、無玄の表情を見、首を振る。「あらいやですわ。勘かん違ちがいなさらないでくださいな。もしものときのためですから」

「……ええ」

「でも、もしものときの準備ですから……」みんは笑って、ささやいた。「イハナさまには、内ない密みつに」

　沈ちん黙もく。

　キーボードの流れるようなドラムのなか。

「……やっぱり、あなたはメイドには惜しい」無玄は笑った。

「まぁ失礼な」端たん末まつから身を乗り出し、腰に手を当てぷりぷりと、みんは言った。

「メイドは私の天てん職しよくです！」

　ははは、と笑い、無玄は退出した。







　無む玄げんが消えたのを見届け、みんはインカムに話しかけた。

「無玄さまが行きます。はい。急いで──」インカムに細かい指示を出しながら、机を見る。『新にい妻づま記き』がないのを見届け、微笑ほほえみ、うなずき。

　にしても、と思う。

　イハナさまはああ言ったが、はたして今のジィ・ニーを戦せん闘とうが起こりうる任務につけていいものだろうか。人を斬きれなかった自分に疑問を持ち、強くなるために人を斬りたがっている今のジィ・ニーを。

　さすがにだれもイハナさまの耳には入れていないようだが──

　人を斬ったジィと、それを知ったイハナの顔を想像し、みんはおのれの肩を抱き、ぷるぷるぷるとしばらく震えた。

　大丈夫です、と心につぶやく。

　なに、どれほどのショックを受けても大丈夫。そう、たとえ吸きゆう血けつ鬼きが来ようとも、たとえ悪魔が相手でも、このみんがいる限り、イハナさまは、サクラさまは、舞まい原ばる家は大丈夫です！

　──たとえだれが相手でも……

　くすくすと笑い、みんは端たん末まつに戻った。
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　そして数日後。

　さまざまな思おも惑わくのなか、しかしなんの問題もなく（さすが二千年の叡えい智ち！）、日本とアメリカの政府から『ザ・ワン』を和わ歌か丘おかに三日間招しよう致ちすることの認にん可かが正式に下りた。
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　果てしなく広がる夜の雲うん海かい。




　透明の風の海のなか、浮かび流れる雲のまにまに進む飛行船──その背のうえに。

　銀色の月の光を浴びて、少女がひとり、風を浴び、刀かたなを抱いて座っている。

　夜を見つめるその眼がん窩かから、

　涙が一ひと筋すじ、流れて落ちる。




　ひゅごう、と風が流れて漆しつ黒こくの髪がたなびく。




　涙が宙に散らばり消える。




　息をすることも忘れ、彼女は少女を見つめていた。
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　しばらくして。

　何か気配を感じたのだろうか、振り返り、立ちすくんでいるいんに気づき、ジィ・ニーは笑いかけた。

「なんだ、いん、起きていたのか」

「ん？　ああ……まぁな」

　何か見てはいけないものを見てしまったような気がして、しかし今さら戻るのもしゃくで、いんはハッチから出、飛行船のフレーム上に作られた展望台に降りるとジィ・ニーのかたわらに進んだ。

　つとめてジィの顔を見ないようにして、言う。

「寝ていたのだが、何か変な気配を感じてな。異常はないか？」

　月に照らされた雲海をながめ、ジィは答えた。

「ない……と思うが、みなを起こすか？」

　少し考え、うなずくいん。

「ああ、起こせ。おもに下方を警けい戒かいさせろ。たった今から寝ずの番だ」

　用心に越したことはないし、自分の勘かんを無視できるほどいんは甘い毎日を送ってはいない。

　襟えりからインカムを出し指示を出しているジィを、白はく髪はつのした、右は茶色、左は黒という奇妙な瞳オツドアイで横目にながめる。飛行船のうえは風が強く（というか本当は出て行けるような場所ではない）、涙はたちまち吹き払われ、跡も残さず乾いている。

　一分の隙すきもない『黒くろ服ふく』にその身を包み、ひとつに編んだ長い黒くろ髪かみをたなびかせ。

　いんを見、ジィは言った。

「今のところ異常はないようだ。『ザ・ワン』もおとなしくしている」

「そうか……ま、警けい戒かいは続行させろ」いんは周囲を見渡した。

　特に異常はないが──

「──いん？」

「……ああ、なんだ？」

　ジィは微笑ほほえんだ。

「……おまえと任務を組むのは初めてだが……やはり、違うものだな、普段と任務中とでは」

「息を抜くべきときは、抜くさ」

「こうしていると、さすがにりりしい」

　ふ、と唇を曲げ、いんはジィを見た。「なんだよ。ジィ。ほめても何もでんぞ？」

「べ、別に何かが欲しいわけではないよ」
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「……緊きん張ちようしているようだな」

「……こういう任務は初めてだからな」ジィの目が、雲うん海かいをさまよう。

　いんは笑った。

「あれ？　前にも護ご衛えい任務をやらなかったか？　『マリア・ドール』とかいう……。失敗したからってなかったことにするなよ」

「な、なかったことになどしていない！　失敗はちゃんと受け止めている！　私が言いたいのは、つまり……」むきになって言う。「戦せん闘とう任務は、ということだ」

「勝手に戦闘任務にするな。これは輸送と護衛の任務だ」

「だが……」

「ああ、確かにまだ、その可能性もある。和わ歌か丘おかに着くまで油ゆ断だんはできん。何しろ運んでいる物が物だからな」

　吸きゆう血けつ鬼き。

　歴史の裏で暗あん躍やくし、人間社会に混乱をばらまいてきた存在。そのすさまじい繁はん殖しよく（伝でん播ぱ？）能力から人類という種の敵と恐れられ、しかし二千年の知識と経験を持つがゆえに世界財産として守られてきた存在。

　それが今、二百年ぶりに外に出ている。

　このチャンスを逃せば次はいつまたチャンスがめぐってくるか分からない、そう考える者は多いだろう。

「……ああ」いんはかすかにうなずいた。「用心するに越したことはない──」

　もっとも、このいん自身が全権を受け自ら立案した輸送計画なのだ、たとえ何者であろうと、追つい跡せきできるとは思わないが──

「なぁ、いん。こうして、おまえと任務を組むのは初めてだな」ジィがつぶやく。

「ああ」

「……私は、分かっているんだ」

　ジィは刀かたな──黒くろ塗ぬりの黒こく刀とう『黒こく王おう』──を抱いたまま、ひざを抱き寄せた。

　体育座ずわりに、言う。

「今回、イハナさまが私をこの任務に参加させてくれたのは、『マリア・ドール』からこっち、ずっと失敗続きの私に自信をつけさせるためだということは」

「まったくその通りだよ」いんはあっさりうなずいた。「何しろこのいんは、百％の任務遂すい行こう率を誇るからな。この私と一緒にいれば、おまえについたツキのなさもどっかに吹き飛んじまうさ」立った足で座っているジィを蹴ける。「だいたい、姫に余よ計けいな心配をさせるなよ。おまえは調子に乗っていたほうが実力を発揮できるんだから、くよくよ悩んだりしているんじゃない」

「……」

「それに、ただ自信を回復させるためだけに、こんな重要任務に参加させたりはしないぞ？」あ、気持ちいい、と蹴けった足でジィのお尻をむにむにしつつ言う。「その実力を信用されているからこそだ」

「そうかな」

「そうさ」むにむに。「当とう代だいが床についてもう三年──そろそろ、お嬢じようさま方の『代行』が外れてもいいころだ。だがそうなれば、まだ子供が当とう主しゆとなる──日ひ炉ろ理り坂ざかは今まで以上の圧力にさらされるだろう」

「うむ」

「だからこそお嬢さまは、決して堂どう島じまコウのためだけではなく、『ザ・ワン』を招くことを決意したんだ」むにむにむに。「大国すら扱いかねる存在を、平然と自分の土地へ呼びつける──みんの言うとおり、これは日炉理坂の魔ま術じゆつ的な力を示すいいデモンストレーションになるだろう」むにむにむにむに。

「……さっきから何をしている」

「……ジィ、おまえ、これ、Ｔバック？」

「……ティ、ティーパックと言ったのか？」

「いや、なんでもない。……とにかく、この任務に失敗すれば舞まい原ばる家は逆にいい笑い者になるだろう。子供が背伸びしやがって、なんて、世界からますますあなどられる。分かるか？　こいつは重要任務なんだ。そしてそんな任務におまえは命じられたんだ。決して自信回復のためなどと思うな。甘えるな」

「……そう、だよな……」

　むにむにむにむに──

　やけに月が大きく感じられるのは、雲のうえだからなのか。

　惜しげもなく月光を浴びて走る飛行船。

「六年か」ジィがつぶやく。

「ああ、それぐらいか」いんが応える。「ようやく、ここまで来たな。四人で誓ちかい、だれ一人欠けることなく」

「うむ……ああ、正式にお嬢さま方が当主になられたら、私はきっと泣いちゃうだろうな」鼻をすすり、いんの視線に気づいてジィは口を尖とがらせた。「なんだよその目は。分かっているよ。結局、私が一番何もしていない。みん殿やおまえに比べて、私はただ刀かたなを振っていただけだ。だがな、それでもやっぱりうれしさは」

「別に何も言ってないだろ」いんは口の端を持ち上げた。「私はただ思っただけだよ。こいつはいつも泣いているくせに、とな」

「べ、別に」

「おまえは決して、何もしなかったわけじゃない。気づいていないだけで、ちゃんと役割を果たしてきたさ」遠くを見、つぶやくように言う。「……闇やみには光、光には闇が必要なんだ」

「……？」

「イハナさまを間に挟んで、私とおまえ──ああ、バランスが取れているんだよ」

　いんの耳中で風がうなる。

　激しく、うなる。

　バランス、か。

　飛行船が、かすかにきしんだ。




　　　３




　しばらくして。

「……なぁ、いん」ジィが口を開いた。

「ん？」むにむにむにむにむにむに……

「……いいかげんやめないか。……それで、話は変わるんだが」

「なんだ」むにゅん。

「おまえの……その、今までの任務のことで……」

「……」

「おまえは……その、任務で……人を」

「聞くな」穏おだやかに、しかし断だん固ことした口く調ちようで、いんは言った。

　むにむにをやめてジィから少し離れ、風に乱れほおまでかかる白い前まえ髪がみを払いつつ、言う。

「私の任務は極ごく秘ひ任務が多い。それはたとえおまえでも聞くことは許されない。共にイハナさまに仕える者ならば、聞くな」

「あ、ああ……」

　沈ちん黙もくののち。

「……私は」ジィはぽつりと言った。「そういう極秘の任務についたことがない」

「なぜか知りたいか？」いんは大きく鼻を鳴らし、ジィの刀かたなをあごで指した。「理由はそいつにあるんだよ。おまえは基本的に、刀しか使わんからだ。そんなもの持って普通に歩ける土地など今どきあるか？　そんなやつが何を秘密にすると言うんだ？　そういう任務につきたければ、まず銃を持て」

「……」

「だいたい、昔はまだ身につけていたのが、最近ではもう手に取ろうとすらしないだろうが」

　ジィは首を振った。

「──私にはもう、銃は持てない。……間違えて、コウを撃うってしまった私は」

「……なら、仕方ないな」

「それに私はもともと、銃は嫌いなのだ。剣は刃やいばの先まで意志が通るが、銃じゆう弾だんは意志など乗せずに飛んでいくから」

「……ま、おまえがそう言うならそうなのだろうさ。とにかく、だったら仕方ないだろ」

　しゅっ、と手を振り、袖そで口ぐちから小さな銃を出す。

「見ろジィ。この拳けん銃じゆうは小さいだろう？」

「？　ああ」

「なぜ小さいかと言うとだな、気づかれず持ち歩けるようにであり、気づかれずに出せるようにであり、気づかれずに相手を撃うてるように、だよ」

「……」

「この銃を撃つときは、相手が銃を持っていなくても──たとえ丸まる腰ごしでも、背中からでも撃つ。むしろそういうときに撃つ。だがおまえはどうだ？　魂たましいのように大事にかかえたその刀で、丸腰の相手を背中から斬きれるか？」

「……」

「斬れんだろ？」拳銃を袖口にしまいつつ、いんは笑った。「ならあきらめろ。人には向き不向きというものがある」

　ぼそっと言う声。「でも、刀かたなは斬るためのものだ」

「昔はな。今は違う」

　ジィは振り返り、いんをにらんで叫んだ。

「今だって、だ！　断じて飾るためのものではない！　刀は斬るためのものなんだ！」

「……ああ、おまえがそう言うなら、そうなんだろうさ。なんなんだいったい。結局何が言いたいんだ？」

「……それは……」

　風がうなる。

　果てしなく広がる雲の海。

　月に照らされ白く明るいこの雲下には、本物の、闇やみのように深くて暗い海がある。

　ジィは言った。

「私はイハナさまに、ただ飾られているだけのような気がする」

（……ふ）ジィの言葉に、心のなかでいんは笑った。

　ふん、こいつもいつまでもガキではないか。

「そんなことないさ」笑って言う。「今のところ、おまえの技能を活かす場がない、というだけの話だよ。大事なのはいつ、どう使うか、……適てき材ざい適てき所しよとバランスだ」

　そうだジィ。おまえはイハナの、かわいい人形でいればいい。

　血ち塗ぬられた武器はこのいん一人で、それでいい。

「──んだ」ジィが何か言った。

「ん？　なんだと？」急いでいんは聞きなおした。「すまん、風でよく聞こえなかった」

「私は強くなりたい、と言ったのだ」

「……おまえはじゅうぶん強いよ」

「だが、おまえよりははるかに弱い」すねたようにうつむく。「……いつの間にか……昔はそんなに変わらなかったのに」

「そうか？」バカ言うな、と心で笑う。

（イハナの誕生日に、愛されるための生きた人形としてプレゼントされたおまえと）

（生きた拳けん銃じゆうとなるためにあの男に毎日少しずつ殺されていた私を、冗じよう談だんでも一緒にするな）

　笑って言う。

「ま、才能の差が出たのだろう。このいんは天才だからな」

「それは、認めるが」悔しそうにうつむくジィ。「……やはりおまえは、実戦で鍛きたえられた、というのもあると思うんだ。だが、私は道場ばかりで……」

「……確かに、それはあるかもな」

「だろ！」勢い込んで顔を上げる。「私も、実戦を経験すれば、きっと──」

「……」

「私は、とにかく強くなりたいんだ」ぎゅうっ、と刀かたなを握り締める。「イハナさまの、よき刀であるために。……それに」

「それに？」

「もう二度と、あんな光景を見たくない……」

　あんなこと、というのはきっと、ちょっと前に遊園地で起きた事件のことだろう。

　その事件で、ジィは愛する男の頭を目の前で吹き飛ばされた。

　ちなみにいんこそ吹き飛ばした張ちよう本ほん人にんだったりするのだが。

　独り言のように、言ういん。「強くなれば、守れるか」

「強くなければ、守りようがない」ジィの、漆しつ黒こくの瞳が空くうをさまよう。「……そして私は今まで、ただずっと、イハナさまに守られていたばかりなんだ」

（……何を、今さら……）

　いんは首を振り、ジィの隣となりに座った。

　その肩を抱き、言う。

「そう言うな。おまえこそ、けっこう姫を守っているんだから」

「適当な気休めはよせ」

「本当だよ。ある意味おまえの存在こそ、姫の心を守っているんだ」

「……心を？」

「……知っているか？　ジィ。私はな、男女を問わず、かわいい子が大好きだ」

「そ、そうなのか」

「ああ。そうだ。だからな、この世からかわいい子がいなくなってしまったら、私は確実に五割、いや七割は戦力減げんとなる。そしてその逆もまた真なり、だ」

「……」

「おまえだって、たとえばお嬢じようさま方や、……堂どう島じまコウを守るためなら、その身を捨てても惜しくはない、とか思うだろ？　いくらでも強くなれる気がするだろう？」

「うむ！」うなずき、ジィは目を開いた。「ああ、それなら分かる。そうか」

「……そうさ」

　なるほど……と何やら納なつ得とくしうなずいているジィを左右の違う瞳で斜めに見つめ。

　いんは唇をゆがめた。

　だがな、と笑う。

　それは結局本ほん物ものじゃない。

　確かに、だれかを愛し守りたいと思う気持ちは人を強くする。愛でなくともかまわない。たとえば憎しみでもいい。愛そうが憎もうが、それはつまりは同じことであり、愛であれ憎ぞう悪おであれ、だれかを守りたい（そして殺したい）と他人を想う気持ちこそ人を手っ取り早く強くする。ときには限界を超えて。

　だがそれは本当の強さではない。

　愛であれ憎しみであれ、それを向ける相手がいなくなったとき、その強さはバランスを崩す。

　そう、他人に理由を預けて得た力など、結局は、他人にあっさり奪われる。そんなもの、本物の強さであるものかといんは思う。たとえ時間がかかったとしても、自分の戦う理由は自分で見つけ、そして自分の責任において戦う──そうして得られるものだけが、他に依存することなくただおのれの内におのれ自身の力で生み出したものだけが、だれに奪われることもない真の意味での強さなのだ。たとえば、ジィがコウのためにどれだけ強くなったとしても、いや、そうして強くなればなるほど、いざコウが消えればその強さは逆にあだとなるだろう。コウに依存すればするほど、ジィ自身は逆に弱くなるだろう。そう、たとえばジィなら、好きな男に死なれればそのあとを追ってしまってもおかしくはない──だが、そんなものが本物の強さと言えるのか？　いいや、どれほどの苦しみや悲しみも乗り越えて生きていくことこそが本当の強さだと、いんは思う。たとえ命を賭かけても愛したい、と思った人に死なれて絶望したとしても、それでも生き、新たな恋をしようと思うことこそ強さであり、たとえ命を捨ててもかなえたい、と思っていた夢が失われてしまったとしても、それでも命を捨てずに生き、さらに新たな夢を見られるようになることこそ真の強さ、なのだ。

　ならば強さとは。

　おのれを完全に律すること。

　たとえどのような状況でも、どんな状態に追い込まれようとも決して自分を見失わず、おのれを完全に律することこそ真の強さ。どれほど剣を振れても、どれほど銃を巧みに撃うてても、それは結局強さではない。なぜなら剣を使わずとも人は殺せるし、どれほど銃を撃うてても引くべきときに引き金を引けねば意味がないからだ。大事なのはいつ引き金を引くかであり、そのときに間違いなく引き金を引けるよう、自分を律することなのだ。

　どれほど剣を振れても、ジィには堂どう島じまコウは殺せないだろう。そしてイハナも。

　だがいんは、その必要があるのなら、たとえ主しゆ君くんのイハナであれ、殺せる。自分を律して。

　それこそが、強さ。

　自分を律する──本物の、強さ。

　あらゆる訓練は、おのれという暴走しがちな荒あら馬うまを完全に制御下におくためにある。

　そういう点では、あの堂島コウや小鳥遊たかなしですら、強いように見えても弱い。一番大事なところで自分を制し切れていない。だから──

「……いん？」

「ん？　ああ」無意識にジィの髪を撫なでていたことに気づき、いんは照れ隠かくしに笑った。

　微笑ほほえんで、言う。

「本当に、おまえを見ていると頭を撫でてやりたくなるよ」

「……それはこのおでこのせいか？」

「おまえはかわいいよ、ジィ」編まれた髪をさらりと撫で、手に取ってにおいをかぐ。「ああ、かわいい」

「……変なやつだな」ジィはため息をついた。「とにかく、私は、強くなりたいんだ」

「そうかそうか」

「そうとも、強くならなければならないんだ。単なる床とこの間まの飾りではなく、本物の刀かたなとして。……斬きれるのか、斬れないのか──」

　ジィはくしゅん、とくしゃみをした。

　はうあ、と笑って言う。「雲のうえは、やはり寒いな」

　にやり、といんは笑った。

「温めあうか？」

「……温めあう？」

「……冗じよう談だんだよ」立ち上がる。「船内に戻れよ、ジィ。副隊長。私はもう少しここにいて、様よう子すを見ているから」

　特に異常はなさそうだが……

「わ、私だってまだまだ平気だぁ──あ」また、くしゃみ。

「無理するなよ」

「……これはきっと、だれかが私のうわさをしているんだ」

「……そうかもな」堂島コウとか、イハナとか。

　ひゅうう、と風が吹く。

　振動に気づき、いんは黒服のポケットに手を入れ時計を取り出した。

「定時連絡の時間だな」時計についたスイッチを入れる。「さて。和わ歌か丘おかまであと一回──この調子なら昼前に着くな。久しぶりの日ひ炉ろ理り坂ざかだ」

「おまえはいつもいないからなぁ。休暇はいいが、旅行ばかりしていないでたまには師し匠しようにも顔を見せろよ、冬ふゆ月つき氏しだって……」

「……おまえだって、長く帰っていないだろ？」

「それがこの前帰ったんだ。……師匠もシュウも元気だったぞ」

「そりゃあのじじいは……シュウ？　……ああ。シュウか、あのシュウ」

「……おまえに、よろしく伝えてくれと言っていた」

「うそだろ？」

「……なんで分かるんだ？　ああ、私はやっぱりうそがつけないのかなぁ」

「……それよりどうだった？　シュウはかわいくなっていたか？」

「ああかわいかった。……よかった。やっぱり気にするだけは気にしてるんだな」

　ふ、と唇を曲げ、いんは雲うん海かいを眺ながめた。

　月の照る雲の沙漠を突っ切っていく飛行船。

　ただ雲のうえを抜ければどこにでも存在するありふれた風景だが、多くの人間はこの風景を知らずに死んでいく。幻想的な、別世界のようなこの風景を。

　ジィの声。

「しかし、あの姉妹が結婚するとはな。しかも一緒に。もう数日早く帰っていたら……いん？」

　なぁ、ジィ、といんは心につぶやいた。

　おまえはどれくらい、この風景を見てたんだ？　こんなに真白い、別の世界の風景を。

「……おい、いん？」

　思わず言葉が口を出る。




「……泣いてたな。さっき」




「……やはり、見られてたか」

　はうあ、とジィは頭をかいた。

　照れつつ、言う。「……なんか、物思いにふけっちゃってな。……もう長く、コウに会っていないなぁ……って」

「なんだ。堂どう島じまコウに会いたくて、寂しくて、それで泣いていたのか」

「違う違う！」あわててジィは手を振った。「いくら私でも、そんなことで泣くもんかよ！」

「……では、なんだ？」

　ジィの褐かつ色しよくの顔が赤く染まる。「コウを、好きになったことだ、よ……」

　ああそうか、といんはうなずいた。

　それなら理解できる。

　ジィの恋は、決して実ることはない。

　なぜなら堂どう島じまコウには、冬ふゆ月つき日ひ奈なという恋人がいるから。そしてさらに舞まい原ばるイハナと舞原サクラがいて、しかもこの二人はジィの主しゆ君くんなのだから。

　ジィの恋は、決して実ることはない。

「悲しいな」正直ぜんぜん悲しいとは思っていないのだが、一応そういう表情をつくり、いんは言った。「……実らぬ恋というものは」

　きょとん、とジィ。「なんの話だ？」

「……いやだから、自分の恋の悲しさを泣いていたのだろ？」

「なんだそれは？　たまにおまえは本当に、わけの分からないことを言うのな。いん」

　なかば呆あきれて、いんは再度たずねた。

「……だったらおまえは、いったい何を悲しんで泣いていたんだ？」

「だから、コウを好きになったことだと言っているだろ？　何度も言わすな。恥ずかしい。だいたい私は、悲しくて泣いてたんじゃない。逆だ」

「──逆？」

「私は、うれしくて泣いていたんだ」

「う、うれしくて──？」

「ああ」

　夜よりも深い瞳で遠く、空を見つめて。

　ジィは、言った。

「……私はずっと、剣けん一ひと筋ずじだった」

「……」

「イハナさまの刀かたなになる、それだけを目標にして、がんばってきた──それが、今は、しばしば堂島コウを考える」

「……」

「ただこうしているだけで、自然にコウを思い出す。そうすると胸が切せつなくなるんだ。切なくなって、会いたくなって、そして私は気づくんだ、自分がこんなに、こんなにも、堂島コウが好きなことに。会いたくて、抱きしめたくて──胸が熱くて、苦しくなって、なんかどうしようもないぐらいに泣きたくなって──

　私はコウが、好きなんだ。

　ずっと剣に生きてきて、恋することなど考えもしなかった、私が──

　コウに、恋をしているんだ。

　自分が恋をできるなんて、そんなこと想像したこともなくて、でも今、確かに私は恋をしていて、だから、それが、うれしくて──」




　ジィの瞳から、涙が落ちる。




　ああ、あれ？　とあわてて顔をそむけるジィを、いんは信じられない思いで見ていた。

　というか、信じられなかった。

　恋をしているのがうれしくて、それで、泣いた？

　いったいぜんたい本当に、そんなことで泣けるものなのか？　そんなことで涙を落とす、こいつは本当に、私と同じ人類なのか？

　ああ、と思う。

　ああ、ジィ、おまえはかわいいよ。ただ恋をしているというだけで泣ける、おまえは実にかわいいよ。そしてだからこそ、どれほど剣の腕を上げようとおまえは私には勝てない。鉄をも切れるようになり、それこそ《知恵の実》の力を借りようとも、おまえは私には勝てない。なぜならおまえはすぐそうやって暴走するから。そして真の強さとは、自分を律することにあるから。その腕うで前まえだけならいんよりうえだったシュンジュウとセンゴクの兄あに弟で子しが、二人がかりでにもかかわらずいんにあっさり倒されたのはなぜだ？　スタッフのトップまで上りつめ鬼と恐れられた健けん三ざぶ郎ろうが、その座をあっさりいんに奪われたのはなぜだ？　答えは簡単、彼らはいん以上の力を持っていながら自分を律しきれなかったからだ。自分を律しきれずに、結局暴ぼう走そうし自じ滅めつしていったのだ。

　だがこのいんは違う。私は自分を律しきれる。

　だからこそ、今、生きてここにいる。

　──ああ、と思う。

　ジィ・ニー、おまえはかわいいよ。恋に泣くおまえは実にかわいい。そしてだからこそ、純真で、ただ恋をしているというだけで泣けるような心があるからこそ、かわいいからこそ──

　おまえは私には、絶対に勝てない。

　決して、おまえが私に勝つ日は来ない──

「いやみっともないなぁ私は……いん？」

　いんは、そっとジィのあごに手をやった。

　強ごう引いんにこちらに振り向かせ、しかしやさしくその首に触れる。

　褐かつ色しよくの、細く、弱々しい首。

　いんの技量なら一瞬で絶ぜつ命めいさせることも可能だろう、無む邪じや気きな、のど。

　まだ涙の残るほお。

「いん──」

　強引にこちらに引き寄せて、いんは唇でジィの言葉を止めた。

　その軟らかさを堪たん能のうし、味わう──次の瞬間舌したに痛みを覚えたが、退ひかずにいると、すぐに硬い圧力は消えていく。

　その唇を味わいつつ。

　いんはゆっくりと、長い黒くろ髪かみを背中に挟まないよう注意しながら、ジィの身体からだを押し倒した。

「……い……いん？」

　怯おびえたようにこちらを見ている、潤うるんだ瞳。

　無邪気な、そして無力な瞳──

　いんは笑った。

「……おまえはかわいいよ、ジィ」

　──イハナは怒るだろう。

　だが、ジィもいつかは知る。

　──穢けがされる。

（そうだ、だれだって大人おとなになるんだ）

（いつまでも真白なままではいられない。遅かれ早かれ──純白の初雪のようなジィも、いつかは──）

（だったらいっそ、私が──）

「い、いん。何を──」出かける言葉を止めるよう。

　再び、キス。

　体重をかけすぎないよう注意しつつ、押さえ込み、ジィの胸にそっと、触れる。外見のわりに硬い感かん触しよくなのはさらしを巻いているせいだろう。ちっ、これを外はずすのは時間がかかる。その間に冷めてしまうとまずい。ならば──

（……うお？）

　いんの動きが止まった。

　顔を上げ、身体を離し、まじまじとジィを見る。

　そしてたずねる。「……ジ、ジィ……」

「……ん」

「な、なんだ、これは？」

「……え、あ、ああ……あ！」

　飛んでいた意識を戻し、身体を起こしていんを押しやりつつ、ジィは答えた。

「そ、それは、ふんどしだ」

「ふ、ふんどし？」ふんどし？

「知らんのか？　ふんどしというのはな、日本に古くから伝わる戦士のための下した着ぎなのだ」

「ふ、ふんどしは知っている！　そうじゃなくて、な、なんでそんなものを着て──」

「先日里さと帰がえりしたとき、たくさんもらってきたんだ。それで、うむ、何しろ重要任務だし、気を引き締めようと思って、なんて言うのか、ほら、あれだ──戦いのための──

　──勝負下着？」

「しょ、勝負下着？」

　──いんの表情をどう感じたのか、憮ぶ然ぜんとした表情を作り、ジィは言った。

「そうバカにしたもんではないぞ？　これがなかなか気が引き締まるのだ。侍さむらい魂だましいが乗り移るというか。感かん触しよくもいいし──そうだ、おまえの義弟おとうとの手作りなんだぞ？」

「……シュウの？」

　ふんどし？

　シュウ、シュウ、おのれシュウ……と歯は軋ぎしりするが、さすがにここまでムードが崩れると……手をふるふるさせているいんをよそに、ジィはさっさと衣服を整えた。

　変なイントネーションで言う。

「だいたいいきなり何するんだ。いん。私はびっくりするじゃないか」

「……いやぁ、すまん。がまんできなかった」

「……おまえなぁ。ま、キスについては私も人は責められないが……って、おまえ？」ぎょっとしていんを見る。「まさか私に恋しているのか？」

「……いや、悪いがそれはない」

「あ、ああ、そうか、びっくりした。いや、ぜんぜん悪くないぞ。そうだったら私のほうが困ってしまう」

「……だろうな」

「……で、でも、さすがにすごいな、おまえは……。私は一瞬、気が遠くなったぞ」

「だまれ」

「……？」

　ジィに手で合図し、いんはハッチを凝ぎよう視しした。

（……しまった）

（ジィを襲おそうので、われながら興こう奮ふんしていたらしい……）

　穏おだやかに、言う。

「そこに、だれか、いるな？」

「はい」あっさりとした肯定とともに、ハッチが開く。

　ハッチから出てきた人物に、ジィは驚きの声を上げた。

「……『ザ・ワン』？」

「勘かん違ちがいしないでくださいよ？」サングラスをかけた初しよ老ろうの男は急いで手を振った。「隠かくれていたわけでも、ましてやのぞいていたわけでもありません。気を利かせていたのです」

　冷たい瞳でにらみつつ、いんはふところに手をやった。

「そんなことはどうでもいい、なぜおまえが外に出ている。だいたい夜明けも近いのに──おい？」インカムを、叩たたく。「……これは？」

　通信が、切れている──

「やはり気づいていませんでしたか」『ザ・ワン』は首を振った。「熱々なのは結構ですが……ねぇお二人さん。この船、現在敵てき襲しゆうを受けていますよ」

「な、に？」

　次の瞬間、

　ドン、とどこかで音が鳴り、飛行船が大きくはねた。

　宙に投げ出されかけた『ザ・ワン』をあわててつかまえ、ジィが叫ぶ。

「いん！」

「……ああ。よし、『ザ・ワン』。プランＣに移行する」

「不可能です」おたおたと展望台につかまりながら、『ザ・ワン』は首を振った。「実は、そちらから先に見てきました。何しろ私の、そう、死し活かつ問題ですからね。脱だつ出しゆつ艇ていは全て、壊されています」

「なんだと？　バカな……あれは脱出艇なんて物じゃない、単純な、密みつ封ぶう式しきの金庫だ。あの鋼鉄の塊かたまりを全て、しかもこの私に気づかれないよう壊すことなど、物理的に──」

「しかし現実に壊れているのです。だからこそ、私はここに──」




「いん！　後ろ！」ジィ・ニーの声。




　いんは振り返り。

　男がこちらに向かい、歩いてくるのを見た。

　悠ゆう々ゆうと。

　空中を。

　なんの支えも見せずに──

『ザ・ワン』は微笑ほほえんだ。

「さすがは人間──多た様ようなる遺い伝でん子しの宝庫。さまざまなタイプがおりますな」

「……そんな、バカな……」呆ほうけるいんに。

「……いん」ジィの声。

　いんは振り返り、ジィを見た。

『黒こく王おう』を腰に、ゆっくりと、いんの前に進み出るジィ。

「……ここは任せて、おまえは駆く動どう室しつへ」

「……ジィ」

「考えろ、『ザ・ワン』は流れる水に弱く、ここは海のうえ──」

「！」

　ああ、そうだ、といんもうなずく。

『ザ・ワン』は流れる水に弱く、しかもただ流水のうえにいるだけでその力は制限される。たとえコウモリに変身したとしても、水のうえを渡って逃げることはできない。敵が『ザ・ワン』を確実に仕し留とめる気なら、何よりもまずこの飛行船を沈めるだろう。

　落ち着いた声で、ジィが言う。

「行け、いん。私では駆く動どうのことは分からないが、おまえなら応用が利く。適てき材ざい適てき所しよだ。ここは私にまかせて──」

「言われるまでもない！」言うや否いなや、いんは走り出した。

　ハッチに入り、ドアを閉める。

　なかに入ってもインカムが通じないことを再度確かめ、歯は軋ぎしりする。おのれ、落ち着け、自分を律しろ、まだジィのほうが落ち着いているじゃないか。しっかりしろ！　確かにこれは生涯で初めての失敗、初めての敗北だが──まだ終わってはいない！

　飛行船内図を思い描き、走り出し──

「！」

　いんは止まり、

　振り返った。

（さっきの会話、）

（……まさか、ジィ、あいつ……）
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　ジィ・ニーは腰に鞘さやを当て、男に向き直った。

『ザ・ワン』が言う。

「ミス・ニー、無理をしないでください」

「……離れていてください」振り向かずに答えるジィ。「剣を振るう邪じや魔まになります」

　宙に浮かび前進しつつ、男が口を開いた。

「舞まい原ばる家の、ジィ・ニーだな」

「ああ」

「この船はもう、おしまいだ」感情を感じさせない、棒ぼう読よみ口く調ちような低い声。「だから無む駄だな抵抗はするな。おまえの仲間も殺していない。おまえも殺す気はない。ただ、おまえの後ろのその存在さえ消せるなら」

「彼はうちの客人だ」それですべてを説明した、とでも言うように、口をつぐむジィ。

　男は笑った。

「客人ではない。そいつは、物だ。悪意もなければ善意もない、その行動はすべて見せかけ、心のこもらぬ魂たましいを持たぬただあるだけの存在よ。

　そんな物を命がけで守ってどうする？」

「そんなやつを命がけで憎んでどうする？」ジィは唇を曲げた。「同じむきになるなら、私のがまだ上等だな」

「言うなぁ」と『ザ・ワン』。

　ジィは呼吸を整えた。

　歩みを止めず、ゆっくりとこちらに歩いてくる男に、静かに、言う。

「……一応、警けい告こくはしておく。

　おまえが何者であろうと……私の前に立ち、私の後ろに手を出そうというのなら──

　……斬きる」
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（「私は、強くなりたいんだ」）

（「床とこの間まの飾りではなく、本物の刀かたなとして」）

（「……斬れるのか、斬れないのか──」）

　──あいつは、斬る気だ。

　──人を。

　自分にそれができるのか、確かめるために。

　駆く動どう室しつ目指して走りつつ、いんの心は千ち々ぢに乱れていた。

　バカな、あいつは分かっているのか？　斬れるにしろ斬れないにしろ、それが分かるのはもう斬ったあとなんだぞ？

　一度抜けば、振り切るまで刀の切きっ先さきは止まらない。

（くそっ、あの単純バカ……純粋すぎるにもほどがあるぞ！）

（じじいのもとで、何を学んでいやがった！　いやあのじじいのバカ、素直に言葉にしないから！）

　捻ねん式しき居い合あいの本当の極ごく意いは、女性を思わせる軽やかな剣けん運うんではない。信じられない角度から抜かれる予想のつかない居合抜きでも、相手を惑わすトリッキーな動作でもない。

　捻式居合の極意は、『かたきはこれを切り、やはらかきはこれを逃がす』ことにある。

　捻式の剣が本当にその力を表すのは相手が服を着ているときであり、相手の服一枚を使い捻ひねって剣けん先さきの方向を変え、相手を切らずに倒す技わざにこそその極意がある。初めて刀を振った素人しろうとは、往々にして自分の足の親指を切る。振ったと思った瞬間には刀は足まで振り切られている──それほどに日本刀の刃やいばは速く動く。日本刀の鋭く疾はやい剣先は、止めようとしてもまず止められるものではない。止めるどころか方向を変えることすらまず不可能──それを、相手の服を使って可能にしたところに捻ねん式しきのすさまじさがあり、捻式を編み出した煙けぶ滝たき狸耶まみやの天才と呼ばれるゆえんがあるのだ。

　女性の、子を産み育てる女の剣だからこそ、ただ切るだけではいけない。

　切る必要のないものは逃がし、何も生まない争いは避けるよう心がけなければならない。

　それこそ捻式の、極ごく意い。

　そしてその捻式を奥おう伝でんまで許されたジィは、頭では理解していなくても身体からだで覚え、無意識にそれを使いこなす。

　だからこそ、これまで危険な剣を振るいつつだれ一人として殺さずにすんできた。

　だがそれも無意識の話。

　意識的に斬きろうとするなら、ジィの剣はただ『敵かたきはこれを切る』だけの剣となるだろう。そしてそうなれば、ジィの腕うで前まえなら人の胴どうなど軽く両りよう断だんできるだろう。

　そうなれば、当然、相手は──

（……殺人する。だから、なんだ）

　一瞬の脳のう裏りに浮かんだイハナの顔を振り払い、いんは駆く動どう室しつ目指して走り続けた。そうとも、だからなんだ。ジィが剣を捨てないというのなら、いずれは迎える局面だったのだ。早いか遅いかの違いだけで、いずれはこうなっていたのだ。

（人はだれだって、いずれ大人おとなになる）

　たとえ今回止とめたって、ジィが強くなりたいと思う限り何度だって繰り返され、そしていんがずっとそばについて止めるわけにはいかないのだから。

（いつまでも真白なままでは、いられない。目にまぶしい新しん雪せつも、いずれは踏み荒らされるのだ。それが今日だというだけの話だ）

　脳のう裏りに浮かぶイハナの顔を、振り払う。そうだ、イハナ、あなただって大人にならなければならない。綺き麗れい事だけでは、この世のなかは回らない。汚れることを恐れては、人は生きていけないのだ──

（そうだ、大事なのは任務。今の私の任務はジィやあなたを守ることではなく、この船を──）

　無表情な、イハナの顔──

（消えろ！）

　いんの足が、唐とう突とつに、今まで走っていたとは思えないほど軽やかに、止まる。

　その口が、開く。

「隠かくれてないで、出て来い」

　目の前に現れる人ひと影かげ。

　現れた男は、言った。

「おまえをこの先に通すわけには行かない」

「うざい。来い」いんは両手に銃を構えた。

　その名も『東とう龍りゆう』『西ざい虎こ』──シュンジュウとセンゴク、二人の兄あに弟で子しを倒して奪った銃。

「おまえのことは知っているぞ。冬ふゆ月つきいん。舞まい原ばる家の二枚看板の──」

「あの男の苗みよう字じで呼ばれるのを許さないのは知らんのか？　まぁいい。そんなにしゃべりたいなら三秒やるから祈れ。わめけ。好きに最さい期ごを、飾れ──」

　銃を構え、息を吸い。

　一瞬で、自己催さい眠みん状態に入る。

　何やら舞原家のほうで、あの真ま嶋じま綾あやが『真嶋の森』とかいう特技を見につけた、とか言って騒いでいたが、いんに言わせれば、一流ならその程度、できて当然。当たり前。そして一流の人間は、場の情報を把は握あくすれば、考えなくとも何をすべきかすぐ分かる。

（そうだ、今、私がするべきことは──）

　敵はすでに、進路の先にいた。

　いつの間にか脱だつ出しゆつ艇ていは全て壊され、しかも敵は発見されたのではなく自ら姿を現した。

　──こちらはもう、間に合わない。

（──そうだ、私と感情は関係ない。私は自分を律している）

（私はただ、自分がすべきことをする、だけ）

　ならば今、やるべきことは──

（──間に合うか？）

　──男が襲おそい掛かってくるのを、いんはただ、ながめていた。

　次の瞬間。

　いんに向かって常じよう人じん離ばなれしたスピードで襲い掛かった男は、その勢いをまったく減ずることなくそのまま方向転てん換かん、床に激げき突とつし絶ぜつ命めいした。が、そのときにはすでに、いんの姿はもうその場にはなかった。
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（……刀かたなは、善ぜん悪あくなど考えない。ただ、斬きるのみ）

　そう、床の間に飾られた刀など、刀ではない。戦場で振るわれてこその剣。

　男がゆっくり、近づいてくる。

　ジィは、目を閉じた。

　集中に、音が消える。だが分かる。場の情景が。男が近づいてくるのが分かる。

　闇やみのなか、確かに感じる、

　命の、波──存在の、熱ねつ持つ波動。

（私は──刀！　飾りではない本物の剣！）

　背後でハッチが開いた。

　次の瞬間、気配を感じ。

　何もない思し考こうの空白のなか、ジィ・ニーは刃やいばを振り抜いた。

　振ると同時に何かを斬きる感かん触しよくが、剣先から全身へと響ひびいていった。
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　頭部を失い、

　雲うん海かいのなかを落下していく男の胴どう体たい。

　ジィの悲鳴──




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」




「叫ぶな……やかましい」

「……な、なぜ、なぜおまえが！」

「……やかま、しい」

　言葉とともに口から血を吐き、いんはその場に倒れこんだ。

　男をかばいジィの剣をまともに腹に受け止めたその衝しよう撃げきに、座ざ布ぶ団とんほどにも吐と血けつを広げつつ、言う。

「どうだ……ジィ、人を……私を斬った、感かん触しよくは」

「いん！　いん！」

「触ってはいけません！」『ザ・ワン』が大声を上げる。

　傷を見ようとする『ザ・ワン』の身体からだを押しのけると、いんは呆ぼう然ぜんとしているジィの前で、自分の腹をめくった。

「……だが……見ろ、ジィ」

「！」

「……私の……腹は、切れて、いない」

　刃が当たったはずの部分を見せ、笑う。

「これで、……分かったろ？　おまえには、結局……人は、斬れんのだ」

「……いん……」

　確かに、いんの腹は切れてはいない。

　青く、赤く、紫むらさき色いろに急速に変色しつつあり、ところどころ折れた骨が飛び出てはいるが──

　切れては、いない。

　いんは『ザ・ワン』にたずねた。

「……あの、男は」

「あなたに頭を撃うち抜かれ、落っこちていきました。しかし、あの間に割って入るとは……無む茶ちやな」いんに顔を近づけ、小声で言う。「これは、硬こう気き功こう、ですね。さすが」

　いんは笑った。

（……さすがは、ジィよ……。私の硬気功が、電話帳ほどにも役に立たんとは……）

　だが少なくとも、斬きられなかった。

　本来なら転げまわっているであろうこの激げき痛つう、血の吐き方、胃が破は裂れつして肺に肋ろつ骨こつが突き刺さっているだろうが、それでも斬られなかった。

「来いよ、ジィ」血の泡を噴ふきつつ、ジィを呼ぶ。

　涙に顔をくしゃくしゃにして駆け寄ってくるジィに、言う。

「……嫌な、感かん触しよく、だったろう？」

「ああ、ああ！」

「……これに、懲こり、たら、もう二度と、人を斬ろう、などと、思うな……」血を吐き出す。

「いんさん、しゃべらないほうが──」

「いん！　いん！　頼むから──」

「……いい、ではない、か、人を斬らない、剣で、いけば」意識が朦もう朧ろうとしだし、自分でも何を言っているのか分からないまま言葉を紡つむぐいん。「それが、刀かたなでない、というなら、おまえがそれを、刀に、しろ」

「……いん」

「人を斬れば、おまえは二度と、恋したって、……泣けなく、なる、ぞ？　わ、私は、な、泣けない、ぞ？　だから、おまえは……」

　……私に、なるな。

　たとえ仕方ないことだとしても、それでも、イハナを悲しませるような存在に、なるな。

　おまえはかわいいジィでいろ。

（……ああ、畜ちく生しよう）

　ほれ見たことか、と思う。

　もっと早く決断できていたら、きちんと自分を律せていれば、こんなことにはならなかった。それが、自分を律し切れなかったばっかりに、このいんが、無む敵てきと言われたこのいんが、あろうことか任務を失敗、こんなところでこんな目に……

（ほれ見たことか、）

（どれほど強くても、自分をコントロールしきれなければ、結局こうなる……）

「──いん！」

　褐かつ色しよくの少女の瞳に浮かんだ涙の姿になぜか満足を、覚え。

　いんは意識を失った。
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「いん！　いん！　いん！」

「いんさんは大丈夫です！　だから手当てをさせてください！」

　ようやくジィを押しのけ、『ザ・ワン』はいんの腹に手を当てた。

「た、助かるのか？」ジィがたずねる。

「……治せるのか、という意味なら、治せます。私の肉を使って……ああ大丈夫、吸きゆう血けつ鬼きにはなりませんから。私の肉は程なく同化し、彼女自身の肉体となるでしょう」

「そうか……」

　ほっと息を吐くジィに、『ザ・ワン』は首を振った。

「ですが助かるのか、という問いには答えられません」

「……何？」

「傷は治せます。ですがこの状況自体はどうにもできない」

　明らかにコントロールを失い浮力を失いつつある飛行船を示す。

「この人の性格上、いんさんが戻ってきたのは決してあなたを優先させたわけではないでしょう。任務続ぞつ行こうが不可能と判断したからこそ、せめてあなただけでも救おうとしたのかと」

「……」

「もうこの船は、沈みます」『ザ・ワン』はうなずいた。「したは海。近くには陸地もなく、さらにもうすぐ夜明け。私は当然滅ほろびますが、たとえ吸血鬼でないとしても、あなたがたが生き残れる確かく率りつはそう高くはない」

「いいや」ジィは首を振った。「生き残るさ。われわれも、そしてあなたも」

　少しずつ、推力を失い雲に沈んでいく飛行船。

　がたがた揺れる船上で、『ザ・ワン』は微笑ほほえんだ。

　笑い、言う。

「ねぇ、ミス・ニー。吸血鬼の弱点を知っていますか？」

「……確かに、流水に弱いのは知っているが、しかしまだあきらめるな！」

「いいえ、確かに私は水に溶ける」吸血鬼はうなずいた。「だがそれは、私の決定的な弱点ではありません」

「……ああ、確か日光と、十字架かだったか」

「確かにそれらで私は灰になり、焼けてしまいます」吸血鬼は首を振った。「しかしそれすら私の弱点ではない」

「……では首を切り、心臓にくいを打つ──」

「それを行えば、確かに私は消滅するでしょう」なおも首を振る。「でもそれすら、本当の意味では私の弱点ではないんです。

　私の、本当の弱点は──

　存在し続けよう、という意欲がないということ。

　たとえ今、敵が現れ私にくいを打ちつけても、私は無理に抗あらがおうとは思いません。もしも気がつかないうちに夜明けが来ていても、やはり私は無理して日光を避けようとは思わない。

　いや、思えない。

　私には、生きようという気力がないのです。……そもそも生きていない私は、ただ存在しているだけの私は、結局は存在を続けようが停止しようがどちらも同じなのですから」

「……」

「確かに、滅びには痛みを感じます」吸きゆう血けつ鬼きは微笑ほほえんだ。「ですが、私はそれを自在に完全に制御できる。……確かに、私は血の味に喜びを感じます。それに飢うえも。しかし存在するのに必要なそれすら、私は自由にコントロールし、なんなら感じないようにすることさえできる」

「……『ザ・ワン』」

『ザ・ワン』は笑みを浮かべ、立ち上がった。

「それが私という存在なら、私はいつ消えてもいい。……ですが、あなたは違う。ミス・ニー、あなたには生きる気力があり、助かろうという気き概がいがある。

　生命そして魂たましいという、本当の強さを持っている。

　ならばあなたは助かりなさい。そして助けなさい。……任務を果たせないのは残念でしょうし、私の消滅は大きな問題になるでしょうが、なに、舞まい原ばる家ならきっと切り抜けられます。だからあなたは私にかまわず助けなさい。いんさんを。そしてこの船に乗っているほかの仲間たちを。私にかまわず──私にかまっていたら、助けられる人も助けられなくなりますよ？」

「──ま、待て！」

　次の瞬間。

『ザ・ワン』の姿はコウモリと化し、あっさりと、飛行船から虚こ空くうへと飛び立った。

「──『ザ・ワン』！」

「私はねぇ、楽しかったのですよぉう！」

　たちまち力を失いきりもみに旋せん回かいして落下しながら、コウモリは叫んだ。

「最後にいいものが見れました！　だからあなた方は、絶対助かってくださいねぇい！」

　あっという間に、雲のなかへと消えていく──

「……ふ、ふざける……な……！」

　ジィは、崩れ落ちた。

（どうしてそんな、簡単に……）

　涙の粒つぶを落として、ああ、とつぶやく。

　どうして私は、こんなにバカなんだ。

　ちょっと考えれば、だれにでも分かることなのに。

　殺すよりも生かすほうが、死ぬよりも生きるほうが、ずっと、ずっと難しく──

　大切な、ことなのに。

　たとえ剣であっても、それは変わらぬことなのに──
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　しばらくして。

　涙をぬぐい、いんを抱き上げ、ジィは立ち上がった。

　そう、この船にはまだ四人の仲間が乗っている。

　多分気き絶ぜつさせられ、どこかに転がされているのだろう。

　いずれ浮ふ力りよくを失い、この船は、沈む。

　あたりに陸地の見当たらない、夜の海の真んなかに。

　ジィ・ニーはつぶやいた。

「……死ぬものか」

　ああ、死ぬものか。

　そしてだれも死なせるものか。必ず生きる。生きるんだ。そして。

　日ひ炉ろ理り坂ざかに帰るんだ。

　コウが、イハナさまが、みんなが待っている、あの土地へ──
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　七分後。

　飛行船『鳥とり船ふね』は着水し、そのまま渦うずを作って沈んでいった。
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　　　７（続き）




　青い草のにおいをのせて、風が一いち陣じん、吹き荒れる。




　イハナの前に立ち、ふと思い出したように、

「ああ、そうそう。忘れるところだった。はい、これ」

　コウはポケットから片方だけの指なしグローブを取り出し、イハナに渡した。

「なんです？　これは」イハナがたずねる。

「聞いて驚け、その名も《ゴールデンライトアーム》──回数制限こそあるが、触れた物を黄金に変えることができる《元・知恵の実》だよ」たはは、と笑う。「……実は、前にアトリが持ってきてたの黙ってたんだ」

「……」イハナの顔には、少なくとも表面的にはなんの変化もない。

「なぜ私に、これを？」

「なぜって……手に入れた《知恵の実》は全部、渡しているじゃん。研究のために」

「しかし……これは」

「まぁ、隠かくしていたわけだけどな」うなずき、笑う。「でも……《Ｉｔ》のこともばれちゃったし、もう必要ないから」

「……必要ない？」

「……保険は、ってこと」

　あらためてイハナに向き直り、コウは言った。

「正直、おれは今まで、日ひ奈なを生き返らせるところまでしか考えていなかった」

「……」

「そこがおれの、ゴールだったんだよ」笑う。「日奈さえ生き返らせられれば、おれはもう、よかったんだ。自分がどうなっても。ハナちゃんもいるし、……ちょい悔しいが認めよう、おれよりも日奈との付き合いの長い小鳥遊たかなしもいるし。生き返りさえすれば、あとはもう大丈夫だと思うから。

　だからおれは、そこで終わって、よかった」

「……コウ」

「情なさけない話だよな。てめえのためにさんざんっぱら他人を犠ぎ牲せいにしておいて……。挙あげ句くの果はてには、全然関係ない洋よう平へいにかこつけてやめようとさえ、してた。洋平のために、なんて言って、結局はおれが疲れてしまっていただけなのに。ぜんぜん見えない先のことを考えることから、逃げようとしていただけなのに──

　だけどもう、逃げるつもりはない。

　今のおれは、ちゃんと日ひ奈なを生き返らせた、その先のことを考えている。そして、その先のことを考えれば、どうしたって、ハナちゃんやみんなの協力が不ふ可か欠けつなんだ」

「……」ただ黙ってコウを見つめてくるイハナに、

「多分」冗じよう談だんっぽく、しかし真剣な目をして、

　コウは言った。

「おれの一番の敵は、日奈だ。

　死人は生き返っちゃいけないと思っている、日奈──おれはきっと、それに勝たなくちゃいけないんだ」

「……」

「──というわけで、これからもよろしくね、ハナちゃん」深々と頭を下げる。「これからも引っ張りまわすかもしれないけれど、ま、少なくとも隠かくし事はしない。なるべく。その手袋は、その気持ち」

「……あなたは……」

「ん？」

　イハナは首を振り、手袋を袂たもとにしまった。

「……なんでもないです」

「そう？　とにかく、おれはそれだけ。じゃあ、行こうか」

　コウはきびすを返し、歩き始めた。

　が、すぐに、待ってください、と呼び止められる。

　コウは振り返った。

「ん？　まだ何かあったっけ？」

　一瞬コウをにらみつけ（まぁ普通の人間にはにらんでいるようには見えないだろうが）、イハナはすぐに視線をそらした。

　視線を合わさず、淡たん々たんと言う。

「さっきから、……やめてください。私が何を求めているか、あなたは分かっているはずです」

「ま、ね」唇を斜めに笑う。「ちょっと、ハナちゃんの口から聞きたくて」

「……趣味の悪いことを」

「ま、ね。自分でもそう思う。でも聞いておきたいんだ、ちゃんと」

　合わせようとしないイハナの瞳を見つめ、冗談めかし、しかしはっきりその言葉を口にする。




「それはお願い？　それとも命令？」




　イハナとコウの視線が合う。

　笑みを浮かべた、しかし笑っていないコウの顔に何かに気づいたように、視線をそらすことなくイハナは言った。

「お願い、命令──そのどちらであれ、結果は変わらないはずです。今あなたが言ったとおり、あなたには私の協力が必要なのですから」

「ああ、そうだろうな」

「私の機き嫌げんをそこねれば、あなたにも、そして冬ふゆ月つきにも、明るい未来はない」

「そうだろうとも」コウは笑った。「だがそれは、おれの質問の答えじゃないな」

「そのどちらだろうと──」




「イハナ」




　沈ちん黙もく。

　さやさやと葉が揺れる。

　木々がざわめくのを、コウは頭をめぐらしてながめた。

　コウの視線が途切れたのを合図にしたかのように、イハナの口が開く。

「あなたの冬月への気持ちがどうであろうと、私はあなたとサクラを──」

「サクラは関係ない」

　イハナの口が、閉じる。

　コウは視線を戻し、言った。

「サクラのことはサクラと話す。おれは今、舞まい原ばるイハナと話しているんだ。ごまかすな。

　答えろ、イハナ。

　それは命令か？　それとも希望か？」

　だまって、笑いもどこかに引っ込めて、ただただじっと、イハナを見つめる漆しつ黒こくの瞳。

　静せい寂じやく。

　流れる風も、穏おだやかに揺れる木こ漏もれ日びも、けして時間を止めてはくれない。

　どれほど時が美しくても、とどめることは許されない。

　だれにも。

　人は、前に進まなければならない。

　時には止まり、後ずさっても、いつかは、前へ。

　しばらくして、ようやく口を開く、イハナ──

「私は、あなたに命令することは、できません」




「聞こえない。はっきり」




　ためらい、それでも。

　イハナははっきりと、言った。




「……キス、して欲しいです。……コウ」




「……よし」コウは微笑ほほえんだ。「なかなかかわいいぞ、ハナちゃん」

「あなたなど呪のろわれてしまいなさ──あ」

　加か減げんのない強い力でイハナを抱き寄せ、イハナの頭を自分の胸に当て、笑う。

「そう言うない……ほら、分かるだろ？　どっきどっきしているの。おれだって緊きん張ちようしてたんだぜ？　ハナちゃんの方が強いんだから」

「……」

「……ま、最後のせりふにどきどきしたのもあるかな……って、う、うわ、ちょ、ちょっと座ろう」

　イハナを抱いたまま、近くの木によりかかるように強ごう引いんに座る。

　抱きしめたままなので、コウのうえにイハナがしなだれかかるような感じになる。

　増す密みつ着ちやく度ど。温かさ。熱さ。

　コウは大きく息を吐いた。

「やばい、今になって緊張が襲おそってきた。うわ、足が震える……」

「……」

「よかった……本当によかったよ……ああもう、どうしようかと思ったぁ……」

　だが、タイミング的に今しかなかった。

　コウが悪魔のミカタをやめかけていた、グレイテストオリオンとランドールの事件がいまだに尾を引いている、今しか。

　多分、お互いにそれを分かっている。

　どこかで、鳥が鳴く。

　かすかに笑んで、たずねるイハナ。

「……私が命令していたら、どうなっていたのですか？」

「それを聞くのは反則じゃん？」

「……ですね」

　静せい寂じやく。

　さてと。

　再び大きく息を吐き、吸い、深しん呼吸すると、コウはイハナを見つめた。

「……それじゃあ、なんか恥ずかしいから、一気にいくぞ」

「え？　あ、待って──」

「だめ」




　初めて、抱きしめあい。

　夏の葉の隙すき間まから漏れる光のした、頭の裏まで突き抜けるようなめまいのなか──

　二人は唇を、合わせた。

　多分、初めての──
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　──風に流れる草いきれのなか。

「……コウ、あなたは、分かっているのですか？」

　余よ韻いんの命じるまま木によりかかるコウ、そんなコウによりかかったままで、イハナはつぶやくように、言った。

「……自分がどれほど危険なところに足を踏み入れようとしているのか」

「虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ず、ってね」

「……虎が出てきたほうがよかったと、思うかもしれませんよ」

　コウの胸に頭をよせる。

　その心音を聞きながら言う。

「私はきっと、あなたが思っているような女ではありません」

「おれがどんな風に思っていると思っているのか、言ってみ？」

「……分かりませんよ。そんなこと」

「言わなかったっけ？　かわいいって。一日三回は言うようにしているんだけど」

「あなたなんか呪のろわれてしまいなさい」

　イハナの袂たもとで携帯が震える。

　くっついているコウにも分かる。

　イハナはあっさり立ち上がり、ささと着物のほこりを払うと、コウに言った。

「それでは、私はこれで」

「……ああ」コウはうなずいた。「あ、待って。そうそう」

「……今度はなんです」

「そんなに身構えるない。あのさ、……できれば、アトリを呼んでもらえないかな。ここに」

「は？」

「今は腰が抜けてるけど……もうしばらくしてから、おれも行くよ。いや役に立たないのは分かっているけど、心配ぐらいはできるからさ。意味があるかは別として……だめ？」

「……いえ、かまいません。分かりました」

「そか。よかった。じゃ、あとで」

　では、あとで、とうなずき、未み練れんも見せずに颯さつ爽そうと、イハナは歩きだした。

　まるで隠かくれるように消えていくイハナの姿を見送って、唇を舐なめ、コウは木によりかかった。

　うえを見上げる。

　あたかも降ってくるかのように広がっていく枝々を眺ながめつつ、心のなかでつぶやく。

　さぁ、日ひ奈な。勝負だぜ？

　想像し、笑う──探たん偵てい役がおまえなら、さしずめおれは怪かい盗とうか？　まぁ悪魔のミカタだし、イメージ的にはこちらのほうが近いかな。たとえこちらがワルモノでも、負けるつもりはないけれど。

　──ああ。

「……必ず、生き返らせて、やる」

　この世界全てを巻き込んで。

　どこかで鳥が鳴くような、緩やかに時が流れているなか、

　コウはよいしょと立ち上がり、イハナを追って歩き出した。

　多分すぐに追いつけるだろう。




　──あ、ほら、やっぱり。倒れてら。




　　　９（そして、その日の夜──）




　青年はまず、うん、と身体からだを伸ばした。

　箱から出て、辺りの光景を眺めながらうなずく。

「ふうむ、二百年ぶりの、外か──」

《お加か減げんは？》姿を見せずに響ひびく声。

「ああ、なかなかいい。……ここは？」

《和わ歌か丘おかはすずり通り、木ぼく鐸たく公園と呼ばれる場所です》

　ほう、とうなずく青年。

　頭を搔かき搔き、木鐸木鐸とつぶやく。

「……ああ見つけた。よし、位置は把は握あくした。ねぐらの準備はできているな？」

《はい、いつでも》

　そうか、とうなずくと、青年は箱のなかからサングラスを取り出した。

　サングラスをかけ、ベンチに座って言う。

「この箱にもう用はない。目立たないよう始し末まつしておいてくれ……ところで、この顔はどうだ？　日本人から見てヂャニーズ系か？」

《よく分かりませんが、イケているかと》

「よく分からんが、イケている、か……ま、いい。ところで、いんさんとミス・ニーたちは？」

《現在無事に漂ひよう流りゆう中です》初めて声が語りかける。《本当に、助けてよかったのですか？》

　青年は笑った。

「無事に漂流中、はよかったな。……ああ、助けてよかったさ。なんで？」

《何が原因であなたのことが知られるか──》

「どうでもいいさ。そう、そんなのどうでもいい。気にするな。それに……」

《だれか、来ます》

　夜の闇やみのなか。

　サングラスをしていても見える目で、青年は少女が通りかかるのを見た。

　チラッとベンチのしたを見、いつの間にか箱がなくなっているのを確認すると、ベンチに座りなおし、頃ころ合あいを見計らって流りゆう暢ちような日本語で少女に向かって話しかける。

「こんばんは、レディ」

「こ、こんばんは」思わず挨あい拶さつを返し、少女は警けい戒かいの目を向けた。「い、言っておくけど、向こうに家族がいるんだからね」

「へぇ」

「夜に一人で出歩いているわけじゃないわ、家族で花火しているんだから。音が聞こえるでしょう？　変なことしたら大声出すわよ？　近くに交番もあるし」

「交番！　それはいい」青年は声を上げた。「できればレディ、その交番の場所を教えてくれないかな。道を聞きたいんだけど」

「……迷子なの？」多少警けい戒かいを解き、近づいてくる少女。

　青年はうなずいた。

「ああ、この辺りに大きなホテルがあると思うんだけど」

「なんだ、ホテルならあれよ」遠くに見える建物を示す。「……外国人さん？」

「きみから見ればね。……ぼくのこと、知らない？」

　チラッとサングラスをずらし、目を見せる。

　少女は顔を赤くした。

「……し、知らない！　……外国の俳優って、興味ないから！」

　興味ない、と口では言っても、少女がどきどきしたのは確からしかった。

　青年は笑った。

「じゃあ、ホテルを教えてもらったついでに、食べ物屋さん知らないかな？」

「こんな夜遅くに？　……コンビニなら、近くにあるけど」

「コンビニって、カード使える？」財さい布ふを取り出し、見せる。「ほら、おなかが空すいているんだけど、日本のお金、持ってないんだ」

「どうだろう、使えるところもあると思うけど……」

　首を捻ひねり、思い切ったように少女は言った。

「二百円ぐらいなら、おごってあげるけど？」




　青年は、微笑ほほえんだ。




「おごってくれるの？」一瞬肉にく食しよく獣じゆうの笑みを浮かべると、すぐに人なつっこい笑みに戻して言う。「本当に？　ありがとう。きみはやさしいなぁ。この町の人がみんな、きみみたいならいいんだけど」

　サングラスを取り、少女を見つめる青い瞳。

「ありがとう。かわいいレディ」

「あ……いや、いいんだけど、別に……」

　赤くなる少女の顔。

　その目は、吸い寄せられるように青年を、その瞳を見つめている。

　もう放さない──

　青年は笑った。

「ぼくが、怖い？」

「……いい……え……ぜんぜん……」

「そう、よかった。実はぼく、この土地に一人で、とても心細かったんだ」

　とろけるような笑みを浮かべて、少女をじっと見つめる。

　その心までのぞきこむかのように。

　そして言う。

「ぼくと、友だちになってくれるかい？」

「……は……い……喜んで……」

「そう、よかった。じゃあ、お近づきのしるしにキスしていい？」

　少女はあっさりと、黙ってこくんとうなずいた。

　その目はただもうひたすら、青年の、いまや青から真っ赤に染まった瞳を見つめている。

　青年は、微笑ほほえんだ。

「いいかい」とろけるような極上の声。「ぼくはきみに、ぼくの空くう腹ふくを満たすだけじゃなく、友だちになって欲しいんだ」

「……友……だ……ちに」

「それも本当の友だちだ。ほら、日本語で言うところの、胸きよう襟きんを開いて欲しいんだ」

「きょう……きんを、……ひら……い、て」

「そう」天上の音楽を思わせるような響ひびきを声に乗せ、謡うたう。「きみの心を開き、そこにぼくを招いて欲しい。きみの心の奥底に、ぼくを招いて、まるで二百年来の親友のようにぼくを迎え入れて欲しい。

　さぁ、ぼくを招くんだ。

　そのお返しに、ぼくはきみにキスしてあげよう。この世のものとも思われぬような、キスを──」

　そして。

　少女の心は青年を招いた。

　青年は、お返しにキスをした。

　もちろん、初しよ対面の少女のファーストキスを奪うようなことはしない。

　やさしく、その白い首くび筋すじに、燃えるような赤いキス──
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「ちょっとお、どこに行ってたの？」

　花火が終わり家の前を片付けていた少女の母親は、娘の姿を見つけて安あん堵ど半分（いなくなってそれほど時間が経たっていたわけじゃないが、時間が時間だし）、不ふ機き嫌げん半分に言った。

「片付け手伝ってくれるって、言ったでしょ？」

「うん……ごめん」ぼぉっと答える少女。

「あれ？　ジュースは？」

「……買わなかった」少女はポケットから二百円を取り出した。「これ、もらっていい？」

「いいけどその代わり、そのうち百円は妹にあげるのよ？」

「うん」

　そのままぼおっと突っ立っている。

「どうしたの？」ちりとりのごみをポリバケツに空あけながら、母親は言った。「もう遅いんだし、ほら、早く家に入りなさい」

「──うん！」

　元気よく返事をすると。

　少女はあっという間に、たった今招かれたばかりの家に入った。

　そして。

　たちまち、あたかもマシンガンのごとくに言葉を紡つむぎ出す──

「あのね、ママ、今そこで外国人の俳優さんに会ったの！　とても、とってもかっこいい人よ！　一目見たら、ママもきっと気に入るわ！　絶対気きに入る！　心を開いておしゃべりできる人なのよ！　本当に、すごくかっこいいの！　日本語もうまいし、まだあんまり売れてないそうなんだけど、とにかく素す敵てきな人なの！　ママも、みんなも絶対気に入る！　みんなも絶対気に入るわ！　きっと──

　……それでね。

　ホテル暮らしが長くて、日本の家庭の料理が食べたいって──

　そう、食べたいって──家庭の料理を食べたいって──

　ねぇ、ママ──」




「今度、おうちに招いていい？」











（スタンドバイ　終）









あとがき／スタンド バイ







　スタンドバイ──頼りになる人・強い人。

　スタンド バイ──そばに立つ・味方する。

　立つという意味以外にも、ｓｔａｎｄという言葉はさまざまな意味を持つ。たとえば耐える、我慢する。抵抗する。支持する、守る、味方する。主張する。賛成する。自立するそして～のために戦う──それら全てを意味するものが、『立つ』という言葉にこめられているというのはなかなか深い。二本足で立つ、というのはある意味重じゆう力りよくに逆らう行為であり、重力に逆らうその行為により人類は複雑な脳と手、言わば《知恵》を得、あまたの種のなかで現在の優位と苦労を得るにいたった、のかもしれず、そして何より立つというのはただそれだけでそれなりに力と気力を使うもの。

　人は何のために立つのだろうとか哲学的につぶやいてみては悦えつに入る。自己満足のかっこつけだがそういうことの繰り返しこそ人生を豊かにするのだとけっこう本気で思うこのごろ。と、いうわけで、⑩巻目。

　テーマは『強さ』。




　悪あく魔まのミカタ⑩《Ｉｔ》──スタンド バイ──




　なんと十冊目。つまり。




　悪魔のミカタ①～⑩、発売中！







　……さて。

　今回で三冊目となるこの《Ｉｔ》編。

　今巻は、いままでの




　①巻～⑨巻、発売中！




　の悪魔のミカタとは雰ふん囲い気きが異なり、どちらかと言えば静かな感じに話が進む（と自分では思っているのだが）。と、いうわけであとがきも、いつもと雰囲気を変えてみる。理想としては、ニヒルな、大人おとなな感じの、酒とタバコとアダルトな、でも子供の心を忘れてはいないピュアでピッカでピースフルな──ところで『ピッカ』とはなんだろう。いったいどういう意味だろう。少なくとも




　①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩発売中！




　と十冊出ている既き存ぞんの巻ではそんな表現は使っていない。辞書を調べてもらしい言葉は見つからない。現実は理想通りにはいかず、いつだって正しい答えがあるとも限らず、『ピッカ』なんて言葉をどこからともなくひねり出す、もはや自分も信じられない。だいたいわざわざあとがきの雰ふん囲い気きを変えてそれでいったいだれが喜ぶ？　逆に不ふ興きようを買うかもしれない。コリャ楽しいやと思っているのは結局は自分ひとりの一人上じよう手ずで、相手のいない独り相撲ずもうなのかもしれないこの冷たい現実に、われわれはいったいどう立ち向かえばいいのだろう。

　それはもちろん。

　スタンド バイ。

　そばにいてくれる人はきっといる。

　そう。




　全国書店で①～⑩、発売中！




　悪あく魔まのミカタは本当に、直接的にも間接的にも、さまざまな人たちのスタンド バイで成り立っている。今いま現在、悪魔のミカタが




　電でん撃げき文庫でう－１－１～う－１－10、発売中！




　なのは、そうした『スタンド バイ』してくれる方々のおかげである。周りに『スタンド バイ』してくれる方々がいるからこそ、だれもがこうして日々を戦っていけるのだ。と、いうわけで記念すべき⑩巻目の今巻は、数ある英語のなかでも特に好きであるこの言葉、テンションを上げるときに「スタンスタンスタンスタン（ド）」とステップを踏むように繰り返しつぶやいてみたいこの言葉、勝手に『見方』『味方』の二つの意味があるんだと決め付けて悪魔のミカタで使っている、この言葉を冠かんさせた。

　と、いうわけで。




　悪魔のミカタ⑩《Ｉｔ》──スタンド バイ──




　十冊目、上じよう梓しすることができました。

　皆さん、本当にありがとうございます。




　──これからもよろしくお願いいたします。




　次巻もよろしく！







　以上、

　──イヤ本当にうれしいんだよぉ──ところで、悪あく魔まのミカタ①～⑩が発売中なのはもう言ったっけ？　よし、ついでだから宣伝してしまおう、悪魔のミカタ①～⑩、発売中！──の、

　うえお久ひさ光みつ、でした。
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うえお久ひさ光みつ

今巻はドッグデイズ直後の話と以前の話で構成されている。というかぶっちゃけた話、物語的には⑤巻からひと月も経っていない。あれから約11ヵ月、あれから５冊でやっとひと月だけの進行──こんなペースでいいのか自分。そんなこんなで⑩巻目。なんだかんだで⑩巻目。
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イラスト／藤ふじ田た 香かおり

どーもーオビの下からコンニチハー藤田香です。今回表紙はジィさんです♪　ところで小さい「ィ」をキーボードで出す時にいっつも悩むのは…やはり私だけですか…そうですか…。










悪あく魔まのミカタ⑩




It/スタンドバイ








うえお久ひさ光みつ
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